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　エディンバラの王立高校とダンディー大学で学び、口腔外科の大学院学位を取得。2016
年までエディンバラで自身の歯科医院を経営。英国小児歯科学協会のスコットランド東部
支部会長を務めたほか、さまざまな教育的役職を歴任。また、長老会のリーダー、クイー
ンズフェリー教区会衆派教会理事会の会長、スコットランド国教会総会のコミッショナー
も務めた。
　1984年、26歳でロータリーに入会。South Queensferry（サウス・クイーンズフェリー）ロー
タリークラブに所属し、グレートブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー（RIBI）
の会長と副会長、RIの理事と委員会メンバー（2022年ヒューストン国際大会委員会アドバ
イザー、運営審査委員長など）を務めた。
　新しいロータリークラブやグループを築くために会員と協力できるのを楽しみにしてお
り、「私のビジョンは、ロータリーの仲間になりたいと思うすべての人、世界でよいこと
をしたいと願うすべての人が、それぞれに合った方法でどこででも参加できるロータリー
となること」と話す。
　英国を拠点とする非営利団体「ホープ・アンド・ホーム・フォー・チルドレン」の後援
者であり、同団体とRIBIとのパートナーシップを先導して、ルワンダ大虐殺によって孤
児となった子どもたちを支援。開発途上国の人びとや家族、ビジネスに持続可能な人道支
援を提供するGrantham Kestevenロータリークラブ（英国リンカンシャー）のイニシアチ
ブ「Trade-Aid」も後援しているほか、国立の精神保健機関であるBipolar UKのアンバサ
ダーを務めている。
　趣味はラグビー、グルメとワイン、スコットランドの伝統的な づくり。
　ロータリー財団は「ロータリーの奉仕を動かす燃料」であるとし、妻ヘザーさん（ロータ
リアン）とともにポール・ハリス・フェロー、メジャードナー、ロータリー財団のベネファ
クター、遺贈友の会会員となっている。
　孫娘たち（アイビーさん、フロレンスさん）が幸せに暮らせるより良い世界をつくるため
に、会長として全力を捧げたいと考えている。

ゴードン R. マッキナリー 
　　2023-2024年度会長
　　South Queensferry　ロータリークラブ
　　スコットランド、ウェストロージアン

RI会長プロフィール
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2023年ロータリー国際協議会

ゴードン・R・マッキンリーエレクトテーマ講演要旨

「世界に希望を生み出そう」

◇素晴らしいジョーンズ年度の取り組みを継続していこう
　ジョーンズ会長の下、私たちは今歴史的な年度の真っただ中にいると共に、ロータリー
会員として素晴らしいときを過ごしています。この素晴らしい年度を終わらせるのではな
く、ジョーンズ会長とほかのロータリーリーダーが始めたことを土台として、その良いア
イデアを前進させましょう。私がエディンバラにある私の歯科医院に通勤する際目にする
フォース鉄道橋は1890年、フォース道路橋は1964年、クイーンズフェリークロッシング橋
は2017年に開通しました。ビジョンを持って継続、前進し続けた事業は、建設から133年経っ
た今も人々から感謝され続けるのです。私たちロータリーのビジョンが、奉仕を受ける人
たちから感謝され続けることと同様です。

◇ローターアクトへの注力、女児のエンパワメント、DEIへのサポートの継続
　過去数年間、ロータリー会長たちはローターアクトに力を与え、それを継続することを
約束してきました。その結果ローターアクターたちはリーダーになることへの熱意を示し
ロータリーの全面的なパートナーになりました。両者が互いに協力し支えあう新しい方法
を見つけ続けられるかは、私たちにかかっています。また、ジョーンズ会長は女児のエン
パワメントのプログラムをメータ会長から継続し、素晴らしい模範を示しました。私は、
世界中の少女が十分な能力を身につけた女性へ成長できるよう支援することを継続するこ
とを明言します。さらに私は、ロータリーが最高の人材、アイデア、パートナーシップを
受け入れるオープンでインクルーシブな組織であるために、Diversity（多様性）、Equity（公
平さ）、Inclusion（インクルージョン）などDEIを全面的にサポートします。

◇ポリオ根絶キャンペーンの継続
　最近、世界の主要都市でポリオが発生したことで、ポリオ根絶に再び注目が集まってい
ます。「ポリオのない世界」という夢を追い続け、35年にわたり多くのことを成し遂げて
きたロータリーを私は誇りに思います。しかし、現在ポリオ根絶キャンペーンに寄付して
いるロータリー会員は12人に1人に過ぎず、毎年寄付しているクラブは５分の１を下回っ
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ています。各年度に何をするかではなく、根絶をできるだけ早く実現するために必要なあ
らゆるリソースを私たちが提供すべき時が来ています。世界の子どもを脅かす流行がさら
に発生する前にポリオ根絶を成し遂げるため、ロータリーの夢を実現するために皆さんの
力が必要です。

◇行動計画の実現のために
　ポリオワクチン開発者ジョナス・ソーク博士は、次のようなことを言っています。「希
望は、夢を現実にしたいと強く願う人たちの夢、想像力、そして勇気の中にある。」この
言葉は私たちの全ての活動に意味があり、ロータリー行動計画のあらゆる面に当てはまり
ます。ロータリー会員に希望と、変化に必要な知識と勇気を与える行動計画。それを成し
遂げるために次のことをお願いしたいと思います。
　・ 既知の成果と実証された証拠に基づいて奉仕プロジェクトを立案する方法について会

員に話してください。
　・ 互いに、そして私たちが奉仕するすべての人とオープンで、インクルーシブで、思い

やりのある心をもって接しましょう。
　・ 世代や国境を超えて活動し、関係を築くためのあらゆる機会を探し求めてください。
　・ 世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや視点を、進んで受け入れてください。
　行動計画を受け入れ、実行するために現実的な方法をクラブに提供することこそが、地
域社会で持続可能な変化を生む最善の方法です。そのために、皆さんには行動計画のうち
次のビジョン声明を暗記していてほしいと思います。「私たちは、世界で、地域社会で、
そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動
する世界を目指します。」

◇平和にさらなる主眼を置く
　私たちは、ロシアが始めた残忍な戦争に直面するウクライナの人びとのために過去1年
間懸命な支援を行ってきました。ロータリーは過去にも歴史の呼びかけに応じ、人道支援
を最優先してきました。惜しみなく寄付し、一心に仲間をサポートし、ウクライナの人び
とから尊敬を集めてきました。しかし、ウクライナ人にもロシア人にも平和が実現するま
で本当の心の平和は訪れません。イエメン、アフガニスタン、シリアなど世界の数十の紛
争地域も同様です。平和とは希望が根づくための土壌です。人びとの間に新しいつながり
を築き、新しい機会を見つけるたびに、この土壌は耕されます。これから１年間、私たち
はバーチャルな国際交流を導入します。ロータリーでは、平和は受動的な夢ではなく、懸
命な活動、築かれた信頼、そしてしばしば難しい対話の結果として生まれるものです。平
和は粘り強く、勇敢に実践しなければなりません。
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◇2023-2024年度テーマ「世界に希望を生み出そう」
　2006年、私がタイのバーンタリングチャン村を訪れた際、ある女性から美しい貝殻をも
らいました。彼女は2004年の津波で家族、家、生計、そして何より生き続ける希望と理由
を失いました。しかし、ロータリーが、新しい家や集会所、保育所、医療施設の建設など
地域社会を立て直してくれたおかげで前向きな気持ちを取り戻し、希望が与えられたと言
いました。そして数少ない所持品の中、彼女が30年以上持ち続けた貝殻を私にくれたので
す。この美しい貝殻と、スコットランドの存命する最も偉大なアーティストであるジョン・
ロウリー・モリソンさんがよく使用する色を目にするとき、私は2023 ‐ 2024年度テーマ
を「世界に希望を生み出そう」にすることを決意しました。

◇メンタルヘルスの重視
　新型コロナの流行により多くの人が、身近な人を失ったり社会的つながりが断たれたり
することで傷ついています。教育や対人スキルを身につける機会が妨げられた子どもや若
者は最も傷ついています。希望を失う理由は物質的な貧困だけではないのです。世界の多
くの地域では助けを求めること、特にメンタルヘルスを求めることは弱さだと考えられて
いますが、助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへの道を求めることはさらに勇
気が要ることです。私はロータリーが会員と奉仕を受ける人の両方を支える組織として知
られるようになってほしいと思います。他の人を助けることで、本質的に自分自身が助け
られ、その中で培われる友情は連帯意識と仲間意識を育み、メンタルヘルスと幸せのため
になります。

◇まとめ
　次年度の私たちの計画は、世界に平和にもたらし、紛争の影響を受けた人びとを癒すこ
と、そして、私たち自身の内面的な闘いと向き合うためにお互いと地域社会を支え、助け
を求めることに対する社会的な偏見をなくすことです。これらの活動すべてにおける目標
は、破壊的な紛争から世界が立ち直れるように、希望を取り戻すことです。そうすれば、
私たち自身のために持続可能な変化をもたらすことが可能となります。ロータリーは、平
和、機会、生きる価値ある未来の土台を築いています。私たちが得意とすることを継続す
ると同時に、変化に対してオープンで前向きになり、世界と自分自身の中に平和を築くこ
とに力を注げば、ロータリーはより平和で、より希望のある世界を築く手助けができます。
あらゆる地域からのロータリーのリーダーである皆さんに、世界に希望を生み出すよう、
心からお願い申し上げます。 
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2023-2024年度目標

ロータリーのビジョン声明
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能
な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を
目指しています」

Rotary

優先事項１ 「より大きなインパクトをもたらす」 の目標
１. ポリオを根絶し、ロータリーの役割を強調する。
２． ロータリー財団への寄付を行うクラブとロータリー会員の総数を増やすとともに、年

次基金とポリオプラスへの寄付を増やし、2025年までに恒久基金を20億2,500万ドル
に成長させる。

３． 特にロータリーの重点分野においてクラブ、地区、国際プログラムとプロジェクトが
成果を上げられるようにし、その成果を測定する。

優先事項２ 「参加者の基盤を広げる」 の目標
１． 既存のパートナーシップを強化し、新たなパートナーシップを築くことで、ロータリー
の国際的な立場を向上させる。

２． 革新的なクラブや参加を促す経路を確立し、発展させる。
３． ロータリーとロータリー会員は世界を変える行動人であるという認識と理解を高める。

優先事項３ 「参加者の積極的なかかわりを促す」 の目標
１． 個人的成長、リーダーシップ開発、奉仕、ネットワークづくりの機会を通じて、ロー

タリーの中核的価値観を支える会員参加促進の手段を強化する。
２． 入会後１年以内に退会する新会員の数を減らす。
３． 特にロータリークラブ、ローターアクトクラブの参加者の連携を強める。
４． クラブ、リーダーシップ、およびロータリーファミリー全体で、多様性、公平さ、イ

ンクルージョンへのコミットメントを強化する。

優先事項４「適応力を高める」の目標
１． ロータリーのプログラムとロータリーが提供する体験を見直し、その妥当性と効果を

確実にする。
２． バーチャルでのつながりの活用を支援・奨励することで、対面式の会合、研修、ファ

ンドレイジング、奉仕プロジェクトの効果を最大限にする。
３． ロータリーの奉仕提供およびボランティアリーダーシップの構成を継続的に見直し、

効果を高め、責務および説明責任の所在をより明確にする。
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国際ロータリー第2840地区
第４期 戦略計画（2023－2026年）

【前　文】
　これまで第2840地区では、第1期戦略計画「クラブを元気にしよう」（2023-2016年）、第
2期戦略計画「魅力あるクラブをつくろう」（2017-2020年）、第3期戦略計画「地域社会とと
もに生きる元気で魅力あるクラブを実現する」（2020-2023年）に取り組み、大きな成果をあ
げてきました。
　そして、いま私たちは、ロータリーの基本である「ロータリーのビジョン声明」（RI 
2019年）（「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化
を生むために、人々が手を取り合って行動する世界を目指しています」）に示された優先事
項の達成を目指すとともに、地区やクラブが策定する行動計画にしたがって、ロータリー
ライフを楽しみながら奉仕活動をしていきたいと考えています。
　ポール・ハリスは言っています（1911年）。
　「ロータリアンは言葉より行動に心を惹かれます」
　さあ、ともに行動しましょう。

【地区のビジョン】
「誰もが歓迎され、尊重され、大切にされるクラブ作りの推進」

　いまロータリーは、変化をしつづける国際社会や地域社会のニーズに適応するための
能力を備えなければなりません。そのためには、地区やクラブがDEI（Diversity多様性、
Equity公平さ、Inclusionインクルージョン）を培い、持続可能な良い変化を生み、人々が
手を取り合って行動する世界を実現することが大切だと考えます。

【行動計画】
１．「より大きなインパクトをもたらす」

・ 私たちは、財団補助金などを活用してよりインパクトのある奉仕活動を行ない、ロー
タリーの公共イメージの向上を得て、クラブの活性化を図ります。
・私たちは、ロータリー財団や米山記念奨学会への寄付の必要性を理解し協力します。

　　・ロータリー財団への支援
　　　年次基金への寄付１人　　　150ドル以上
　　　ポリオプラスへの寄付１人　 30ドル以上
　　・米山記念奨学会への支援
　　　　　　　　　　　　　１人 　16,000円以上
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２．「参加者の基盤を広げる」
・ 私たちは、地区やクラブ行事への積極的な参加、他クラブとの交流や共同作業とそ
れによる充実感を共有して、会員の満足度を高め会員基盤の拡大や退会防止に努め
ます。
・私たちは、DEIを実践した魅力的で楽しいクラブ作りを推進します。

３．「参加者の積極的なかかわりを促す」
・ 私たちは、高潔性の価値観にしたがい、常に高い職業倫理を掲げてロータリアンと
しての品格の向上を目指します。
・ 私たちは、各界のリーダーであることを自覚して、ロータリー行事に積極的に参加
し、ロータリアンとしての成長を果たします。
・私たちは、ロータリークラブ、ローターアクトクラブの参加者の連携を推進します。

４．「適応力を高める」
・ ロータリーのプログラムとロータリーが提供する体験を検証し、リアルまたはバー
チャルでのつながりを大切にして、会合、学習、奉仕プロジェクトの効果を高めます。

・ ロータリーの重点分野での成果を目指し、さまざまな奉仕プロジェクトがより良い
効果を上げられるように努めます。
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国際ロータリー第2840地区　2023̶2024年度

保
ほ

坂
さか

　充
みつ

勇
お

 ガバナー　プロフィール

生年月日　1951年12月26日 
住　　所　群馬県沼田市
職　　業　不動産鑑定士
現　　職　三満不動産鑑定事務所　所長
学　　歴　国士館大学 政経学部 経営学科　卒業
公　　職
　　　　　2013-14年
　　　　　　（公社）群馬県不動産鑑定士協会　副会長
　　　　　2015-16年
　　　　　　（公社）群馬県不動産鑑定士協会　会長

ロータリー入会　2000年７月

ロータリー歴　
【クラブ】
　2013-2014年度　会長 
　2015-2016年度　地区研修・協議会実行委員長 
　2016-2017年度　研修特別委員会委員長、クラブ研修リーダー 
　2017-2020年度　長期戦略特別委員会委員長
【地　区】
　2006-2009年度　地区幹事（２年目横山公一ガバナー年度） 
　2009-2012年度　地区研修委員会委員 
　2010-2011年度　ロータリーの友地区代表委員 
　2015-2016年度　地区研修委員、職業・地域社会・国際奉仕委員会委員長 
　2019-2020年度　第5分区ガバナー補佐
　2021-2022年度　ガバナーエレクト、地区三役連絡会議副議長
　　　　　　　　 地区戦略計画委員会委員、会員組織強化委員会副委員長
　
ロータリー財団
　　　ポールハリス・フェロー（マルチプル）、メジャードナー

米山記念奨学会
　　　米山功労者（マルチプル）
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ガバナーメッセージ

国際ロータリー第2840地区
2023-2024年度ガバナー　保坂　充勇

　1905年、ポールハリスは、様々な分野の職業人が集まって知恵を寄せ合い、生涯にわた
る友情を培うことのできる場をつくることを夢見て、ロータリークラブを設立しました。
　当初の参加者は4人でした。以来約118年を経た今日、ロータリーとローターアクトを含
め会員数は140万人となり、世界中にクラブが結成されています。
　現在、世界では、ウクライナ等における戦争とコロナ禍の影響が問題となっています。
次年度RI会長のゴードン・Ｒ・マッキナリー氏のRIテーマは「CREATE HOPE in the 
WORLD」、「世界に希望を生み出そう」です。
　「そして、これがロータリーが世界に変化をもたらす方法です。」と述べ、更に「これら
活動全てにおける目標は、破壊的な紛争から世界が立ち直れるように希望を取り戻すこと
です。そうすれば、私たち自身のために持続可能な変化をもたらすことが可能となります。
ロータリーは、平和、機会、生きるに値する未来の土台を築いています。私たちが得意と
することを継続すると同時に、変化に対してもオープンで前向きになり、世界と自分自身
の中に平和を築くことに力を注げば、ロータリーはより平和で、より希望のある世界を築
く手助けができます。」と述べています。

＜ 地区スローガン ＞
　日本では、ウクライナ等の紛争の影響は少ないものの、コロナ禍の影響は大きいものが
あります。この３年の間我々の生活も大きく変わり、慣れないパソコンやスマホを使って
Webの会議や打ち合わせを行なうことが増えて便利になりました。しかしながら様々な
規制も増え、そのたびに私たちの自由度も少なくなっていると感じます。
　また、自分では気づかないうちに、周囲の期待感、それに答えられない苛立ち、何かを
行わなければならないという思い。積もり積もった様々なストレスやプレッシャー、恐れ
や苦しみが私たちの周りにあふれています。しかし春の訪れとともにコロナ感染症による
規制も緩和されました。今こそ、さまざまな重荷から自らの心を解放する時です。マッキ
ナリー氏も、次年度、メンタルヘルスを重視する旨を述べています。
　現在の延長線上に未来はないとも言われています。AIが進歩すればするほど、人間の
仕事の機会が少なくなり、ますます自分の居場所がなくなり、孤独感が増すと言われてい
ます。
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　ロータリーでは、「DEI」Diversity（多様性）・Equity（公平さ）・Inclusion（インクルージョ
ン）を重視しています。組織強化のためにも、女性や若者達にクラブはもっと門戸を広げ
るべきであり、自由で開放的な風通しの良い雰囲気をつくる。そして誰もが歓迎され、尊
重され、大切にされていると感じる組織づくりをする。このことが、ポールハリスが当初
夢見ていた居場所作りにも当てはまることだと思います。そのためにはまず個々人が心の
扉を開くことが必要です。
　そこで、次年度は個々人の人間としての尊厳を大切にしつつ、

自らの心を解放し
明るく学んで
楽しく奉仕

を地区のスローガンとして掲げ、１年間活動してまいりますので、ご支援・ご協力の程よ
ろしくお願いいたします。
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2023－2024年度　地区運営方針

　次年度のRIテーマは「世界に希望を生み出す」です。

　ゴードン・Ｒ・マッキナリー氏は、これが世界に（良い）変化をもたらす方法であり、私
たちは一つずつ新たな希望を生み出しています、と述べています。
　また、「継続性とは以前のリーダーたちの良いアイデアを前進させることを意味します。」
と継続の重要さを述べ、
　１．ローターアクトと協力し支えあう新しい方法を見つけ続けること
　２．女児のエンパワメントへの支援
　３．DEI（多様性・公平さ・インクルージョン）の促進
　４．ポリオの根絶
　　　 更には、ビジョン声明にある世界と自分自身の中にある持続可能な良い変化を生む

ために
　５．平和の追求
　６．メンタルヘルスを重視する
　　　そして、これら全ての活動を通して、世界に希望を生み出そうと呼びかけています。
　そこで私たちは、新たな希望を生み出すためにも、
　まず自らの心を解放し、自らの心の重荷を取り除くとともに、
　社会やロータリーのこと等を明るく学び、
　ポリオ根絶等、様々な奉仕を楽しく行い、
　国際ロータリーの４つの行動計画にのっとって、下記活動等を展開してまいります。

１．「より大きなインパクトをもたらす」
　◇地元や海外から本当に必要とされているか否かをチェックして実施する
　◇ICTを活用して、ロータリーの公共イメージの更なる向上を図る
　◇地区内全クラブのロータリー財団、補助金の活用を支援する
　◇創立記念日をロータリーデーとし「環境問題」を取り上げ、地上資源の大切さをPRする
　◇ポリオ根絶への募金活動を推進し、ロータリーの役割を強調する

２．「参加者の基盤を広げる」
　◇各クラブの会員純増１名を目標にする
　◇ 2023－2026 地区３ヵ年戦略計画をクラブとともに推進する
　◇クラブ戦略計画作成や評価についてガバナー補佐と共に支援する
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　◇ クラブが既存のパートナーシップを強化し新たなパートナーシップを築くことをサ
ポートする

　◇ロータリーとロータリーの会員は世界を支える行動人であるという認識と理解を高める

３．「参加者の積極的なかかわりを促す」
　◇各クラブの得意とすることを継続し地域を巻き込んで活動することを支援する
　◇ 地域社会のロータリーへの認識を高めるため、ソーシャルメディア〔SNS等〕でクラ

ブの奉仕活動の情報を発信する
　◇ロータリーの意識向上を目指し、ロータリーの研修を充実する
　◇DEIを重視しオープンでインクルーシブな組織づくりを支援する
　◇マイロータリーの登録者数を増やす（80％）
　◇ロータリー賞の獲得を目指すクラブを支援する（50％以上の参加、次ページ参照）
　◇ローターアクトとの連携を強化し女性や若者が参加しやすくする

４．「適応力を高める」
　◇ 各クラブの情報を地区内で共有することによりクラブが変化する地域社会に適応でき

るようにサポートする。
　◇ 自らの心を解放することにより様々な人のアイデアを聞き入れる雰囲気をつくり、持

続可能なクラブに変化するよう支援する
　◇クラブ細則の見直しを支援し、クラブの活性化を図る
　◇地区委員会相互の連携をはかり、クラブに対する支援を向上させる
　◇ バーチャルでの繋がりの活用を支援・奨励することで、対面式の会合、研修、奉仕プ

ロジェクト等の効果を高める

５．地区数値目標
　◇会員増強 各クラブ会員純増　１名以上
　◇ロータリー財団年次基金　　  150ドル以上/人
　◇ポリオプラス　　　　　　　  30ドル以上/人
　◇米山記念奨学金　　　　　　  16,000円以上/人
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ロータリー賞の目標と達成方法に関する説明

　ロータリー賞は、各年度に優れた取り組みを行ったクラブを表彰するものです。ロータ
リー賞の目標に向けた取り組みは、クラブで会員の参加を促し、地域社会におけるクラブ
の存在意義を保ち、効率的に運営するための一助となります。人びとを温かく迎え、その
参加を促すクラブは、ロータリーの価値観を反映したクラブであると言えます。クラブが
ロータリー賞の目標に取り組むことで、ロータリーの力強さを保ち、次世代にとってふさ
わしい文化を育むことができます。

　ロータリー賞の受賞資格を満たすには、クラブが正規にRIに加盟していることが条件
となります。ロータリー賞の受賞資格である「正規にRIに加盟している」とは、RIからの
クラブ請求書の金額を遅延なく全額支払ったクラブを意味します。クラブがRI請求額を
遅延なく支払っているかどうかは、My ROTARY の「クラブの運営」＞「クラブの財務」
の下にあるクラブの未納金残高（毎日更新）レポートでご確認ください。（このレポートで
未納金残高が０ドルとなっている必要があります）。１月中旬または７月中旬に請求書が
閲覧可能となり次第、速やかにお支払いください。
　ロータリークラブのリーダーは、ロータリー賞の達成を目指して、ロータリークラブ・
セントラルにある目標のうち少なくとも半分の目標を選ぶことができます。このような柔
軟性により、クラブにとって最も重要で達成可能と思われる目標を選ぶことができます。
さらに、目標の多くはロータリークラブ・セントラル内で「達成」に印をつける自己報告
方式となります。

ロータリー賞を達成するには以下を行う必要があります：
　• ロータリークラブ・セントラルを開く
　• 目標の内容を確認する
　• その中から少なくとも半分の目標を選択する
　• 選んだ目標を達成する
　• 2024年６月30日までにロータリークラブ・セントラルで達成を報告する
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　ロータリークラブ・セントラルを開いたら、「目標設定・確認センター」をクリックし、
年度を選び、「すべて」をクリックしてください。

目標 目標の詳細

会員増強 ロータリー年度末までに達成したいクラブ会員総数

会員と参加促進 会員とその他の参加者のニーズがクラブ細則に反映されている※1

奉仕活動への参加 本ロータリー年度にクラブの奉仕活動に参加する会員の数

新会員の推薦 本ロータリー年度に新会員を推薦する現会員の数

ロータリー行動
グループへの参加

本ロータリー年度に少なくとも1 つのロータリー行動グループの
メンバーとなっている会員の数

リーダーシップ育成
への参加

本ロータリー年度にリーダーシップ養成プログラム／活動に参加
する会員の数

地区大会への参加 地区大会に出席する会員の数

ロータリー親睦活動
グループへの参加

本ロータリー年度にロータリー親睦活動グループのメンバーと
なっている会員の数

地区研修への参加
地区で行われる研修／セミナー／協議会などに出席するクラブ委
員会委員長の数

年次基金への寄付
本ロータリー年度のクラブと会員によるロータリー財団年次基金
への寄付総額

ポリオプラス基金へ
の寄付

本ロータリー年度のクラブと会員によるロータリー財団ポリオプ
ラス基金への寄付総額

大口寄付
本ロータリー年度に寄せられる一括10,000ドル以上の寄付の件
数

遺贈友の会会員
遺産計画を通じてロータリー財団に10,000 ドル以上の寄付を誓
約することを、初めて本ロータリー年度にロータリー財団に通知
する個人・夫婦の数

ベネファクター
遺言またはそのほかの遺産計画に財団恒久基金を指定して寄付す
ることをロータリー財団に通知または恒久基金に1,000 ドル以上
を寄付して、新たにベネファクターとなる個人・夫婦の数

奉仕プロジェクト 本ロータリー年度にクラブが実施する奉仕プロジェクトの数

※1　2023-24 ロータリー年度からの新たな目標
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目標 目標の詳細

ローターアクト
クラブ

本ロータリー年度にクラブがスポンサーする新ローターアクトク
ラブと既存ローターアクトクラブの数

インターアクト
クラブ

本ロータリー年度にクラブがスポンサーする新インターアクトク
ラブと既存インターアクトクラブの数

来訪する青少年交換
学生

本ロータリー年度にバーチャルまたは対面形式でクラブが受け入
れる青少年交換学生の数

派遣する青少年交換
学生

本ロータリー年度にバーチャルまたは対面形式でクラブが派遣す
る青少年交換学生の数

RYLA参加者
本ロータリー年度に直接対面式またはバーチャル形式でクラブが
支援するRYLA（ロータリー青少年指導者養成プログラム）参加者
の数

クラブ戦略計画 クラブにはクラブ独自の戦略計画（長期計画）があるか

インターネット上の
存在感

インターネット上にあるクラブの情報は現在の活動を正確に反映
しているか

親睦のための活動
本ロータリー年度、例会以外に親睦を目的としてクラブが実施し
た活動の回数

ウェブサイトとソー
シャルメディアの更
新

本ロータリー年度中、クラブのウェブサイトとソーシャルメディ
アアカウントを月に何回更新するか

クラブのプロジェク
トのメディア掲載

本ロータリー年度にクラブのプロジェクトを取り上げるメディア
記事の数

ロータリー作成の公
式推進用資料の使用

本ロータリー年度に地域社会でロータリーを紹介するために、国
際ロータリーから提供される広告と公共奉仕資料（ブランドリ
ソースセンターから入手可能な放送用ビデオ、印刷広告、その他
の公式資料）使用した回数
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立
　
　
進
（
前
橋
東
）

意
義
あ
る
奉
仕
賞
選
考
委
員
会

長
）
保
坂
　
充
勇
（
沼
　
田
）

副
）
中
野
　
正
美
（
太
　
田
）

足
立
　
　
進
（
前
橋
東
）

山
田
　
邦
子
（
前
　
橋
）

森
田
　
高
史
（
伊
勢
崎
）

地
区
ガ
バ
ナ
ー

保
坂
　
充
勇
（
沼
　
田
）

地
区
研
修
リ
ー
ダ
ー

本
田
　
博
己
（
前
　
橋
）

地
区
幹
事

代
関
　
　
真
一
（
沼
　
田
）

次
後
藤
　
圭
一
（
桐
　
生
）

前
栁
田
　
秀
男
（
太
　
田
）

地
区
副
幹
事

津
久
井
　
功
（
沼
　
田
）

天
野
　
純
一
（
沼
　
田
）

小
熊
　
政
則
（
沼
　
田
）

小
倉
　
　
仁
（
沼
　
田
）

木
下
　
康
彦
（
沼
　
田
）

須
田
　
千
秋
（
沼
　
田
）

須
田
　
羊
子
（
沼
　
田
）

武
田
　
　
寛
（
沼
　
田
）

田
辺
　
祐
己
（
沼
　
田
）

戸
部
　
聖
之
（
沼
　
田
）

南
雲
　
達
也
（
沼
　
田
）

西
田
俊
太
郎
（
沼
　
田
）

深
津
　
卓
也
（
沼
　
田
）

事
 務
 局

入
山
こ
ず
江

佐
藤
由
紀
恵

地
区
会
計
長

小
暮
　
正
人
（
沼
　
田
）

地
区
財
務
委
員
会

２
年
小
暮
　
正
人
（
沼
　
田
）

３
年
松
島
　
宏
明
（
桐
　
生
）

１
年
長
島
　
章
博
（
太
　
田
）

地
区
会
計
監
査
人

鴻
田
　
　
敦
（
前
　
橋
）

ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
管
理
運
営
委
員
会

長
）
森
田
　
高
史
（
伊
勢
崎
）

副
）
中
野
　
正
美
（
太
　
田
）

副
）
栁
田
　
秀
男
（
太
　
田
）

関
　
　
真
一
（
沼
　
田
）

後
藤
　
圭
一
（
桐
　
生
）

地
区
研
修・
管
理
運
営
委
員
会

長
）
本
田
　
博
己
（
前
　
橋
）

副
）
森
田
　
高
史
（
伊
勢
崎
）

副
）
足
立
　
　
進
（
前
橋
東
）

松
島
　
宏
明
（
桐
　
生
）

新
井
　
良
和
（
伊
勢
崎
）

関
口
　
俊
介
（
高
　
崎
）

橋
本
　
　
徹
（
太
　
田
）

担
）
木
下
　
康
彦
（
沼
　
田
）

RL
I推
進
委
員
会

ア
）
竹
内
　
正
幸
（
太
　
田
）

長
）
田
部
井
丑
松
（
太
　
田
）

君
島
　
准
逸

（高
崎シ
ンフ
ォニ
ー）

長
柄
　
　
純
（
館
　
林
）

担
）
木
下
　
康
彦
（
沼
　
田
）

地
区
戦
略
計
画
委
員
会

長
）
森
田
　
高
史
（
伊
勢
崎
）

副
）
森
　
　
末
廣
（
桐
　
生
）

山
田
　
邦
子
（
前
　
橋
）

足
立
　
　
進
（
前
橋
東
）

中
野
　
正
美
（
太
　
田
）

保
坂
　
充
勇
（
沼
　
田
）

竹
中
　
　
隆
（
高
崎
北
）

関
　
　
真
一
（
沼
　
田
）

後
藤
　
圭
一
（
太
　
田
）

担
）
木
下
　
康
彦
（
沼
　
田
）

審
議
会
立
法
案
検
討
委
員
会

ア
）
曽
我
　
隆
一
（
前
　
橋
）

長
）
本
田
　
博
己
（
前
　
橋
）

副
）
足
立
　
　
進
（
前
橋
東
）

富
岡
　
政
明
（
前
橋
北
）

須
永
　
博
之
（
桐
　
生
）

田
島
　
正
広
（
群
馬
境
）

清
水
　
英
也
（
高
崎
東
）

金
谷
　
光
明
（
太
田
西
）

飯
田
　
知
義
（
大
　
泉
）

島
　
　
正
一
（渋
川み
どり
）

三
好
　
建
正
（
安
　
中
）

担
）
武
田
　
　
寛
（
沼
　
田
）

危
機
管
理
委
員
会

長
）
森
田
　
　
均
（
渋
　
川
）

吉
井
　
宏
文
（
高
　
崎
）

河
内
　
良
範
（
桐
生
西
）

堤
　
　
謙
治
（
高
崎
北
）

薄
井
　
正
幸
（
渋
　
川
）

高
沢
　
克
治
（伊
勢崎
中央
）

担
）
天
野
　
純
一
（
沼
　
田
）

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
地
区
委
員
会

長
）
石
原
　
保
幸
（
前
橋
東
）

副
）
栁
田
　
秀
男
（
太
　
田
）

関
　
　
真
一
（
沼
　
田
）

担
）
南
雲
　
達
也
（
沼
　
田
）

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
監
査
委
員
会

長
）
森
田
　
高
史
（
伊
勢
崎
）

副
）
鴻
田
　
　
敦
（
前
　
橋
）

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
会

ア
）
牛
久
保
哲
男
（
伊
勢
崎
）

長
）
今
井
　
幸
吉
（
沼
　
田
）

副
）
小
林
　
洋
樹
（
前
　
橋
）

（補
助金

プロ
グラ

ム署
名人

兼任
）

菊
川
　
善
明
（
前
　
橋
）

担
）
小
熊
　
政
則
（
沼
　
田
）

ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
・
資
金
推
進
委
員
会

長
）
水
石
　
清
治
（
沼
　
田
）

副
）
三
澤
　
俊
之
（
安
　
中
）

小
林
　
晴
彦
（
高
崎
北
）

和
田
　
雅
之
（
碓
氷
安
中
）

担
）
小
熊
　
政
則
（
沼
　
田
）

資金
管理
・平
和フ

ェロ
ーシ

ップ
委員

会
長
）
福
島
　
敬
仁
（
伊
勢
崎
南
）

山
口
　
大
助
（
高
崎
南
）

署
）
三
澤
　
俊
之
（
安
　
中
）

署
）
小
林
　
晴
彦
（
高
崎
北
）

担
）
小
倉
　
　
仁
（
沼
　
田
）

地
区
補
助
金
委
員
会

長
）
小
林
　
匡
美
（
高
崎
南
）

石
井
　
英
智
（
前
橋
南
）

草
処
　
晋
一
（
桐
生
赤
城
）

下
田
　
　
仁
（
伊
勢
崎
）

六
本
木
　
裕
（伊
勢崎
中央
）

中
西
　
力
太
（
伊
勢
崎
東
）

江
畑
　
晴
彦
（
高
　
崎
）

岡
田
　
敏
郎
（
太
　
田
）

坪
井
　
直
良
（
館
林
ﾐﾚ
ﾆｱ
ﾑ）

唐
沢
　
健
二
（
中
之
条
）

富
岡
　
　
隆
（
富
岡
中
央
）

渡
邉
　
仁
基
（
藤
岡
南
）

担
）
須
田
　
千
秋
（
沼
　
田
）

グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
委
員
会

長
）
Ra
nd
olp
h留
利子
（
桐
　
生
）

副
）
菊
池
　
千
恵
（
前
　
橋
）

副
）
石
川
　
好
男
（
太
　
田
）

坪
井
　
良
樹
（
桐
　
生
）

森
田
　
裕
一
（
伊
勢
崎
）

小
河
原
義
光
（
高
　
崎
）

ビュ
ーエ

ル芳
子（
高崎
ｼﾝﾌ
ｫﾆｰ
）

谷
田
川
敏
幸
（
館
　
林
）

担
）
須
田
　
千
秋
（
沼
　
田
）

会
員
組
織
強
化
委
員
会

長
）
竹
内
　
正
幸
（
太
　
田
）

副
）
森
　
　
末
廣
（
桐
　
生
）

富
岡
　
政
明
（
前
橋
北
）

須
永
　
博
之
（
桐
　
生
）

田
島
　
正
広
（
群
馬
境
）

清
水
　
英
也
（
高
崎
東
）

金
谷
　
光
明
（
太
田
西
）

飯
田
　
知
義
（
大
　
泉
）

島
　
　
正
一
（渋
川み
どり
）

三
好
　
建
正
（
安
　
中
）

担
）
戸
部
　
聖
之
（
沼
　
田
）

Ｄ
Ｅ
Ｉ
推
進
委
員
会

ア
）
竹
内
　
正
幸
（
太
　
田
）

長
）
望
月
　
和
子
（
前
　
橋
）

副
）
片
貝
喜
一
郎
（
高
崎
北
）

小
中
　
和
子
（
前
　
橋
）

金
井
　
　
敦
（
群
馬
境
）

佐
藤
　
貴
江
（
高
　
崎
）

髙
橋
　
栄
江
（高
崎ｼ
ﾝﾌｫ
ﾆｰ）

羽
鳥
　
紫
乃
（
館
　
林
）

片
桐
　
正
人
（ロ
ータ
ーア
クト
）

担
）
須
田
　
千
秋
（
沼
　
田
）

公
共
イ
メ
ー
ジ
・
IC
T推
進
委
員
会

ア
）
足
立
　
　
進
（
前
橋
東
）

長
）
松
島
　
光
雄
（
伊
勢
崎
）

副
）
山
谷
　
良
一
（伊
勢崎
中央
）

副
）
前
田
　
　
修
（
前
　
橋
）

川
口
　
武
志
（
前
橋
北
）

星
野
　
尚
香
（
桐
生
南
）

高
野
　
佳
数
（伊
勢崎
中央
）

天
田
　
朝
憲
（
高
　
崎
）

高
野
　
由
博
（
高
崎
北
）

大
川
　
雄
巳
（
太
田
南
）

関
井
　
宏
一
（
館
　
林
）

守
口
　
　
智
（
藤
　
岡
）

担
）
田
辺
　
祐
己
（
沼
　
田
）

国
際
大
会
推
進
委
員
会

長
）
小
森
谷
　
剛
（
高
崎
北
）

栗
原
　
智
久
（伊
勢崎
中央
）

新
野
　
宏
之
（
高
崎
北
）

清
水
　
雄
至
（高
崎ｼ
ﾝﾌｫ
ﾆｰ）

横
手
　
誠
二
（
渋
　
川
）

担
）
西
田
俊
太
郎
（
沼
　
田
）

奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
）
宮
内
　
敦
夫
（
館
　
林
）

職
業
奉
仕
・
国
際
奉
仕
・

地
域
社
会
奉
仕
委
員
会

長
）
春
山
　
和
久
（渋
川み
どり
）

副
）
内
藤
　
賢
治
（
高
崎
北
）

島
田
　
　
渉
（
前
橋
南
）

花
井
　
好
機
（
高
崎
南
）

淡
島
　
信
二
（高
崎セ
ント
ラル
）

長
　
　
克
優
（
藤
　
岡
）

担
）
深
津
　
卓
也
（
沼
　
田
）

青
少
年
奉
仕
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
）
山
田
　
邦
子
（
前
　
橋
）

青
少
年
交
換
委
員
会

長
）
吉
井
　
宏
文
（
高
　
崎
）

副
）
樋
口
　
哲
雄
（
高
崎
北
）

岸
　
　
慈
音
（
伊
勢
崎
）

石
原
　
慎
二
（伊
勢崎
中央
）

原
　
　
精
一
（
館
林
ﾐﾚ
ﾆｱ
ﾑ）

櫻
井
　
正
晴
（
安
　
中
）

担
）
南
雲
　
達
也
（
沼
　
田
）

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

長
）
河
内
　
良
範
（
桐
生
西
）

副
）
横
尾
　
通
世
（
高
崎
東
）

関
口
　
知
義
（
前
　
橋
）

担
）
天
野
　
純
一
（
沼
　
田
）

RY
LA
・
学
友
委
員
会

長
）
薄
井
　
正
幸
（
渋
　
川
）

副
）
小
口
　
有
高
（
前
　
橋
）

小
澤
　
健
一
（
高
　
崎
）

担
）
西
田
俊
太
郎
（
沼
　
田
）

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

長
）
堤
　
　
謙
治
（
高
崎
北
）

副
）
唐
沢
か
お
り
（
伊
勢
崎
）

荻
原
　
靖
規
（
太
　
田
）

今
井
　
朱
里
（ロ
ータ
ーア
クト
）

担
）
小
倉
　
　
仁
（
沼
　
田
）

米
山
記
念
奨
学
委
員
会

ア
）
竹
内
　
正
幸
（
太
　
田
）

長
）
高
沢
　
克
治
（伊
勢崎
中央
）

副
）
川
嶋
　
　
潤
（
前
橋
東
）

副
）
石
井
　
嘉
一
（
高
　
崎
）

荒
川
　
　
優
（
前
橋
西
）

横
山
　
幸
男
（
前
橋
中
央
）

由
井
　
政
喜
（
伊
勢
崎
）

矢
内
　
良
春
（
伊
勢
崎
南
）

大
木
　
孝
之
（
伊
勢
崎
東
）

島
田
　
光
貴
（
太
　
田
）

中
島
　
幸
彦
（
太
田
南
）

矢
島
　
孝
昭
（
館
　
林
）

柴
﨑
　
源
喜
（
渋
　
川
）

古
賀
　
直
樹
（
安
　
中
）

森
岡
　
敦
史
（
富
岡
中
央
）

靜
　
　
朋
人
（
碓
氷
安
中
）

担
）
西
田
俊
太
郎
（
沼
　
田
）

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

森
　
　
末
廣
（
桐
　
生
）

ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー

竹
中
　
　
隆
（
高
崎
北
）

地
区
幹
事

後
藤
　
圭
一
（
桐
　
生
）

地
区
財
務
委
員

松
島
　
宏
明
（
桐
　
生
）

地
区
副
幹
事

桑
原
　
志
郎
（
桐
　
生
）

飯
塚
　
荘
一
（
桐
　
生
）

須
永
　
博
之
（
桐
　
生
）

柳
　
　
明
彦
（
桐
　
生
）

澤
田
　
匡
宏
（
桐
　
生
）

久
保
田
寿
栄
（
桐
　
生
）

松
田
　
秀
夫
（
桐
　
生
）

坪
井
　
良
樹
（
桐
　
生
）

青
木
　
貴
子
（
桐
　
生
）

大
友
　
一
之
（
桐
　
生
）

富
澤
　
　
剛
（
桐
　
生
）

岩
崎
　
靖
司
（
桐
　
生
）

中
山
　
賀
司
（
桐
　
生
）

星
野
　
尚
香
（
桐
生
南
）

板
場
　
俊
方
（
桐
生
南
）

坂
田
　
晴
彦
（
桐
生
南
）

山
形
　
　
剛
（
桐
生
西
）

河
内
　
良
範
（
桐
生
西
）

木
村
　
明
宣
（
桐
生
西
）

尾
花
　
靖
雄
（
桐
生
赤
城
）

清
水
　
　
哲
（
桐
生
赤
城
）

北
村
　
数
洋
（
桐
生
赤
城
）

分
区
担
当
副
幹
事
（
沼
田
）

分
区
メ
イ
ン

サ
ブ

第
１
天
野
　
純
一
津
久
井
　
功

第２
-A
木
下
　
康
彦
小
熊
　
政
則

第２
-B
武
田
　
　
寛
田
辺
　
祐
己

第
３
西
田
俊
太
郎
南
雲
　
達
也

第４
-A
深
津
　
卓
也
木
下
　
康
彦

第４
-B
戸
部
　
聖
之
小
倉
　
　
仁

第
５
津
久
井
　
功
武
田
　
　
寛

第
６
田
辺
　
祐
己
西
田
俊
太
郎

ガ
バ
ナ
ー
指
名
委
員
会

長
）
森
田
　
高
史
（
伊
勢
崎
）

副
）
山
田
　
邦
子
（
前
　
橋
）

宮
内
　
敦
夫
（
館
　
林
）

足
立
　
　
進
（
前
橋
東
）

中
野
　
正
美
（
太
　
田
）

ガ
バ
ナ
ー
補
佐

第
１
富
岡
　
政
明
（
前
橋
北
）

第２
A
須
永
　
博
之
（
桐
　
生
）

第２
B
田
島
　
正
広
（
群
馬
境
）

第
３
清
水
　
英
也
（
高
崎
東
）

第４
A
金
谷
　
光
明
（
太
田
西
）

第４
B
飯
田
　
知
義
（
大
　
泉
）

第
５
島
　
　
正
一
（渋
川み
どり
）

第
６
三
好
　
建
正
（
安
　
中
）

地
区
三
役
連
絡
会
議

長
）
保
坂
　
充
勇
（
沼
　
田
）

副
）
森
　
　
末
廣
（
桐
　
生
）

中
野
　
正
美
（
太
　
田
）

竹
中
　
　
隆
（
高
崎
北
）

関
　
　
真
一
（
沼
　
田
）

後
藤
　
圭
一
（
桐
　
生
）

栁
田
　
秀
男
（
太
　
田
）

小
暮
　
正
人
（
沼
　
田
）

松
島
　
宏
明
（
桐
　
生
）

長
島
　
章
博
（
太
　
田
）

担
）
津
久
井
　
功
（
沼
　
田
）

・
代
　
代
表

・
補
　
代
表
補
欠

・
前
　
前
年
度

・
次
　
次
年
度

・
ア
）
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
長
）
委
員
長
又
は
議
長

・
副
）
副
委
員
長
又
は
副
議
長

・
署
）
署
名
人

・
担
）
担
当
副
幹
事
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第2840地区　2023－2024年度　地区役員名簿

RI元理事・ガバナー諮問委員会委員 ガバナー諮問委員会委員

重
しげ

　田
た

　政
まさ

　信
のぶ

（高崎北RC） 松
まつ

　倉
くら

　紘
こう

　洋
よう

（富岡RC）

TEL：027-362-5811　FAX：027-363-4338 TEL：0274-63-7284　FAX：0274-62-0972

ガバナー ガバナー諮問委員会委員・Ｒ財団委員会アドバイザー

保
ほ

　坂
さか

　充
みつ

　勇
お

（沼田RC） 牛
うし

久
く

保
ぼ

　哲
てつ

　男
お

（伊勢崎RC）

TEL：0278-24-1871　FAX：0278-23-1335 E-mail:goldfi nger.007@docomo.ne.jp

ガバナー諮問委員会委員 ガバナー諮問委員会委員

清
きよし

　　　章
あき

　司
つぐ

（藤岡RC） 福
ふく

　田
だ

　一
かず

　良
よし

（前橋西RC）

TEL：0274-22-3981　FAX：0274-22-8841 TEL：027-221-6868　FAX：027-221-7444

ガバナー諮問委員会委員・危機管理委員会委員長 ガバナー諮問委員会委員

森
もり

　田
た

　　　均
ひとし

（渋川RC） 安
あん

　藤
どう

　震
しん

太
た

郎
ろう

（高崎北RC）

TEL：027-224-8860　FAX：027-224-8134 TEL：027-364-7110　FAX：027-364-7130

ガバナー諮問委員会委員 ガバナー諮問委員会委員

山
やま

　崎
ざき

　　　學
まなぶ

（高崎南RC） 疋
ひき

　田
た

　博
ひろ

　之
ゆき

（桐生RC）

TEL：027-347-1177　FAX：027-347-2850 TEL：0277-44-3040　FAX：0277-44-4560

ガバナー諮問委員会委員・審議会立法案検討委員
会アドバイザー

地区研修リーダー・ガバナー諮問委員会委員・審
議会地区代表議員・地区研修・管理運営委員会委員
長・審議会立法案検討委員会委員長

曽
そ

　我
が

　隆
りゅう

　一
いち

（前橋RC） 本
ほん

　田
だ

　博
ひろ

　己
き

（前橋ＲＣ）

TEL：027-221-2424　FAX：027-221-2311 TEL：027-251-8960　FAX：027-253-8960

ガバナー諮問委員会委員
ガバナー諮問委員会委員・RLI推進委員会アドバイ
ザー・会員組織強化委員会委員長・DEI推進委員会
アドバイザー・米山記念奨学委員会アドバイザー

横
よこ

　山
やま

　公
こう

　一
いち

（沼田RC） 竹
たけ

　内
うち

　正
まさ

　幸
ゆき

（太田RC）

TEL：0278-22-0387　FAX：0278-22-7464 TEL：0276-45-1408　FAX：0276-48-5595
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ガバナー諮問委員会委員
ガバナーエレクト・地区三役連絡会議副議長・地
区戦略計画委員会副委員長・会員組織強化委員会
副委員長

生
うぶ

方
かた

　　　彰
あきら

（沼田中央RC） 森
もり

　　　末
すえ

廣
ひろ

（桐生RC）

TEL：0278-22-5555　FAX：0278-24-1620 TEL：0277-40-2621　FAX：0277-32-5051

ガバナー諮問委員会委員 ガバナーノミニー・地区三役連絡会議議員・地区
戦略計画委員会委員

田
た

中
なか

久
ひさ

夫
お

（高崎RC） 竹
たけ

中
なか

　　　隆
たかし

（高崎北RC）

TEL：027-364-3500　FAX：027-364-3501 TEL：027-322-2893　FAX：027-322-4466　

ガバナー諮問委員会委員・ガバナー指名委員会委員・
奉仕プロジェクトアドバイザー

宮
みや

内
うち

敦
あつ

夫
お

（館林RC）

TEL：0276-82-1499　FAX：0276-82-0784

ガバナー諮問委員会委員・意義ある奉仕賞選考委員会委員・ガ
バナー指名委員会委員長・ガバナー事務所管理運営委員会委員
長・地区研修・管理運営委員会副委員長・地区戦略計画委員会
委員長・ロータリー財団監査委員会委員長

森
もり

田
た

高
たか

史
し

（伊勢崎RC）

TEL：0270-25-1441　FAX：0270-24-8237

ガバナー諮問委員会委員・意義ある奉仕賞選考委
員会委員・ガバナー指名委員会副委員長・地区戦
略計画委員会委員・青少年奉仕プログラムアドバ
イザー

山
やま

田
だ

邦
くに

子
こ

（前橋RC）

TEL：027-234-6001　FAX：027-234-6011

ガバナー諮問委員会委員・審議会地区代表補欠議員・意義ある奉
仕賞選考委員会委員・ガバナー指名委員会委員・地区研修･管理
運営委員会副委員長・地区戦略計画委員会委員・審議会立法法案
検討委員会副委員長・公共イメージ･ICT推進委員会アドバイザー

足
あ

立
だち

　　　進
すすむ

（前橋東RC）

TEL：027-231-9612　FAX：027-234-9308

副ガバナー・ガバナー諮問委員会委員・意義ある
奉仕賞選考委員会副委員長・ガバナー指名委員会
委員・地区三役連絡会議議員・ガバナー事務所管
理運営委員会副委員長・地区戦略計画委員会委員

中
なか

野
の

正
まさ

美
み

（太田RC）

TEL：0276-37-5800　FAX：0276-37-5813

第2840地区　2023－2024年度　地区役員名簿
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第１分区ガバナー補佐・審議会立法案検討委員会委
員・会員組織強化委員会委員

第２分区Ａガバナー補佐・審議会立法案検討委員
会委員・会員組織強化委員会委員

富
とみ

岡
おか

政
まさ

明
あき

（前橋北RC） 須
す

永
なが

博
ひろ

之
ゆき

（桐生RC）

TEL：027-231-2579　FAX：027-231-4503 TEL：0277-53-0111　FAX：0277-53-0999

第２分区Ｂガバナー補佐・審議会立法案検討委員
会委員・会員組織強化委員会委員

第３分区ガバナー補佐・審議会立法案検討委員会
委員・会員組織強化委員会委員

田
た

島
じま

正
まさ

広
ひろ

（群馬境RC） 清
し

水
みず

英
ひで

也
や

（高崎東RC）

EL：0270-74-9332　FAX：0270-74-9235 TEL：027-364-8268　FAX：027-364-8269

第４分区Ａガバナー補佐・審議会立法案検討委員
会委員・会員組織強化委員会委員

第４分区Ｂガバナー補佐・審議会立法案検討委員
会委員・会員組織強化委員会委員

金
かな

谷
や

光
みつ

明
あき

（太田西RC） 飯
いい

田
だ

知
とも

義
よし

（大泉RC）

TEL：0276-38-1715　FAX：0276-38-1718 TEL：0276-62-2568　FAX：0276-56-4608

第５分区ガバナー補佐・審議会立法案検討委員会
委員・会員組織強化委員会委員

第６分区ガバナー補佐・審議会立法案検討委員会
委員・会員組織強化委員会委員

島
しま

　　　正
しょう

一
いち

（渋川みどりRC） 三
み

好
よし

建
けん

正
せい

（安中RC）

TEL：0279-22-0442　FAX：0279-22-0772 TEL：027-385-6236　FAX：027-385-0534

地区幹事（代表）・地区三役連絡会議議員・地区戦
略計画委員会委員・ガバナー事務所管理運営委員会
委員・ロータリーの友地区委員会委員

地区幹事（前年度）・地区三役連絡会議議員・ガバ
ナー事務所管理運営委員会副委員長・ロータリーの
友地区委員会副委員長

関
せき

　　　真
しん

一
いち

（沼田RC） 栁
やなぎ

田
た

秀
ひで

男
お

（太田RC）

TEL：0278-52-2239　FAX：0278-52-2287 TEL：0276-45-2865　FAX：0276-45-5383

地区幹事（次年度）・地区三役連絡会議議員・ガバ
ナー事務所管理運営委員会委員・地区戦略計画委員会
委員

地区会計長・地区財務委員会委員（２年）・地区三
役連絡会議委員

後
ご

藤
とう

圭
けい

一
いち

（桐生RC） 小
こ

暮
ぐれ

正
まさ

人
ひと

（沼田RC）

TEL：0277-44-3345　FAX：0277-44-3616 TEL：0278-22-4349　FAX：0278-22-3654

地区財務委員会委員（１年）・地区三役連絡会議議員 地区財務委員会委員（３年）・地区三役連絡会議議員
地区研修･管理運営委員会委員

長
なが

島
しま

章
あき

博
ひろ

（太田RC） 松
まつ

島
しま

宏
ひろ

明
あき

（桐生RC）

TEL：0276-22-3102　FAX：0276-22-3105 TEL：0277-55-0207　FAX：0277-55-0209

地区研修・管理運営委員会委員 地区研修・管理運営委員会委員

新
あら

井
い

良
よし

和
かず

（伊勢崎RC） 関
せき

口
ぐち

俊
しゅん

介
すけ

（高崎RC）

TEL：0270-25-2002　FAX：0270-25-2010 TEL：027-370-1703　FAX：027-370-1704

地区研修・管理運営委員会委員 RLI推進委員会委員長

橋
はし

本
もと

　　　徹
とおる

（太田RC） 田
た

部
べ

井
い

丑
うし

松
まつ

（太田RC）

TEL：0276-45-4725　FAX：0276-45-2984 TEL：0276-47-0707　FAX：0276-47-0708

第2840地区　2023－2024年度　地区役員名簿
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ロータリーの友地区委員会委員長 ロータリー財団委員会委員長

石
いし

原
はら

保
やす

幸
ゆき

（前橋東RC） 今
いま

井
い

幸
こう

吉
きち

（沼田RC）

TEL：027-265-5888　FAX：027-265-5880 TEL：0278-22-4222　FAX：0278-22-5579

ポリオプラス・資金推進委員会委員長 資金管理・平和フェローシップ委員会委員長

水
みず

石
いし

清
せい

治
じ

（沼田RC） 福
ふく

島
しま

敬
けい

仁
じ

（伊勢崎南RC）

TEL：0278-22-2211　FAX：0278-23-1670 TEL：0270-32-2580　FAX：0270-32-7380

地区補助金委員会委員長 グローバル補助金委員会委員長

小
こ

林
ばやし

匡
まさ

美
み

（高崎南RC） R
ラ ン ド ル フ

andolph留
る

利
り

子
こ

（桐生RC）

TEL：027-347-7101　FAX：027-347-7102 TEL：0277-53-2878　FAX：0277-47-7325

DEI推進委員会委員長 公共イメージ・ICT推進委員会委員長

望
もち

月
づき

和
かず

子
こ

（前橋RC） 松
まつ

島
しま

光
みつ

雄
お

（伊勢崎RC）

TEL：027-224-4693　FAX：027-224-4688 TEL：0270-75-3430　FAX：0270-75-3429

国際大会推進委員会（オンツー・シンガポール）
委員長 職業奉仕・国際奉仕・地域社会奉仕委員会委員長

小
こ

森
もり

谷
や

　　　剛
つよし

（高崎北RC） 春
はる

山
やま

和
かず

久
ひさ

（渋川みどりRC）

TEL：027-370-1077　FAX：027-370-1078 TEL：0279-54-4112　FAX：0279-54-1833

青少年交換委員会委員長・危機管理委員会委員 インターアクト委員会委員長・危機管理委員会委員

吉
よし

井
い

宏
ひろ

文
ふみ

（高崎RC） 河
かわ

内
ち

良
りょう

範
はん

（桐生西RC）

TEL：027-386-3342　FAX：027-386-3346 TEL：0277-65-6779　FAX：0277-73-1300

RYLA・学友委員会委員長・危機管理委員会委員 ローターアクト委員会委員長・危機管理委員会委員

薄
うす

井
い

正
まさ

幸
ゆき

（渋川RC） 堤
つつみ

　　　謙
けん

治
じ

（高崎北RC）

TEL：0279-22-1270　FAX：0279-24-3574 TEL：027-343-4744　FAX：027-343-4438

米山記念奨学委員会委員長・危機管理委員会委員

高
たか

沢
ざわ

克
かつ

治
じ

（伊勢崎中央RC）

TEL：0270-25-1369　FAX：0270-25-1369

第2840地区　2023－2024年度　地区役員名簿
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地区副幹事 地区副幹事

津
つ

久
く

井
い

　　　功
いさお

（沼田RC） 天
あま

野
の

純
じゅん

一
いち

（沼田RC）

TEL：0278-24-1519　FAX：0278-22-6580 TEL：0278-22-3127　FAX：0278-22-6267

地区副幹事 地区副幹事

小
お

熊
ぐま

政
まさ

則
のり

（沼田RC） 小
お

倉
ぐら

　　　仁
ひとし

（沼田RC）

TEL：0278-22-4565　FAX：0278-22-4565 TEL：0278-24-0577　FAX：0278-23-7402

地区副幹事 地区副幹事

木
きの

下
した

康
やす

彦
ひこ

（沼田RC） 須
す

田
だ

千
ち

秋
あき

（沼田RC）

TEL：0278-23-3521　FAX：0278-23-3639 TEL：0278-22-2489　FAX：0278-22-3899

地区副幹事 地区副幹事

須
す

田
だ

羊
よう

子
こ

（沼田RC） 武
たけ

田
だ

　　　寛
かん

（沼田RC）

TEL：0278-22-2514　FAX：0278-23-5762 TEL：0278-22-5175　FAX：0278-22-5177

地区副幹事 地区副幹事

田
た

辺
なべ

祐
ゆう

己
き

（沼田RC） 戸
と

部
べ

聖
まさ

之
ゆき

（沼田RC）

TEL：0278-23-1231　FAX：0278-24-5315 TEL：0278-24-3337　FAX：0278-23-0182

地区副幹事 地区副幹事

南
な

雲
ぐも

達
たつ

也
や

（沼田RC） 西
にし

田
だ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

（沼田RC）

TEL：0278-22-4652　FAX：0278-22-4656 TEL：0278-24-1781　FAX：0278-24-1785

地区副幹事

深
ふか

津
つ

卓
たく

也
や

（沼田RC）

TEL：0278-72-3055　FAX：0278-72-5553

ガバナー事務所　事務局員 ガバナー事務所　事務局員

入
いり

山
やま

　こず江
え

佐
さ

藤
とう

由
ゆ

紀
き

恵
え

TEL：027-212-2840　FAX：027-212-2841 TEL：027-212-2840　FAX：027-212-2841

第2840地区　2023－2024年度　ガバナースタッフ名簿
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第2840地区　2023-2024年度　クラブ会長・幹事　名簿

ガバナー補佐 会　　　　　　長 幹　　　　　　事

第　
　
　

１　
　
　

分　
　
　

区

富
とみ

岡
おか

政
まさ

明
あき

（前橋北）

前橋RC

廣
ひろ

田
た

哲
てつ

也
や

前橋RC

伊
い

藤
とう

雅
まさ

典
のり

前橋西RC

野
の

中
なか

志
し

保
ほ

前橋西RC

中
なか

村
むら

丙
へい

午
ご

前橋東RC

戸
と

塚
づか

和
かず

昭
あき

前橋東RC

土
つち

屋
や

朋
とも

子
こ

前橋北RC

廣
ひろ

木
き

晴
はる

久
ひさ

前橋北RC

上
かみ

村
むら

哲
てつ

郎
お

前橋南RC

横
よこ

堀
ぼり

孝
たか

夫
お

前橋南RC

狩
かり

野
の

俊
たか

嗣
つぐ

前橋中央RC

丸
まる

山
やま

勝
かつ

成
なり

前橋中央RC

佐
さ

藤
とう

正
まさ

雄
お

第　

２　

分　

区　

Ａ

須
す

永
なが

博
ひろ

之
ゆき

（桐生）

桐生RC

大
おお

友
とも

一
かず

之
ゆき

桐生RC

中
なか

山
やま

賀
よし

司
もり

桐生南RC

加
か

藤
とう

孝
こう

一
いち

桐生南RC

板
いた

場
ば

俊
とし

方
まさ

桐生西RC

青
あお

山
やま

　　　豊
ゆたか

桐生西RC

今
いま

泉
いずみ

攻
こう

一
いち

桐生赤城RC

岩
いわ

田
た

真
まさ

哉
や

桐生赤城RC

前
まえ

原
はら

美
み

代
よ

子
こ
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第2840地区　2023-2024年度　クラブ会長・幹事　名簿

ガバナー補佐 会　　　　　　長 幹　　　　　　事

第　
　

２　
　

分　
　

区　
　

Ｂ

田
た

島
じま

正
まさ

広
ひろ

（群馬境）

伊勢崎RC

原
はら

　　　　　敬
けい

伊勢崎RC

加
か

藤
とう

　　　学
まなぶ

群馬境RC

沼
ぬま

田
た

哲
てつ

博
ひろ

群馬境RC

隅
すみ

谷
や

　　　智
さとし

伊勢崎中央RC

大
おお

竹
たけ

昌
まさ

樹
き

伊勢崎中央RC

髙
たか

橋
はし

大
ひろ

之
ゆき

伊勢崎南RC

田
た

原
はら

明
あけ

美
み

伊勢崎南RC

大
おお

竹
たけ

正
まさ

城
き

伊勢崎東RC

栗
くり

原
はら

成
せい

次
じ

伊勢崎東RC

蜂
はち

矢
や

可
か

弥
や

第　
　
　
　

３　
　
　
　

分　
　
　
　

区

清
し

水
みず

英
ひで

也
や

（高崎東）

高崎RC

金
かな

井
い

克
かつ

智
とも

高崎RC

三
み

村
むら

　　　治
おさむ

高崎南RC

川
かわ

鍋
なべ

太
たか

志
し

高崎南RC

小
こ

林
ばやし

俊
しゅん

祐
すけ

高崎北RC

井
いの

上
うえ

智
とも

太
ひろ

高崎北RC

宮
みや

川
かわ

秀
ひで

彦
ひこ

高崎東RC

髙
たか

橋
はし

利
とし

光
みつ

高崎東RC

野
の

口
ぐち

　　　茂
しげる

高崎シンフォニーRC

小
お

野
の

垣
がき

義
よし

男
お

高崎シンフォニーRC

西
にし

野
の

　　　宏
ひろし

高崎セントラルRC

松
まつ

澤
ざわ

達
たつ

也
や

高崎セントラルRC

淡
あわ

島
しま

信
しん

二
じ
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第2840地区　2023-2024年度　クラブ会長・幹事　名簿

ガバナー補佐 会　　　　　　長 幹　　　　　　事

第　
　

４　
　

分　
　

区　
　

Ａ

金
かな

谷
や

光
みつ

明
あき

（太田西）

太田RC

市
いち

川
かわ

博
ひろ

士
し

太田RC

石
いし

川
かわ

好
よし

男
お

太田西RC

大
おお

島
しま

秀
ひで

行
ゆき

太田西RC

相
あい

山
やま

美
み

喜
き

江
え

太田南RC

新
あら

井
い

　あけみ
太田南RC

岩
いわ

橋
はし

　　　孝
こう

新田RC

津
つ

久
く

井
い

　　　修
おさむ

新田RC

中
なか

村
むら

　　　尊
たけし

太田中央RC

小
こ

暮
ぐれ

正
まさ

人
ひと

太田中央RC

田
た

村
むら

政
まさ

一
いち

第　
　

４　
　

分　
　

区　
　

Ｂ

飯
いい

田
だ

知
とも

義
よし

（大　泉）

館林RC

横
よこ

田
た

善
ぜん

次
じ

館林RC

山
やま

本
もと

　　　樹
しげる

大泉RC

本
ほん

田
だ

雄
ゆう

二
じ

郎
ろう

大泉RC

杉
すぎ

本
もと

保
やす

典
のり

館林西RC

加
か

瀬
せ

揚
あき

彦
ひこ

館林西RC

清
し

水
みず

啓
ひろ

之
ゆき

館林東RC

前
まえ

山
やま

秀
ひで

樹
き

館林東RC

青
あお

木
き

幸
さち

雄
お

館林ミレニアムRC

星
ほし

山
やま

高
たか

徳
のり

館林ミレニアムRC

山
やま

口
ぐち

亜
あ

晃
きら

第
５
分
区

島
しま

　　　正
しょう

一
いち

（渋川みどり）

渋川RC

宇
う

田
だ

榮
えい

二
じ

渋川RC

秋
あき

山
やま

哲
てつ

也
や

沼田RC

飯
いい

島
じま

千
ち

明
あき

沼田RC

浅
あさ

沼
ぬま

美
み

香
か
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第2840地区　2023-2024年度　クラブ会長・幹事　名簿

ガバナー補佐 会　　　　　　長 幹　　　　　　事

第　
　

５　
　

分　
　

区
島
しま

　　　正
しょう

一
いち

（渋川みどり）

草津温泉RC 草津温泉RC

小
こ

林
ばやし

　　　平
たいら

中之条RC

山
やま

田
だ

信
のぶ

行
ゆき

中之条RC

小
こ

山
やま

大
ひろ

嗣
し

沼田中央RC

武
たけ

井
い

順
じゅん

一
いち

沼田中央RC

関
せき

　　　美
み

津
つ

男
お

渋川みどりRC

杉
すぎ

木
き

基
もと

泰
やす

渋川みどりRC

諸
もろ

田
た

政
まさ

光
みつ

第　
　
　
　
　

６　
　
　
　
　

分　
　
　
　
　

区

三
み

好
よし

建
けん

正
せい

（安　中）

富岡RC

田
た

村
むら

徳
のり

良
よし

富岡RC

田
た

島
じま

圭
けい

次
じ

郎
ろう

藤岡RC

吉
よし

村
むら

康
やす

弘
ひろ

藤岡RC

柴
しば

山
やま

聡
そう

一
いち

郎
ろう

安中RC

櫻
さくら

井
い

雅
まさ

寿
とし

安中RC

田
た

中
なか

直
なお

人
と

藤岡北RC

松
まつ

浦
うら

　　　晃
あきら

藤岡北RC

深
ふか

井
い

正
まさ

毅
き

富岡中央RC

佐
さ

藤
とう

純
すみ

代
よ

富岡中央RC

石
いし

井
い

　　　潤
じゅん

碓氷安中RC

菅
すが

田
た

秀
ひで

樹
き

碓氷安中RC

栁
やぎゅ

生
う

由
よし

幸
ゆき

藤岡南RC

小
お

貫
ぬき

智
とも

太
た

郎
ろう

藤岡南RC

阿
あ

野
の

剛
つよ

士
し

富岡かぶらRC

伊
い

藤
とう

修
しゅう

一
いち

富岡かぶらRC

板
いた

山
やま

　　　忍
しのぶ
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一般会計収支予算書（案）
国際ロータリー第2840地区・自2023年７月１日　至2024年６月30日

（単位：円）

科　　　　　目 本年度予算案① 前年度
予算額②

増減額
①－② 金額 人数

備　　　考

上　　期 下　　期

収
　
　
　
入
　
　
　
の
　
　
　
部

款 項 款 項

１．地区事業資金 7,720,000 6,990,500 729,500 3,860 2,000 一人当たり分担金合計3,860円 1,930×2,000人 1,930×2,000人

⑴ 青少年交換資金 800,000 205,000 595,000 400 2,000 400×2,000人 200×2,000人 200×2,000人

⑵ インターアクト振興資金 2,600,000 2,665,000 △ 65,000 1,300 2,000 1,300×2,000人 650×2,000人 650×2,000人

⑶ ローターアクト振興資金 1,140,000 1,168,500 △ 28,500 570 2,000 570×2,000人 285×2,000人 285×2,000人

⑷ RYLA活動資金 1,240,000 1,271,000 △ 31,000 620 2,000 620×2,000人 310×2,000人 310×2,000人

⑸ 公共イメージ振興資金 1,440,000 1,476,000 △ 36,000 720 2,000 720×2,000人 360×2,000人 360×2,000人

⑹ 米山記念奨学生振興資金 300,000 0 300,000 150 2,000 150×2,000人 75×2,000人 75×2,000人

⑺ 寄付金収入その他 200,000 205,000 △ 5,000 100 2,000 100×2,000人 50×2,000人 50×2,000人

２．地区活動資金 25,840,000 26,240,000 △ 400,000 12,920 2,000 一人当たり分担金合計12,920円 6,460×2,000人 6,460×2,000人

⑴ 地区大会開催資金 9,060,000 9,286,500 △ 226,500 4,530 2,000 4,530×2,000人 2,265×2,000人 2,265×2,000人

⑵ ガバナー他活動資金 16,780,000 16,953,500 △ 173,500 8,420 2,000 8,390×2,000人 4,195×2,000人 4,195×2,000人

３．地区事務所運営資金等 15,440,000 15,764,500 △ 324,500 7,720 2,000 一人当たり分担金合計7,720円 3,860×2,000人 3,860×2,000人

⑴ 地区事務所運営・地区積立預金資金 15,440,000 15,764,500 △ 324,500 7,720 2,000 7,720×2,000人 3,860×2,000人 3,860×2,000人

４．その他 1,110,000 1,210,000 △ 100,000 24,500 一人当たり分担金合計24,500円 12,250 12,250

⑴ ＲＩ助成金 1,100,000 1,200,000 △ 100,000 参考　中野年度分担金　23,900円　足立年度分担金　23,500円　山田年度分担金　24,700円

⑵ 受取利息 9,000 9,000 0 参考　　

⑶ 雑収入 1,000 1,000 0 参考　　

当期収入合計（Ａ） 50,110,000 50,110,000 50,205,000 △ 95,000 参考　　

前期繰越収支差額（※１） 10,654,187 6,452,111 4,202,076

収入合計（Ｂ） 60,764,187 50,110,000 56,657,111 4,107,076

支　
　
　
　
　
　

出　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　

部

１．地区事業資金 7,520,000 6,785,500 734,500

⑴ 青少年交換事業 800,000 205,000 595,000 派遣選考会・オリエンテーション他

⑵ インターアクト振興事業 2,600,000 2,665,000 △ 65,000 年次大会、台湾交流歓迎・さよならパーティー他

⑶ ローターアクト振興事業 1,140,000 1,168,500 △ 28,500 年次大会、他地区合同行事、他地区年次大会登録料他

⑷ RYLA活動事業 1,240,000 1,271,000 △ 31,000

⑸ 公共イメージ振興事業 1,440,000 1,476,000 △ 36,000 上毛新聞掲載、SNS発信費等

⑹ 米山記念奨学生振興事業 300,000 0 300,000 米山奨学生活動費等

２．地区活動資金 25,800,000 26,186,500 △ 386,500

⑴ ガバナー活動費 18,550,000 18,936,500 △ 386,500

①　地区大会開催費 9,060,000 9,286,500 △ 226,500 地区大会開催費用他

②　ガバナー公式訪問補助金 450,000 450,000 0 10,000円×45クラブ

③　インターアクト年次大会協力金 150,000 150,000 0 年次大会協力金

④　ローターアクト年次大会協力金 175,000 175,000 0 年次大会協力金

⑤　各種セミナー開催費 2,230,000 2,390,000 △ 160,000

　⑤-１　地区リーダーシップセミナー 120,000 120,000 0 登録料有り、会場費他

　⑤-２　新会員セミナー 20,000 20,000 0 登録料有り

　⑤-３　Ｒ財団セミナー 0 200,000 △ 200,000 補助金管理セミナーに統合（⑤－７）　

　⑤-４　米山記念奨学セミナー 30,000 30,000 0 登録料有り、会場費、音響、スクリーン等

　⑤-５　ＲＬＩ研修セミナー 620,000 580,000 40,000 登録料有り、３回/年度、会場費、テキスト、バッチ等

　⑤-６　ＩМ研修セミナー 640,000 640,000 0 80,000円×８分区

　⑤-７　補助金管理セミナー 200,000 200,000 0 登録料有り、会場費、看板、音響、スクリーン等

　⑤-８　DEIフォーラム 150,000 150,000 0 登録料有り、会場費他（女性フォーラム名称変更）

　⑤-９　危機管理セミナー 30,000 30,000 0

　⑤-10　クラブ活性化ワークショップ 220,000 220,000 0 登録料有り、会場費他

　⑤-11　ポリオデイ開催費 0 0 0

　⑤-12　環境保全実践活動費 200,000 200,000 0 会場費他

⑥　地区会合費 680,000 680,000 0

　⑥-１　ガバナー補佐会議 50,000 50,000 0 会場費他

　⑥-２　ガバナー補佐・委員長合同会議 80,000 80,000 0 会場費他

　⑥-３　現新地区役員合同会議 450,000 450,000 0 会場費他

　⑥-４　幹事会 50,000 50,000 0 会場費他

　⑥-５　財務委員会 50,000 50,000 0 会場費他
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支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

⑦　ガバナー活動費 1,850,000 1,850,000 0

　⑦-１　各種会合登録費 600,000 600,000 0 各クラブ周年、IM、RYLA、他会合への登録料他

　⑦-２　各種表彰費 350,000 350,000 0 表彰費用他

　⑦-３　その他ガバナー活動費 900,000 900,000 0 各クラブ訪問、他行事への登録料他

⑧　ガバナー補佐活動費 1,575,000 1,575,000 0 35,000円×45クラブ

⑨　報告書作成費 200,000 200,000 0 年次報告書の作成

⑩　ＲＩ関係各種登録料 100,000 100,000 0 財団地域セミナー、RYLA研究会等費用

⑪　委員会活動費 2,080,000 2,080,000 0

　⑪-１　ガバナー諮問委員会 500,000 500,000 0 会場費、PC関係諸費用他

　⑪-２　その他委員会活動費（※２） 1,580,000 1,580,000 0

⑵ ガバナーエレクト活動費 7,100,000 7,100,000 0

①　国際協議会 800,000 800,000 0 参加費用他

②　国際大会 800,000 800,000 0 参加費用他

③　ガバナー補佐会議 350,000 350,000 0 会場費他、３回/年度

④　ガバナー補佐・委員長合同会議 300,000 300,000 0 会場費他、２回/年度

⑤　委員会事業計画協議会 50,000 50,000 0 会場費他

⑥　地区チーム研修セミナー 400,000 400,000 0 会場費他

⑦　会長幹事エレクト研修セミナー 900,000 900,000 0 登録料有り、会場費他

⑧　地区研修・協議会開催費 800,000 800,000 0 登録料有り、会場費他

⑨　印刷費 1,100,000 1,100,000 0 会員必携、PETS・SETS印刷費他

⑩　地区バッチ製作費 700,000 700,000 0 製作費

⑪　各種会合登録費 500,000 500,000 0 各クラブ訪問周年行事他

⑫　その他ガバナーエレクト活動費 400,000 400,000 0

⑶ ガバナーノミニー活動費 150,000 150,000 0

①　印刷費 20,000 20,000 0 名刺他

②　その他ガバナーノミニー活動費 130,000 130,000 0 各種登録料他

３．地区事務所運営資金 15,432,000 15,547,150 △ 115,150

⑴ 全国組織分担金 1,230,000 1,260,750 △ 30,750

①　ガバナー会議運営協力金 430,000 440,750 △ 10,750 200円×2,000人+15円×2,000人

②　日本青少年交換多地区合同機構維持協力金 400,000 410,000 △ 10,000 200円×2,000人

③　ロータリー文庫協力金 400,000 410,000 △ 10,000 200円×2,000人

⑵ ガバナー事務所運営費 14,202,000 14,286,400 △ 84,400

①　会議費 200,000 200,000 0

②　労務費 7,200,000 7,100,000 100,000 事務局人件費

③　地区HP・月信関係費 1,100,000 1,100,000 0 HP、ガバナー月信作成、掲載費用他

④　地区補助金申請・報告システム保守費 400,000 400,000 0 地区補助金申請・報告システムのメンテナンス費用他

⑤　旅費交通費 300,000 284,400 15,600 事務局員通勤手当他

⑥　通信費 700,000 700,000 0 電話、INT手数料、郵送料他

⑦　事務所賃貸料 1,452,000 1,452,000 0 事務所賃借料、駐車料

⑧　水道光熱費 400,000 400,000 0 電気、水道料金等

⑨　印刷費 2,000,000 2,200,000 △ 200,000 複合機カウンター料他印刷費用

⑩　事務用品費 200,000 200,000 0 用紙代他

⑪　雑費 250,000 250,000 0 警備保障、新聞、振込料他

４．予備費 108,000 435850 △ 327,850

⑴ 予備費 108,000 435,850 △ 327,850

５．地区積立預金支出 1,250,000 1,250,000 1,250,000 0

⑴ 規定審議会補助金積立預金支出 250,000 250,000 0

⑵ 災害対策積立預金 1,000,000 1,000,000 0

当期支出合計（Ｃ） 50,110,000 50,205,000 △ 95,000

当期収支差額　（Ａ）─（Ｃ） 0 0 0

次期繰越収支差額 10,654,187 6,452,111 4,202,076

合　　　計 60,764,187 56,657,111 4,107,076

（※１）前期繰越収支差額については確定していないので、2022年6月30日残高を採用しております。
（※２）その他委員会活動費については別紙をご参照ください。
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その他委員会活動費の内訳書（案）
国際ロータリー第2840地区・自2023年７月１日　至2024年６月30日

   （単位：円）

委　　　　員　　　　会 本年度予算
（Ａ）

前年度予算
（Ｂ）

増　減
（Ａ）－（Ｂ）

1 ガバナー指名委員会 30,000 30,000
2 地区研修・管理運営委員会 100,000 100,000 0
3 危機管理委員会 20,000 20,000 0
4 審議会立法案検討委員会 20,000 20,000 0
5 地区三役連絡会議 20,000 20,000 0
6 ガバナー事務所管理運営委員会 20,000 20,000
7 地区戦略計画委員会 20,000 20,000 0
8 ＲＬＩ推進委員会 20,000 20,000 0
9 ＩCＴ推進委員会 20,000 △ 20,000
10ロータリーの友地区委員会 20,000 20,000 0
11会員組織強化委員会 30,000 30,000 0
12女性ネットワーク委員会 50,000 △ 50,000
13ＤＥＩ推進委員会 50,000 50,000
14公共イメージ・ICT推進委員会 100,000 100,000 0
15国際大会推進委員会 100,000 100,000 0
16奉仕プロジェクト委員会 210,000 210,000 0
　①　職業奉仕・国際奉仕・地域社会奉仕委員会 30,000 30,000 0
　②　青少年交換委員会 100,000 100,000 0
　③　インターアクト委員会 50,000 50,000 0
　④　ＲＹＬＡ・学友委員会 30,000 30,000 0

17ローターアクト委員会 50,000 50,000 0
18米山記念奨学委員会 130,000 130,000 0

19ロータリー財団委員会 620,000 650,000 △ 30,000
　①　ポリオプラス・資金推進委員会 70,000 50,000 20,000
　②　資金管理・平和フォローシップ委員会 50,000 50,000 0
　③　地区補助金委員会 400,000 400,000 0
　④　グローバル補助金委員会 100,000 100,000 0
　⑤　ポリオプラス委員会 50,000 △ 50,000

20ロータリー財団監査委員会 20,000 20,000 0
合　　　　計 1,580,000 1,580,000 0
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国際ロータリー第2840地区　2023－2024年度

委員会事業計画
ガバナー指名委員会……………………………………………………………………森田　高史

地区三役連絡会議………………………………………………………………………保坂　充勇

地区財務委員会…………………………………………………………………………小暮　正人

ガバナー事務所管理運営委員会………………………………………………………森田　高史

地区研修・管理運営委員会……………………………………………………………本田　博己

RLI推進委員会 …………………………………………………………………………田部井丑松

地区戦略計画委員会……………………………………………………………………森田　高史

審議会立法案検討委員会………………………………………………………………本田　博己

危機管理委員会…………………………………………………………………………森田　　均

ロータリーの友地区委員会……………………………………………………………石原　保幸

ロータリー財団委員会…………………………………………………………………今井　幸吉

ポリオプラス・資金推進委員会………………………………………………………水石　清治

資金管理・平和フェローシップ委員会………………………………………………福島　敬仁

地区補助金委員会………………………………………………………………………小林　匡美

グローバル補助金委員会……………………………………………………… Randolph留利子

会員組織強化委員会……………………………………………………………………竹内　正幸

DEI推進委員会 …………………………………………………………………………望月　和子

公共イメージ・ICT推進委員会 ………………………………………………………松島　光雄

国際大会推進委員会……………………………………………………………………小森谷　剛

職業奉仕・国際奉仕・地域社会奉仕委員会…………………………………………春山　和久

青少年交換委員会………………………………………………………………………吉井　宏文

インターアクト委員会…………………………………………………………………河内　良範

RYLA・学友委員会 ……………………………………………………………………薄井　正幸

ローターアクト委員会…………………………………………………………………堤　　謙治

米山記念奨学委員会……………………………………………………………………高沢　克治
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ガバナー指名委員会
委員長 森田　高史（伊勢崎RC） 委　員 足立　　進（前橋東RC）
副委員長 山田　邦子（前橋RC） 委　員 中野　正美（太田RC）
委　員 宮内　敦夫（館林RC）

１．委員会の指名
　 　ガバナー指名委員会の使命は、申し上げるまでもありませんが、当地区のガバナー候
補者を選出することにあります。
　RI細則の規定に則って、公明正大に当年度中に当年度のガバナーノミニーデジグネー
トを選出し、２年余り先に就任するガバナー年度に備えていただきます。
　当地区は従来から指名委員会手続きを採用しており、地区内で最も重要な人事的選出手
続きとなりますので、慎重に瑕疵無きよう手続きを全うしたいと考えております。

２．当年度の選出手続きスケジュール（予定）
　（1）８月中 クラブによるガバナーノミニーの推薦を依頼　（提出期限 2023.12.31）
　（2）１月中 第１回指名委員会の開催
　（3）２月中 候補者審査会の開催
　（4）　〃 第２回ガバナー指名委員会の開催
　（5）その後 指名の公表
  ①指名委員会閉会後24時間以内に選出した候補者をガバナーに通知
  ②ガバナーは通知を受けてから3日以内に各クラブへ書面で通知

３．積極的な参加を奨励しています
　 　当委員会では日頃より地区事業についての積極的な参加を奨励するとともに、地区役
員・委員としての出向を奨励しております。
　 　素より大変な面もありますが、出向された多くのロータリアンの皆様が一層活躍され、
また、ガバナーを輩出されたクラブがより活性することは歴史が証明しているように感
じております。
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地区三役連絡会議
議　長 保坂　充勇（沼田RC） 委　員 栁田　秀男（太田RC）
副議長 森　　末廣（桐生RC） 委　員 小暮　正人（沼田RC）
委　員 中野　正美（太田RC） 委　員 松島　宏明（桐生RC）
委　員 竹中　　隆（高崎北RC） 委　員 長島　章博（太田RC）
委　員 関　　真一（沼田RC） 担当副幹事 津久井　功（沼田RC）
委　員 後藤　圭一（桐生RC）

１．委員会活動の現状認識

　地区運営や地区事業について、連年のガバナーの間で一定の協議を行うことで、ロータ

リーの単年度制を補完します。

　変えた方が良い事柄や、変えない方が良い事柄を、根拠や経緯を十分協議する中で、可

能な限り地区運営の連続性を確保したいと考えております。

２．委員会事業計画

　実施された事業の結果を検討し、今後に向けて、より効果的な地区運営ができるよう協

議を行っていきます。

３．目標

　より効果的な地区運営や地区事業が実施されることです。ガバナー・ガバナーエレクト・

ガバナーノミニー・ガバナーノミニーデジグネートの来るべき自らの年度の地区運営に資

するものとする。

４．タイムスケジュル

2023年６月～ ７月頃　　第１回会議

2023年10月～ 11月頃　　第２回会議（ガバナーエレクト主催会合前）

2024年５月～ ６月頃　　第３回会議
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地区財務委員会　事業計画書
委員長 小暮　正人（沼田RC） 委　員 長島　章博（太田RC）
委　員 松島　宏明（桐生RC）

１．委員会の役割
　 　地区財務委員会は、地区ガバナーと密接に協力し、地区資金の監督、地区予算の編成、
地区分担金の検討を行います。また、地区財務の透明性を保ち、収支を正確に記録する
ことも地区財務委員会の責務です。年度終了後には年次財務諸表と報告書を作成し、監
査を受けクラブに提出します。

２．予算の作成
　 　ガバナーエレクト及びガバナーと協力して予算を編成します。予算の編成には下記の
点を考慮します。
　　① 地区運営に必要な経費
　　② ガバナーとガバナーエレクトの職務遂行を支えるための経費
　　③ ガバナーとガバナーエレクトが出席するクラブと地区の特別行事

３．地区分担金の設定
　 　地区分担金は、地区の経費を賄う地区の資金源です。年次予算に応じた適正な金額を
設定します。

４．年次財務諸表と報告書
　 　地区の正確な年次財務諸表と報告書は、地区内クラブ及び国際ロータリーに対して、
財務の透明性を保証するものとなります。年次財務諸表と報告書の作成は地区財務委員
会の最も重要な役割です。

５．その他
　　① 災害その他のリスクに備えるため、災害対策積立預金等へ適正額の充当ができるよ

うに努めます。
　　② 将来予想される特別事業の実施に備えるため、特別事業積立預金として必要な資金

の準備を行います。
　　③ 次年度繰越金は、次年度の運営に支障が出ない金額の範囲内とし、余剰金について

は、将来の支出に備え各積立金会計へ繰り入れる。
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ガバナー事務所管理運営委員会
委員長 森田　高史（伊勢崎RC） 委　員 関　　真一（沼田RC）
副委員長 中野　正美（太田RC） 委　員 後藤　圭一（桐生RC）
副委員長 栁田　秀男（太田RC） 委　員 （高崎北RC）

　当地区のガバナー事務所が前橋問屋センター会館内に固定化されてから10年が経過い
たしました。
　ガバナー事務局については過年度においては一時的に不安定な時期もありましたが、皆
様のご協力により、現在は安定的に推移しているところであります。
　引き続き、本年度も事務局員に過度な負担が生ずることのないよう、地区委員会やガバ
ナーサイドとの調整を継続し、健全な状態を保持するとともに、事務所運営に発生する諸
問題に対処してまいりたいと思います。

１．雇用契約の相互遵守
　　（1）事務局員には契約締結により下記の遵守が求められます。
　　　①定時出勤・定時退勤（残業の極小化）
　　　②残業・有給取得申請手続きの遵守
　　　③業務日報の送信

　　（2）ロータリアンサイドに求められる行動
　　　① 本来ロータリアンサイドで行うべき、企画・立案・各種資料の作成などはロータ

リアンサイドで実施する
　　　② 事務局員両名は足掛け10年以上の勤務実績があり一定の経験や知見があるので

意見を聞いて参考とする
　　　③ 書類の印刷等は最低でも稼働日で中１日ないと気がついた点も是正できないので

余裕をもって早期に依頼する
　　　④地区大会を除き休日出勤の要請はしない。
　　　　地区大会への出席を要請する場合も、予め休む日を特定し振替休日扱いとする

２． 「ガバナー事務所管理運営規定及びマニュアル」及び「委員会・セミナー等開催運営担
当表」の活用

　 　2017年より「ガバナー事務所管理運営規定及びマニュアル」（P.90）が策定され今日ま
で安定的に運営されてまいりました。同様に、ロータリアンサイドから事務局員への業
務の依頼も、後記の「委員会・セミナー等開催運営担当表」を参考にしていただき円滑
に推移してまいりました。
　 　引き続き、相互に各種ルールの遵守を真摯に実践することにより、健全な状態を継続
したいと考えております。
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３．事務局員相互間における業務ローテーションの実施
　現在の２名体制は安定的に推移しているとはいうものの、将来的にリスクがあることは
自明のことだと思います。
　幸い、両名とも10年以上となっておりますので殆どの業務に精通していることとは思い
ますが、一方が不在となった場合に不明のため支障を来たすことのないよう、お互いに精
通していない業務分野を相互に担当（ローテーション）することでオールラウンダーを目指
して頂き、将来のリスクに備えてまいりたいと思います。

　（※） 一定期間毎、或は必要に応じて逐次事務局員との協議を行ってまいりたいと考えて
おります。
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地区研修・管理運営委員会
委員長・地区研修リーダー 本田　博己（前橋RC） 委　員 新井　良和（伊勢崎RC）
副委員長 森田　高史（伊勢崎RC） 委　員 関口　俊介（高崎RC）
副委員長 足立　　進（前橋東RC） 委　員 橋本　　徹（太田RC）
委　員 松島　宏明（桐生RC） 担当副幹事 木下　康彦（沼田RC）

１．地区研修・管理運営委員会の役割
　 　当委員会の役割は、当該年度のガバナー（ガバナーエレクトの期間も含めて）を補佐し
て、クラブや地区のリーダーに対する研修を企画･支援することです。また、各クラブ
の運営・事務局機能を支援します。
　 　本委員会の委員長は、地区研修リーダーが務めます。

２．地区研修・管理運営委員会の任務
　 　本年度の当委員会の任務は以下の通りです。
　　1） （年度開始前に）ガバナーエレクトと協力し、以下の研修ニーズに対応する。
　　　a） ガバナー補佐の研修   b） 地区チーム研修セミナー（２月）
　　　c） 会長エレクト・次年度幹事研修セミナー（３月）
　　　d）地区研修・協議会（５月）   e） クラブ管理運営セミナー（５月）
　　2） ガバナーと協力し、以下の研修ニーズに対応する。
　　　a） 地区リーダーシップセミナー（地区大会1日目）
　　　b） ローターアクト指導者育成研修  c） クラブレベルの指導者育成研修　
　　　d） クラブ活性化ワークショップ（８月） e） 新会員セミナー（2024年２月）
　　　f） 地区におけるそのほかの研修会  g）  卓話・クラブ研修出前サービス　　

（通年）

３．その他の計画
　 　クラブ活性化につながる「クラブレベルの指導力開発」も地区研修委員会の重要な使
命と考えています。各クラブに配置された「クラブ研修リーダー」を支援し、クラブ研
修のテキスト『ロータリーの基本』の提供や研修講師の派遣（出前卓話・研修サービス）
も行います。
　 　また、RLI推進委員会を支援し、RLIセミナーの運営やファシリテーター等に協力し
ます。

　※ 2023年７月より「地区研修リーダー」や「地区研修委員会」の呼称が変更されます。「地
区研修リーダー」（District Trainer）は「District Learning Facilitator」（日本語訳未定）に変
更、日本語訳確定次第別途ご案内します。
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RLI推進委員会
アドバイザー 竹内　正幸（太田RC） 委　員 長柄　　純（館林RC）
委員長 田部井丑松（太田RC） 担当副幹事 木下　康彦（沼田RC）
副委員長 君島　准逸（高崎シンフォニーRC）

　RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）セミナーの事務局として、セミナーの企画・

運営、2840地区版カリキュラムの作成を行います。特に今年度はRLI卒業生の中から各ク

ラブより最低１名のディスカッションリーダーを推薦していただき、ディスカッション

リーダーの養成に力を注ぎたいと考えております。各クラブのご協力をお願い申し上げま

す。

研修・セミナー開催予定

　　　【RLIディスカッションリーダー研修会】

　　　2023年８月６日（日）　　前橋問屋センター会館

　　　【RLIセミナー日程】

　　　PartⅠ　2023年９月24日（日）　前橋問屋センター会館

　　　PartⅡ　2023年10月15日（日）　前橋問屋センター会館

　　　PartⅢ　2023年11月26日（日）　前橋問屋センター会館

　　　【対象者】各クラブ　会長エレクト・次年度幹事
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地区戦略計画委員会
委員長 森田　高史（伊勢崎RC） 委　員 竹中　　隆（高崎北RC）
副委員長 森　　末廣（桐生RC） 委　員 関　　真一（沼田RC）
委　員 山田　邦子（前橋RC） 委　員 後藤　圭一（桐生RC）
委　員 足立　　進（前橋東RC） 委　員 （高崎北RC）
委　員 中野　正美（太田RC） 担当副幹事 木下　康彦（沼田RC）
委　員 保坂　充勇（沼田RC）

１．第４期地区戦略計画の推進（2023-2026）
　　当地区は2013-2014年度（本田年度）より、3ヶ年毎に戦略計画を策定し、本年度は第
４期戦略計画（2023-2026）のスタートの年度となります。
　　本年度、当委員会は、戦略計画の推進を行うことを地区・クラブに推奨するとともに
３期過去10年の実績を時系列・他地区との比較検証を通じて今後の計画立案に向けた
課題の抽出を行いたいと思います。

２．地区運営における持続可能性のサポート
　　当委員会はその目的から、直近のパストガバナーとともに、今後のガバナー（GE、
GN、GND）と地区幹事で組織されており、どういう考え方や経緯で現在その事業が行わ
れているのか、どういう目的で委員会や組織が編成されているのかなど、地区運営にお
ける連続性や連綿性を担保する活動を行いたいと思います。特に地区の事業計画書と位
置付けられる「会員必携」の充実には引き続き取り組んでまいりたいと考えております。

３．クラブ戦略計画への支援
　　当地区は、会員必携掲載の「クラブ現況指標」の通り、全45クラブがクラブ戦略計画
を策定しております。
　　各クラブにおきましても、地区同様、戦略計画の検証と定期的な改定を推奨しており
ます。
　　今後とも、各クラブにおけるクラブ戦略計画の実践を支援し実効性を高めるとともに、
地区内において他クラブの戦略計画が相互に可視化され、今後の戦略計画立案の参考と
なるよう努めたいと思います。

〔地区戦略計画〕
第　１　期
（2013-2016）

「クラブを元気にしよう」
 元気の指標（目標）１～７

第　２　期
（2017-2020）

「2020年、そしてその先の未来へ　
　　～地区・クラブの戦略目標～「魅力あるクラブ」をつくろう」

　　　　　　　　　　目標１～８
第　３　期
（2020-2023）

「地域社会とともに生きる元気で魅力あるクラブを実現する」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 行動計画１～６

第　４　期
（2023-2026）

「誰もが歓迎され、尊重され、大切にされるクラブ作りの推進」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 行動計画１～４

　　　　　　　　　（※） 2016-2017年度は地区大会が４月となったため第２期の計画年度は2017-2020年度と
なっております。また、2023-2026年度は、2023年５月の地区研修・協議会に上程さ
れた原案となっております。
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審議会立法案検討委員会
アドバイザー 曽我　隆一（前橋RC） 委　員 各ガバナー補佐（各RC）
委員長・地区代表議員 本田　博己（前橋RC） 担当副幹事 武田　　寛（沼田RC）
副委員長・補欠議員 足立　　進（前橋東RC）

１．規定審議会・決議審議会とは
　　規定審議会は３年に１度、全世界のすべての地区（約520地区）より代表議員が参加し
て米国シカゴで開催されています。（直近は、2022年４月にハイブリッドで開催）

　　規定審議会は、ロータリーの唯一の立法機関で、組織規定（RI定款・RI細則・標準ロー
タリークラブ定款）を改定する制定案が審議され、採択されれば、規定審議会後の7月よ
り有効となります。（規定審議会の決定を反映した『手続要覧』が３年に１度発行されて
います。現在は『2022年手続要覧』）
　　決議審議会は2017年より始まりました。毎年10月中旬から11月上旬にかけてWEB（オ
ンライン）で地区代表議員が各地から提出された決議案の採否を投票します。
　　決議案は、組織規定の改定を伴わない、RI理事会や財団管理委員会に対する意見表
明や検討要請を行う提案です。
　　審議会の意義は、クラブや地区がRIの様々な課題に対して、提案や意見表明ができ
ることです。特に、規定審議会で制定案が採択されれば、組織規定が改定されます。つ
まり、私たちの意思でロータリーは変えることができるのです。
　　RLIセミナーのカリキュラムには「規定審議会・決議審議会」のセッションがあり
（パートⅢ）審議会についてより深く学ぶ機会が用意されています。多くのクラブから審
議会に対する提案が増えることを期待します。

２．委員会の役割
　　本委員会の役割は、クラブまたは本委員会（地区）から提案された制定案と決議案を    
審議し、地区として審議会に提出する制定案・決議案を取りまとめることです。本委員
会で取りまとめられた制定案・決議案は、それぞれのRIへの提出期限に間に合うよう、
地区大会や地区研修・協議会等に上程され、地区承認として決議されます。
　　本委員会の委員長は審議会地区代表議員が、副委員長は補欠議員が務めます。地区代
表議員・補欠議員の任期は３年です。（今回の任期は2023年７月～ 2026年６月まで）委
員は毎年度各ガバナー補佐にお願いしています。

３．委員会事業計画　＜2023－2024年度の日程＞
　①　2023年決議審議会：2023年10月～ 11月（オンラインで地区代表議員が投票）結果は

地区内クラブに報告します。
　②　2025年規定審議会のための制定案を地区大会（2023年10月）で決議し、2023年12月

末までにRIに提出します。
　③　2024年の決議審議会上程の決議案を審議し、2024年６月末までにRIに提出します。
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危機管理委員会
委員長 森田　　均（渋川RC） 委　員 薄井　正幸（渋川RC）
委　員 吉井　宏文（高崎RC） 委　員 高沢　克治（伊勢崎中央RC）
委　員 河内　良範（桐生西RC） 担当副幹事 天野　純一（沼田RC）
委　員 堤　　謙治（高崎北RC）

１．委員会活動の現状認識
　　もともと当委員会は、国際ロータリーの重要な国際プログラムの１つ「青少年交換プ
ログラム」等において、当事者である青少年が、事件、事故あるいはハラスメントの被
害を蒙り、トラブルが生起することを回避するため、組織されたものである。
　　然しながら当委員会の権能は、昨今、同種プログラムである「米山奨学制度」にも準
用されるようになり、更には「ロータリー及びロータリアンのための危機管理」にまで、
拡大解釈されてアップデイト化している。

２．委員会事業計画
　①ガバナー及び地区青少年関係委員会等に対し、必要な提言を行うこと
　②青少年に対するセクシャルハラスメント及びアビュースの防止に関する研修を行うこと
　③事故発生時の事実関係の調査
　④③を踏まえ、ガバナー及び地区青少年関係委員会等に対し、対策案を作成し、必要な

提言を行うこと
　⑤地区レベルあるいは地区内ロータリークラブレベルでの「ロータリー及びロータリア

ンのための危機管理」研修の実施

３．目　　標
　　地区、地区内各ロータリークラブあるいはロータリアンに対し、青少年交換プログラ
ム及び同種のプログラムにおける事件、事故あるいはハラスメントの被害等を回避する
ための危機管理意識の啓発を積極的に行うとともに、拡大解釈された権能を活用して
「ロータリー及びロータリアンのための危機管理」の周知徹底を行いたい。

４．タイムスケジュール
　　現時点では、未定。

５．実績データ
　①2007年、地区大会終了後の懇親会場における留学生に対するセクシャルハラスメン

ト事案に関し対応。
　②2011年、東日本大震災後の交換留学生の早期帰国の問題に関し対応。
　③2016年、危機管理の概念を拡大し、地区レベルでの危機管理セミナーを実施。
　④2018年、地区指導者育成セミナーにおいて「ロータリアンのための危機管理」をテー

マとした講演の実施
　⑤2020年、地区に対し、新型コロナウイルス蔓延防止に関する提言。
　⑥2020年、災害復興支援義捐（援）金の捻出及び提供方法について提言。
　⑦その他、各ロータリークラブにおける「危機管理」に関する卓話多数。
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ロータリーの友地区委員会
委員長 石原　保幸（前橋東RC） 委　員 関　　真一（沼田RC）
副委員長 栁田　秀男（太田RC） 担当副幹事 南雲　達也（沼田RC）

１．委員会活動の概要
　　ロータリーの友地区委員会は地区内ロータリアンに対し、「ロータリーの友」誌およ
びロータリーの友のウェブサイト、その他の刊行物について有効的な活用をしていただ
き、ロータリーの現状や活動を理解いただけるよう購読を奨励いたします。また、当地
区内クラブの活動を投稿し、他地区への情報発信に努めます。

２．事業計画
　・ 例会の時間にクラブ担当者に「ロータリーの友」の掲載記事情報をご紹介いただき、

購読を促す。
　・ 各クラブ会員数を上回る部数を購入いただき、病院や公共施設等に置いていただき、

一般の方にもロータリーの活動を知る機会を多く作るよう要請をする。
　・ 「ロータリーの友」編集部との連携を図り、地区内クラブの活動や情報収集に努め、

編集に協力をする。
　・ 他地区の友代表委員と情報交換をし、委員会活動に活かしていく。

３．目　　標
　・地区内の会員が「ロータリーの友」を楽しく読んでいただけるよう、編集部と連携し

内容の充実に協力する。
　・ロータリアン以外の方にロータリー活動を知っていただくためのツールとして「ロー

タリーの友」を有効活用するよう各クラブに働きかけ公共イメージ向上を目指す。

４．会議予定（2022年10月現在）
　・2023年３月23日（木） 2023-24年度地区代表委員オリエンテーション（リモート）
　・2023年７月１日（土） 友委員会合同会議・地区代表委員会議
　　　　　　　　　　　 2023-24年度ガバナー・「友」委員会・法人合同会議
　・2023年11月16日（木） 友委員会合同会議・地区代表委員会議
　・2024年３月21日（木） 友委員会合同会議・地区代表委員会議
　　※地区内のロータリーの友委員会は上記会議を受けて適宜開催



45

ロータリー財団委員会
アドバイザー 牛久保哲男（伊勢崎RC） 委　員 菊川　善明（前橋RC）
委員長 今井　幸吉（沼田RC） 担当副幹事 小熊　政則（沼田RC）
副委員長
（補助金プログラム署名人）

小林　洋樹（前橋RC）

　ロータリー財団は、ロータリアンからの寄付で支えられ、ロータリアンが特定したプロ
ジェクトに資金を提供する唯一の団体です。ロータリアンは様々な方法で人々への奉仕を
行います。ロータリー財団はロータリアンが行う奉仕を支えていきます。

保坂ガバナー年度における財団委員会の目標と方針

１．年次寄付　　　　　　　　一人当たり　　　150ドル以上
２．ポリオ・プラス　　　　　一人当たり　　　 30ドル以上
３．ローターアクトクラブ　　一クラブ当たり　100ドル以上
４．地区内多くのロータリークラブ及びローターアクトクラブに地区補助金を活用した奉

仕活動を行って頂き、クラブの活性化と地域でのロータリークラブの存在感を高めて
頂く。

　　クラブの事情を考慮し、無理な地区補助金申請は求めない。
５．財団委員会はクラブで決定した事業を尊重し、その事業が実行できるように申請と報

告の手続きを全力でサポートする。
６．地区補助金Web申請・報告システムを更に使いやすくなるよう改善して行く。
７．ローターアクト単独での地区補助金申請を検討する。
８．グローバル補助金を出来るだけ多くのクラブに申請して頂き、地区活動資金と国際活

動資金を活用して頂ける様にサポートする。また、日本人留学生の為のグローバル奨
学金の申請をサポートしていく。

９．補助金管理セミナーの開催時期と内容の変更。

セミナー開催予定及び地区補助金提出期限

１．補助金管理セミナー　　2023年９月17日（日）　Gメッセ群馬
 （補助金管理セミナーの出席が補助金申請の必須条件となります）
２．地区補助金申請書提出期限　2024年１月中旬　Webでの申請となります。
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『2840地区 年次寄付・補助金サイクル図』

1,900

1,900

4,000 950 950

DDF WF 0.8

※TRF（The Rotary Foundation）ロータリー財団※TRF（The Rotary Foundation）ロータリー財団
　正式名称は、「国際ロータリーのロータリー財団」ロータリアンが、健康状態を改善し、
教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できる
ようにすることが使命。

※シェア・システム（Share System）※シェア・システム（Share System）
　年次基金寄付と恒久基金収益の47.5％が地区財団活動資金（DDF）となり、47.5％が国際
財団活動資金（WF）となる。

※WF（World Fund）国際財団活動資金※WF（World Fund）国際財団活動資金
　年次寄付と恒久基金収益の47.5％がシェア・システムの下で国際財団活動資金（WF）に
充てられる。ロータリー財団管理委員会が、その使途を決定する。

※DDF（District Designated Fund）地区財団活動資金※DDF（District Designated Fund）地区財団活動資金
　３年前の年次寄付と恒久基金収益の47.5％相当額が地区財団活動資金として配分され
る。地区が裁量権を有し、その使途を決定する。
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地区財団活動資金（ＤＤＦ）収支実績表
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ポリオプラス・資金推進委員会
委員長 水石　清治（沼田RC） 委　員 和田　雅之（碓氷安中RC）
副委員長 三澤　俊之（安中RC） 担当副幹事 小熊　政則（沼田RC）
委　員 小林　晴彦（高崎北RC）

ポリオプラス活動主旨
　 　2020年８月にアフリカナイジェリアで野生型ポリオウイルスが根絶されましたが、最
近新たにアフリカで発生した報告がありました。東地中海地域に含まれるアフガニスタ
ンとパキスタンでは、現在も野生型ウイルスによる感染が続いています。
　 　ワクチン由来のウイルスから子どもを守るためにも、質の高い予防接種キャンペーン
を引き続き優先し、感染拡大につながらないようにすることが課題です。

資金推進の活動について
　 　当委員会はロータリー活動の根幹を資金面で支えている「ロータリー財団」に対する
寄付行為を推進する委員会であります。地区が設定したそれぞれの寄付目標に従って、
その金額を達成できるように支援する活動を行っていきたいと思います。

【委員会事業計画・目標】
　・ポリオプラス寄付目標「１人30ドル以上」
　・ロータリー財団寄付目標「１人150ドル以上」
　・ローターアクトクラブ「１クラブ100ドル以上」の寄付（表彰の対象になります）
　・ 各クラブへポリオプラスや年次基金・恒久基金への寄付についての広報及び出前卓話

を行う。
　・地区のポリオプラス募金活動を積極的に行う。
　・大口寄付者（メジャードナー）を地区５名以上にする。
　・ 恒久基金への寄付を理解して頂き、ベネファクターまたは遺贈友の会の会員を地区で

10名以上にする。
　・寄付実績の広報を実施し、記録を行う。
　・当地区におけるDDFの管理・記録・広報を行う。
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ロータリーとポリオ根絶活動
ポリオプラスとは
１．概　　要
　 　ロータリーは1979年に初めてポリオのプロジェクトに携わった。フィリピンの600万
の児童にポリオの予防接種をするという５カ年間の誓約だった。これが、保健、飢餓追
放および人間性尊重（3-H）プログラムの最初のプロジェクトで、国際ロータリーの75周
年基金から補助金が授与された。
　 　1980年代初めに、ロータリーは史上最も意欲的なプログラムを計画し始めた。世界中
の児童にポリオの予防接種をしようというプログラムである。ロータリーは、故アルバー
ト・セービン博士の助言と支援を得て、1985年にポリオプラス・プログラムを設けた。
ポリオと共にハシカ、ジフテリア、結核、百日咳、破傷風の五つをプラスして、同時追
放を目的としているためポリオプラスと呼んでいたが、ポリオプラスの『プラス』は最
初の頃と意味が変わって、現在は、世界的なポリオ根絶運動がもたらした遺産のことを
指している。

２．「ポリオ」という病気
　 　ポリオ（急性灰白髄炎）は非常に感染性の高い病気であり、特に感染しやすいのは５歳
未満の子どもである。日本では一般に「小児まひ」と呼ばれることもある。
　 　ポリオウイルスは人から人へ感染し、最も多いのは汚染水を通じた感染で、神経系を
侵すこともあり、これによって身体の麻痺を引き起こす可能性がある。ときには死に至
ることもあり、治療法はないが、ワクチンで予防が可能である。
　 　ロータリーとそのパートナー団体は、これまで世界中25億人以上の子どもにワクチン
を投与する活動を行ってきた。

３．ポリオの現況　【野生株によるポリオ症例数】
2023年

1/1 ～ 1/10 2022年 2021年 2020年

常 在 国
パキスタン ― 20 １ 84

アフガニスタン ― ２ ４ 56

非常在国
モザンビーク ― ８ ０ ０

マラウイ ― ０ １ ０

世界合計 ― 30 ６ 140

４．課　　題
　 　残る0.1％のポリオとの闘いが最も困難であると言われている。これは、遠隔地、不
十分な公共インフラ、紛争、文化的障壁といった要因が、予防接種活動の妨げとなって
いるためである。ポリオを根絶するまでは、世界中の国が再発生のリスクにさらされて
いる。
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５．ポリオを根絶するために
　 　ロータリーは、2020年７月よりさらに３年間で毎年5,000万米ドルを集めるファンド
レイジングを行っている。ビル＆メリンダ・ゲイツ財団とのパートナーシップにより、
ロータリーらの5,000万米ドルまでの寄付に対して、２倍の額の寄付がビル＆メリンダ・
ゲイツ財団から上乗せされる。これらの資金は、根絶活動の運営、医療従事者の確保、
研究所の設備、保健従事者と親への教育のために使用される。資金の確保においては、
政府や企業、個人が大きな役割を果たしている。

６．活動するロータリー
　 　100万人以上のロータリー会員が、ボランティア、寄付、募金活動を通じて根絶活動
を支援しているほか、大勢の会員がポリオ感染のリスクが高い海外の地域社会に赴いて、
予防接種活動に参加している。また、ユニセフなどの団体と協力し、紛争や地理的・経
済的要因によって隔離された地域で予防接種への認識を高めるためのコミュニケーショ
ン活動を実施している。
　さらに、ボランティア動員やワクチン輸送などの手配面でも支援を行っている。
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2021̶2022年度　年次寄付・使途指定寄付・恒久基金　クラブ別実績表
（単位：ドル）

分区 クラブ名 会　員　数 年 次 寄 付
クラブ目標額

年次寄付
実 績 額

年次寄付
達 成 率

年 次 基 金
１人当たり
実　績　額

使 途 指 定
寄付実績額

恒久基金
実 績 額 合　　計

① ② ③ ④（③／②） ⑤（③／①） ⑥ ⑦ ⑧（③+⑥+⑦）

第
１
分
区

前 橋 117 $16,000.00 $16,821.18 105% $143.77 $3,200.99 $11,071.43 $31,093.60
前 橋 西 57 $7,600.00 $6,105.23 80% $107.11 $1,639.26 $0.00 $7,744.49
前 橋 東 44 $6,600.00 $7,187.81 109% $163.36 $1,903.30 $0.00 $9,091.11
前 橋 北 75 $11,250.00 $12,474.71 111% $166.33 $2,740.86 $1,008.77 $16,224.34
前 橋 南 51 $7,650.00 $6,961.53 91% $136.50 $1,228.53 $0.00 $8,190.06
前 橋 中 央 20 $3,450.00 $3,546.72 103% $177.34 $549.80 $0.00 $4,096.52

分　区　小　計 364 $52,550.00 $53,097.18 101% $145.87 $11,262.74 $12,080.20 $76,440.12
第
２
分
区
A

桐 生 64 $9,600.00 $9,699.56 101% $151.56 $2,005.71 $0.00 $11,705.27
桐 生 南 31 $4,650.00 $1,078.74 23% $34.80 $287.40 $0.00 $1,366.14
桐 生 西 53 $8,250.00 $9,184.00 111% $173.28 $1,717.00 $509.00 $11,410.00
桐 生 赤 城 43 $6,450.00 $5,308.17 82% $123.45 $1,147.13 $0.00 $6,455.30

分　区　小　計 191 $28,950.00 $25,270.47 87% $132.31 $5,157.24 $509.00 $30,936.71

第
２
分
区
B

伊 勢 崎 80 $9,750.00 $26,134.47 268% $326.68 $1,929.21 $0.00 $28,063.68
群 馬 境 23 $3,450.00 $3,519.00 102% $153.00 $690.00 $0.00 $4,209.00
伊勢崎中央 98 $14,700.00 $14,250.00 97% $145.41 $2,850.00 $5,425.96 $22,525.96
伊 勢 崎 南 29 $4,350.00 $4,359.71 100% $150.33 $918.87 $0.00 $5,278.58
伊 勢 崎 東 38 $5,400.00 $3,162.47 59% $83.22 $371.61 $1,000.00 $4,534.08

分　区　小　計 268 $37,650.00 $51,425.65 137% $191.89 $6,759.69 $6,425.96 $64,611.30

第
３
分
区

高 崎 133 $19,950.00 $22,790.22 114% $171.36 $5,150.19 $0.00 $27,940.41
高 崎 南 71 $10,650.00 $10,680.45 100% $150.43 $1,452.90 $1,023.62 $13,156.97
高 崎 北 71 $10,650.00 $9,322.37 88% $131.30 $2,296.99 $0.00 $11,619.36
高 崎 東 34 $5,400.00 $6,292.57 117% $185.08 $1,020.00 $0.00 $7,312.57
高崎シンフォニー 49 $7,350.00 $10,175.69 138% $207.67 $1,470.00 $1,000.00 $12,645.69
高崎セントラル 33 $4,950.00 $5,984.00 121% $181.33 $1,208.79 $0.00 $7,192.79

分　区　小　計 391 $58,950.00 $65,245.30 111% $166.87 $12,598.87 $2,023.62 $79,867.79

第
４
分
区
A

太 田 72 $10,800.00 $25,839.83 239% $358.89 $2,290.16 $0.00 $28,129.99
太 田 西 16 $2,400.00 $2,485.00 104% $155.31 $506.16 $0.00 $2,991.16
太 田 南 45 $7,390.00 $7,970.31 108% $177.12 $1,430.21 $1,000.00 $10,400.52
新 田 22 $3,300.00 $3,480.00 105% $158.18 $50.00 $0.00 $3,530.00
太 田 中 央 44 $6,600.00 $6,820.00 103% $155.00 $1,400.00 $0.00 $8,220.00

分　区　小　計 199 $30,490.00 $46,595.14 153% $234.15 $5,676.53 $1,000.00 $53,271.67

第
４
分
区
B

館 林 54 $8,100.00 $8,736.00 108% $161.78 $1,755.38 $0.00 $10,491.38
大 泉 31 $4,650.00 $4,726.61 102% $152.47 $1,853.46 $4,545.45 $11,125.52
館 林 西 17 $2,550.00 $2,550.00 100% $150.00 $510.00 $0.00 $3,060.00
館 林 東 11 $1,650.00 $2,650.00 161% $240.91 $330.00 $0.00 $2,980.00
館林ミレニアム 28 $4,200.00 $4,500.00 107% $160.71 $900.00 $0.00 $5,400.00

分　区　小　計 141 $21,150.00 $23,162.61 110% $164.27 $5,348.84 $4,545.45 $33,056.90

第
５
分
区

渋 川 57 $8,700.00 $14,059.61 162% $246.66 $2,163.41 $0.00 $16,223.02
沼 田 67 $87.38 $18,581.57 21,265% $277.34 $2,990.29 $1,036.04 $22,607.90
草 津 温 泉 12 $150.00 $153.60 102% $12.80 $15.30 $0.00 $168.90
中 之 条 21 $3,150.00 $3,150.00 100% $150.00 $630.00 $0.00 $3,780.00
沼 田 中 央 45 $5,400.00 $6,250.00 116% $138.89 $1,200.00 $0.00 $7,450.00
渋川みどり 38 $3,800.00 $4,511.97 119% $118.74 $708.19 $0.00 $5,220.16

分　区　小　計 240 $21,287.38 $46,706.75 219% $194.61 $7,707.19 $1,036.04 $55,449.98

第
６
分
区

富 岡 43 $6,600.00 $6,150.00 93% $143.02 $1,030.00 $0.00 $7,180.00
藤 岡 52 $7,800.00 $8,320.88 107% $160.02 $1,567.69 $0.00 $9,888.57
安 中 60 $9,150.00 $9,953.18 109% $165.89 $1,853.07 $0.00 $11,806.25
藤 岡 北 12 $1,200.00 $794.90 66% $66.24 $165.38 $0.00 $960.28
富 岡 中 央 39 $6,000.00 $6,048.35 101% $155.09 $1,237.01 $0.00 $7,285.36
碓 氷 安 中 8 $1,200.00 $1,096.59 91% $137.07 $303.10 $0.00 $1,399.69
藤 岡 南 22 $3,300.00 $2,850.00 86% $129.55 $570.00 $0.00 $3,420.00
富岡かぶら 29 $4,350.00 $4,200.16 97% $144.83 $855.38 $0.00 $5,055.54

分　区　小　計 265 $39,600.00 $39,414.06 100% $148.73 $7,581.63 $0.00 $46,995.69
合　　計 2,059 $290,627.38 $350,917.16 120.74% $170.43 $68,228.41 $27,620.27 $446,765.84
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資金管理・平和フェローシップ委員会
委員長 福島　敬仁（伊勢崎南RC） 署名人 三澤　俊之（安中RC）
委　員 山口　大助（高崎南RC） 署名人 小林　晴彦（高崎北RC）

担当副幹事 小倉　　仁（沼田RC）

　当委員会は　ロータリー財団への寄付が財源となり各種補助金事業を行う時の資金の使
い方などを管理する委員会です。
　ロータリー財団の『未来の夢計画』が始まってから11年目となり今年度からは2840地区
45のロータリークラブと７のローターアクトクラブも奉仕事業に参加していただくプロ
グラムとなりました。当初の目的である　ロータリアンがおこないたい奉仕活動を支える
資金としてぜひ今年度も活用してください。
　申請書、報告書とかなり当初と変わりましたがぜひ確認の上、計画をお願いします。
　また本プロジェクトは地区内で一括申請・一括報告となっておりスケジュール
もかなりタイトな面もありますが、クラブで奉仕内容を決定出来る計画ですのでぜひ当地
区の各クラブ会長、ロータリー財団委員長にお贈りしている

　ロータリー財団ハンドブック年度ダイジェスト版を熟読の上、内容に
則した申請・報告をして下さい。
　また、申請時、報告時に困るような事がありましたら、ロータリー財団委員会に御連絡
ください。　
　平和フェローシップとは、世界に７ヶ所あるロータリー平和センターへ下記のよ
うな人材の推薦です。
　平和フェローシップは平和と開発の分野における仕事の経験を有する人を対象としてい
ます。フェローは社会奉仕と国際奉仕に献身しながら、平和の実現をめざします。毎年、
世界各地の名門大学にて修士号（年に50名まで）と専門能力開発修了証（年に80名まで）を
取得するためのフェローシップ（奨学金）がロータリー財団から授与されます。）
　地区内最初の平和フェローを推薦したく活動を進めて行きます。
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地区補助金委員会
委員長 小林　匡美（高崎南RC） 委　員 岡田　敏郎（太田RC）
委　員 石井　英智（前橋南RC） 委　員 坪井　直良（館林ミレニアムRC）
委　員 草処　普一（桐生赤城RC） 委　員 唐沢　健二（中之条RC）
委　員 下田　　仁（伊勢崎RC） 委　員 富岡　　隆（富岡中央RC）
委　員 六本木　裕（伊勢崎中央RC） 委　員 渡邉　仁基（藤岡南RC）
委　員 中西　力太（伊勢崎東RC） 担当副幹事 須田　千秋（沼田RC）
委　員 江畑　晴彦（高崎RC）

１．委員会活動の現状認識
　　地区補助金は、クラブと地区がロータリー財団の使命を支え、地域社会の緊要なニー
ズに取り組むための補助金です。
　　地区財団活動資金（DDF）の50％を使って、ロータリー財団の趣旨の範囲内で地区の裁
量で、人道的、教育的、社会奉仕活動等のプロジェクトを実施できるもので、地区が管
理します。
　　近年は３年前の寄付額の実績に応じた割り振りとし、クラブの年次寄付の価値を高め
ました。
　　他地区には無いWebによる申請と報告が浸透し、クラブと地区の事務処理の軽減が
計られています。

２．委員会事業計画
　①　ロータリー財団から地区へ補助金一括支給（９月～ 10月）
　②　申請クラブに補助金交付（９～ 10月）
　③　クラブ申請書の提出（１月）
　④　申請事業の計画どおりの実施とサポート
　⑤　ローターアクトクラブの事業への参加のサポート
　⑥　実施事業の報告書の提出のサポート（事業実施から１ケ月以内提出）
　⑦　Web申請の事業内容のサポート

３．目　　標
　①　地区補助金ハンドブックの内容検討（７月）
　②　Web申請書の修正（７月）
　③　クラブ申請書の提出期限の厳守（１月）
　④　申請内容を地区で審査（最終審査会４月）
　⑤　クラブ申請を確定して地区に申請（５月）
　⑥　地区からロータリー財団へ補助金一括申請（６月）

４．タイムスケジュール
　７月　委員会　（地区補助金ハンドブックの内容検討・Web申請書の修正）
　９月　委員会　（財団セミナー準備・クラブの申請動向・申請に向けての勉強会）
　９月　ロータリー財団セミナー　（申請書・報告書の注意点について説明）
　10月　委員会　（報告に向けての勉強会）
　１月　地区補助金予備審査会
　２月　地区補助金予備審査会
　３月　地区補助金予備審査会
　４月　地区補助金最終審査会（2023－24年度実施分の申請を承認）
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５．実績データ
申請年度 申請クラブ数 事業総額

１年目 2012－13 34クラブ34申請 1,365万円
２年目 2013－14 33クラブ32申請 1,053万円
３年目 2014－15 41クラブ41申請 1,652万円
４年目 2015－16 43クラブ41申請 1,693万円
５年目 2016－17 46クラブ46申請 1,951万円
６年目 2017－18 44クラブ29申請 1,586万円
７年目 2018－19 44クラブ42申請 1,720万円
８年目 2019－20 40クラブ38申請 1,920万円
９年目 2020－21 45クラブ39申請 1,655万円
10年目 2021－22 45クラブ39申請 1,669万円
11年目 2022－23 52クラブ（RAC７）39申請 1,934万円

　⑴　その他
　　①　 2017－18年度実施のプロジェクトについては、申請総額9,449千円に対し各クラ

ブへの送金額は送金時のロータリーレートの大幅な変動により9,108千円でした。
　　②　 2018－19年度実施は22クラブによる７つの合同事業があり申請総額7,396千円と

なりました。それに対し地区補助金予算は概算で9,677千円（４月ロータリーレー
ト１＄＝108円で計算）となっており2,281千円の差額が余りRIへ返金となりまし
た。

　　③　 2019－20年度実施分は３年前の寄付額の実績の四分の一を補助金申請限度額と
して9,265千円でしたが４月のロータリーレート１＄＝112円が補助金交付時には
ロータリーレート１＄＝108円となり補助金交付額が少なくなりました。

　　④　 2020－21年度実施分はコロナウイルスの影響により前年までの実施要領からコ
ロナ対応として急遽大きく変更となり、2020－21年度実施分に限ってコロナに
関係する事業については実施年度を前倒しして実施できるように変わり、事業内
容も申請時からの変更や追加の事業が認められました。これにより地区として医
療従事者へフェイスマスクを12,500セットの配布事業を急遽実施することが出来
ました。また、コロナの影響により３クラブで事業内容の変更や多くのクラブで
一部事業に縮小となっています。

　　⑤　 2021－22年度実施分もコロナの影響により３クラブで事業内容の取り下げによ
る再申請がありました。

　　⑥　 2021－22年度実施分は申請書の中に「分区担当者記入欄」を設けました。記入す
るにあたり分区担当者がクラブの事業内容を精査し表現することで分区内の統一
性が出来るとともに事務処理の軽減にも繋がると思われます。

　　⑦　 2023－24年度実施分からローターアクトクラブも補助金申請が出来るようにな
り、活動中の全てのローターアクトクラブから共同申請がありました。

　　⑧　前年度同様、分区毎の担当委員を配置して、申請と報告をサポートしていきます。
　　⑨　 多くのクラブが参加して頂けるように活動すると共に、事業の質の更なる向上を

目指して活動したいと考えております。
　　⑩　 Webによる申請と報告を委員会内でも活かすために、申請と報告の審査へ向けて

インターネットを活用する方法を検討していきます。
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2022-23実施年度（2021-22計画年度）　地区補助金支給額一覧（45クラブ申請・43事業）
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2023-24実施年度（2022-23計画年度）　地区補助金申請一覧表（50クラブ申請・41事業）
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グローバル補助金委員会
委員長 Randolph留利子（桐生RC） 委　員 小河原義光（高崎RC）
副委員長 菊池　千恵（前橋RC） 委　員 ビューエル芳子（高崎シンフォニー RC）
副委員長 石川　好男（太田RC） 委　員 谷田川敏幸（館林RC）
委　員 坪井　良樹（桐生RC） 担当副幹事 須田　千秋（沼田RC）
委　員 森田　裕一（伊勢崎RC）

　グローバル補助金は「平和構築と紛争予防」「疾病予防と治療」「水と衛生」「母子の健康」
「基本的教育と識字率向上」「地域社会の経済発展」「環境」の７つの重点分野の一つに該
当し、測定可能、持続性可能なプロジェクトであること。プロジェクト予算の下限度は
30,000米ドルであること。補助金の授与と受諾の条件を遵守すること。これらの要件を満
たした上で、補助金申請の受付は随時行っておりますが、予定額に達成した場合は終了さ
せて頂きます。
　詳細は、地区で作成した「ロータリー財団ハンドブック」2023－2024年度ダイジェスト
版をご参照下さい。
　今年度もグローバル補助金委員が各分区毎におりますので、細かい活動を行うと共に財
団委員会の方針に従い、下記の目標を掲げグローバル補助金の活用を推進していきます。

　１．グローバル補助金を使った事業を受付、実施と計画の援助を行う。
　２．実施年数が浅い為、他地区におけるグローバル補助金事例を引き続き研究する。
　３．申請クラブの担当委員を選任し、サポートを行う。
　４．グローバル補助金を利用した奨学生制度にも取り組む。
　５．海外で専門知識を学んだり、現地の人々を指導する職業研修を提供したり、研修を

受ける為にチームが海外に赴いたりできる職業研修チーム（VTT）に申請があれば協
力する。

　６．地区Ｒ財団セミナー・補助金管理セミナー、クラブ活性化ワークショップ等の設営
に協力する。

　７．委員会の学習会を行うことを目指す（リモートも含む）。
　８．補助金申請への抵抗感をなくす協力を行う。

　（注意事項）
　１．申請期限：随時（但し６月１日～６月30日の間は、年度替わりの為７月１日以降の

申請をお願いします。）申請書の提出を受け、地区の審査会は随時開催されます。
　　　＊奨学金応募申請には、申請期間がありますのでご確認ください。
　２．ホストパートナー（実施国）が企画しているプロジェクトの場合は、ホストパート

ナーの申請書等、日本語で事業内容の詳細を添付してください。
　３．報告書の提出期限：プロジェクト終了後２カ月以内
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2840地区グローバル補助金申請・実績一覧
2022.６.７現在

年　度 事業内容 重点分野 申請日 クラブ ホストクラブ 実施国
2840地区--------（単位：USドル）（単位：USドル） 地区承認 承認NO 結　果

現 金 DDF WF 合 計 総事業費

2012 ～
2013 リハビリ治療用機器の寄贈 疾病予防と治療 2013

2015/1/25 前橋
バ ヤ ン ツ ル フ 
100RC モンゴル 11,745 10,000 15,873 37,618 36,897 20132015/4/26

GG
1413488 終了

2012 ～
2013 2.遠隔治療のシステム 疾病予防と治療 2013

2015/3/3 沼田 バリタハラRC バングラデシュ 3,000 19,773 21,273 44,046 48,546 20132015/5/20
GG
1411381 終了

2013 ～
2014 障害者の職業訓練 基本的教育と識字率向上 2013

2015/7/20 沼田中央 台北 台湾 0 4,000 4,000 8,000 52,973 20132015/8/7
GG
1410761 終了

2014 ～
2015 眼底カメラの寄贈 疾病予防と治療 2015

2015/3/5 伊勢崎 バンコク南RC タイ 1,000 16,000 16,500 33,500 56,600 20152015/4/22
GG
1529379 終了

2014 ～
2015

障害者が自立
出来る為の支援 経済と地域社会の発展 2015

2015/4/3 桐生西 サンジャン
セントラルRC フィリピン 500 5,000 5,250 10,750 39,450 20152015/4/25

GG
1530036 終了

2014 ～
2015

飲料水の為の
濾過装置設置 水と衛生 2015

2015/6/8 桐生西 チェンマイ
ティンタインカム タイ 2,000 10,000 11,000 23,000 56,000 20152015/6/24

GG
1417170 終了

2015 ～
2016

クリーンウォータ
寄贈 水と衛生 2016

2016/3/10 富岡中央 フィリピン
サーキットマカティ フィリピン 500 13,613 13,863 27,975 32,975 20162016/3/10

GG
1636872 終了

2015 ～
2016

汚染対策
農業再建対策 経済と地域社会の発展 2016

2016/3/10 2840地区
日本
2530地区
郡山北

日本
2530地区
郡山

0 10,000 10,000 20,000 199,138 20162016/3/10
GG
1639968 終了

2015 ～
2016

GG奨学金
大澤　瑞帆 経済と地域社会の発展 2016

2016/3/16 伊勢崎 1060地区 イギリス
バーミンガム 500 15,000 15,250 30,750 30,750 20162016/4/15

GG
1641114 終了

2016 ～
2017 VTT 聴覚障害児童 2016

2016/11/29 前橋 3450地区
セルベRC モンゴル 0 16,268 16,268 32,536 32,536 20162016/12/9

GG
1753008 キャンセル

2016 ～
2017

GG奨学金
丹波　小桃 経済と地域社会の発展 2016

2016/11/29 前橋東 1080地区 イギリス 300 15,000 15,150 30,450 30,450 20162016/12/26
GG
1755606 終了

2016 ～
2017 超音波エコー装置 疾病予防と治療 2017

2017/2/17 伊勢崎 バンコク南 タイ 500 10,000 10,250 20,750 54,716 20172017/2/17
GG
1752529 終了

2016 ～
2017 AED及び研修 疾病予防と治療 2017

2017/2/24 桐生西
3800地区
マンダルヤング フィリピン 2,000 5,000 6,000 13,000 43,000 20172017/2/24

GG
1751693 キャンセル

2016 ～
2017 VTT 疾病予防と治療 2017

2017/3/13 沼田
3280地区
マドラブRC バングラデシュ 500 41,422 41,672 83,594 83,744 20172017/3/13

GG
1754234 キャンセル

2017 ～
2018

Disease prevention
and trestment in the
area of Nan Province

疾病予防と治療 2017
2017/9/10 沼田

3360地区
マドラブRC タイ 12,280 20,500 26,294 59,074 58,594 GG

1759448 終了

2017 ～
2018

障害者用
キッチンプロジェクト 経済と地域社会の発展 2017

2017/10/26 桐生西
3800･3830地区
MandaluyongRC
MakatiRC

フィリピン 2,000 10,000 11,000 23,000 96,150 20172017/10/26
GG
1863140 終了

2018 ～
2019

Home-Visit mobile
bathing car service 
for Hospice Home Care
and Bedridden patients

疾病予防と治療 2018
2018/3/11 桐生西

3800地区
Mandaluyong等 フィリピン 500 11,000 11,250 22,750 48,501 20182018/3/12

GG
1869611 キャンセル

2017 ～
2018

Maternal Health 
and Child Care 
Warriors

母子の健康 2018
2018/3/11 桐生西

3800地区
Mandaluyong等 フィリピン 500 11,000 11,250 22,750 48,501 20182018/3/12

GG
1869611 キャンセル

2018 ～
2019 VTT 聴覚障害児童 2016

2016/11/29 前橋
3450地区
セルペRC モンゴル 0 26,500 26,500 53,000 53,000 20182018/11/4

GG
1870900 終了

2018 ～
2019

Apheresis
Machine Donation 疾病予防と治療 2018

2018/3/11 伊勢崎
3780地区
San Francisco
delmonte

フィリピン 0 20,000 20,000 40,000 93,000 20192018/1/7
GG
1979570 終了

2018 ～
2019

Dumagat Tribe
Peppercorn
Livelihood Project

経済と地域社会の発展 2018
2018/7/12 桐生西

3800地区
Mandaluyong等 フィリピン 500 11,000 11,250 22,750 51,050 20182018/7/12

GG
1977308 キャンセル

2018 ～
2019

Supprt for the multi-
cultural on their eff orts
to local society's development

経済と地域社会の発展
基本的教育と識字率向上

2018
2018/7/12 太田

3680地区
New　Daejeon 韓国 2,000 3,123 4,123 9,246 43,246 20192018/1/9

GG
1977308 キャンセル

2018 ～
2019 VTT 疾病予防と治療 2019

2017/1/29 沼田
3280地区
マドラブRC バングラデシュ 630 41,422 41,722 83,774 83,774 20192019/1/30

GG
1754234 キャンセル

2018 ～
2019

VEHICLE FOR 
COLLECTING BLOOD 疾病予防と治療 2019

2022/3/12
富岡かぶ
ら

3420地区
Bali Taman インドネシア 500 17,125 17,125 34,750 35,275 20192022/4/5

GG
1985635 終了

2019 ～
2020

GG奨学金
赤羽　宏基 母子の健康 2019

2020/6/26 藤岡
1120地区
Oripington
Crofton　RC

イギリス 0 30,000 30,000 60,000 60,000 20192019/6/28
GG
1986031 終了

2019 ～
2020

Warm Hearts Rehabilitation and 
Physical Therapy Clinic at Nong Pa 
Khrang Municipality

疾病予防と治療 2019
2020/6/10 高崎東

3360地区
チェンマイRC タイ 0 2,500 2,500 5,000 36,254 20192019/6/12

GG
2091980 終了

2019 ～
2020

Medical and Dental Equipment for 
the Rural Heatlh Center of Lubang 
Island

疾病予防と治療 2019
2017/1/29 大泉

3810地区
マニラプレミア
ムRC

フィリピン 0 26,250 26,250 52,500 75,000 20192019/11/1
GG
2095831 終了

2019 ～
2020

Hepatitis C Elimination In Yuanzhang 
and Shuilin 疾病予防と治療 2020

2020/5/15 高崎北
3521地区
台北キャピタル
RC

台湾 0 2,250 2,250 4,500 75,100 20202020/5/15
GG
2095592 終了

2019 ～
2020

Rotary Face Shield Project against 
COVID19 疾病予防と治療 2020

2020/6/16 2840地区 2760地区
フィリピン
ブラジル
ペルー
マレーシア

0 15,000 15,000 30,000 188,016 20202020/6/16
GG
2012088 終了

2020 ～
2021 Safe Water Garden Indonesia 水と衛生 2021

2021/2/18 2840地区 2760地区 インドネシア 0 3,000 3,000 6,000 45,000 20212021/2/18
GG
2121887 終了

2021 ～
2022

Prevent COVID-19 Potable Drinking 
Water and Improvement of Sanitation 
of Public Schools in Pulilan

疾病予防と治療
水と衛生

2021
2021/4/20 桐生

3770地区
Pulilan Royales 
RC

フィリピン 0 19,620 15,696 35,316 42,240 20212021/3/15
GG
2125050

最終承認待
ち

2021 ～
2024

GG奨学生
秋葉光恵 平和構築と紛争予防 2021

2021/5/12 前橋
1120地区 
BromleyRC イギリス 0 50,000 50,000 100,000 100,000 20212021/2/10

GG
2126409 活動中

2021 ～
2023

GG奨学生
中村翔陽 環境 2021

2021/8/19
高崎シン
フォニー

1560地区
Wageningen RC オランダ 0 30,000 24,000 54,000 54,000 20212021/1/20

GG
2128478 活動中

2021 ～
2022

Pun Suk Center for Palliative and 
Long-term Cares at  Mae Wang 
Hospital

疾病予防と治療 2021
2021/10/19 高崎東

3360地区
チェンマイRC タイ 0 7,000 5,600 12,600 40,000 20212021/10/14

GG
2126883 終了
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会員組織強化委員会
委員長 竹内　正幸（太田RC） 委　員 金谷　光明（太田西RC）
副委員長 森　　末廣（桐生RC） 委　員 飯田　知義（大泉RC）
委　員 富岡　政明（前橋北RC） 委　員 島　　正一（渋川みどりRC）
委　員 須永　博之（桐生RC） 委　員 三好　建正（安中RC）
委　員 田島　正広（群馬境RC） 担当副幹事 戸部　聖之（沼田RC）
委　員 清水　英也（高崎東RC）

　2005年DLP（地区リーダーシップ）からCLP（クラブリーダーシップ）への移行に伴いこれ
までの会員増強委員会より会員組織強化委員会と名称が変わりました。クラブ基盤の確立、
そして元気なクラブ作りが目標であります。
　ここ３年余り新型コロナウイルス感染症により会員増強、クラブ事業等ロータリー活動
が停滞しました。元の形に戻すには、全会員のロータリーへの理解とクラブリーダーの努
力が不可欠であります。楽しく元気なクラブは会員増強ができる、そんなクラブを目指し
てロータリー活動に邁進しましょう。
　委員にはガバナー補佐８名をお願いしております。年４回のクラブ訪問が儀礼的なもの
ではなく、クラブの実情を把握してクラブ会長、幹事と共に元気なクラブ作りの為のご指
導、ご支援をお願い申し上げます。

【活動目標】
　１．元気なクラブ作りのための支援
　２．各種セミナーへの協力
　３．DEI推進委員会への協力
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DEI推進委員会
アドバイザー 竹内　正幸（太田RC） 委　員 佐藤　貴江（高崎RC）
委員長 望月　和子（前橋RC） 委　員 髙橋　栄江（高崎シンフォニー RC）
副委員長 片貝喜一郎（高崎北RC） 委　員 羽鳥　紫乃（館林RC）
委　員 小中　和子（前橋RC） 委　員 片桐　正人（前橋ローターアクトクラブ）
委　員 金井　　敦（群馬境RC） 担当副幹事 須田　千秋（沼田RC）

　当委員会は、これまでの『女性ネットワーク委員会』を発展的に「DEI推進委員会」に呼
称変更し、これまでの活動成果を踏まえて地区内クラブのDEI推進を支援するものです。
新たに男性会員・ローターアクターが委員会に加わります。

Diversity （多様性）　Equity（公平性）　Inclusion（インクルージョン）

　DEIの推進は、ゴードンR ・マッキナリー RI会長の重点項目であり、保坂ガバナーも
DEIを推進するために、一人一人が「心を解き放つ」必要性を強調しています。
　ロータリーに参加したい人が、誰でも壁や障害を感じることなく受け入れられ、ロータ
リーで得られる機会を存分に享受できる、そんなクラブや地区を目指して現状を評価・改
善していきます。
　2022年度女性会員の割合は、世界では120万人の25％が、日本においては、82276人中7％、
2840地区における割合は、2022年12月末、2048名中165名（８％）で、ほぼ日本の平均強です。
しかし当地区には女性会員のいないクラブもまだありますので、会員組織強化委員会と連
携し、女性会員増強と共に、女性会員のいないクラブがなくなるよう働きかけていきたい
と思います。

活動方針
　１．女性会員に対する意識調査を行う
　 　2840地区では、2016年に女性ネットワーク委員会で女性会員への意識調査を行いま
した。『ロータリーの友』2022年４月号、８月号にも女性会員の特集が掲載されています。
これらの先行調査の結果を踏まえ、今年度改めて、2840地区女性会員に向け意識調査
を行い、課題を抽出します。

　2．DEI推進フォーラムを開催する
　　令和５年11月25日（土）予定
　 　女性会員だけでなく、広く地区・クラブのリーダーの皆様と共にDEI推進について考
える機会とします。詳細につきましては、今後委員会で検討していきます。
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公共イメージ・ICT推進委員会
アドバイザー 足立　　進（前橋東RC）委　員 星野　尚香（桐生南RC）委　員 関井　宏一（館林RC）
委員長 松島　光雄（伊勢崎RC）委　員 高野　佳数（伊勢崎中央RC）委　員 守口　　智（藤岡RC）
副委員長 山谷　良一（伊勢崎中央RC）委　員 天田　朝憲（高崎RC） 担当副幹事 田辺　祐之（沼田RC）
副委員長 前田　　修（前橋RC） 委　員 高野　由博（高崎北RC）
委　員 川口　武志（前橋北RC）委　員 大川　雄巳（太田南RC）

１．委員会の現状認識と活動方針
　　本年度より公共イメージ委員会とICT推進委員会が統合されました。ロータリークラ
ブの奉仕活動の認知度をいかに上げるか、今までも様々な取り組みが行われてきました。
そしてさらなるブランドイメージを高める為にICTと一体化することで情報発信のあり
方を考えていく必要があります。
　　若年層にいかにロータリーを認知させ、興味を抱かせ、行動を共にする仲間を拡げる
か、そのためには地区、クラブ、個々の会員との連携と発信が大切と考えます。

　　公共イメージにおいてマスメディアからSNSまで、どのようなものがあるのか
　　　①上毛新聞および３大紙（地域情報）　　②テレビ（NHK前橋、群馬テレビ）
　　　③FM群馬（ラジオ）　　④Google　Yahoo！　　⑤ホームページ　　⑥Facebook
　　　⑦YouTube　　⑧Twitter　Instagram　　⑨LINE　　等があります。
　　これらの利用年齢層を意識した情報発信をしていく必要があります。
　　クラブの豊富な奉仕活動を、①作成…インパクトのあるコンテンツを作成、②発信…
地区、クラブ、個々の会員が発信、③方法…口コミ、メディア、SNS、広告で告知する
　　広報活動は発信する内容のコンテンツ作成が非常に重要です。一瞬でイメージできる
写真や動画は訴求力があります。若年層に届く公共イメージに取り組んでいきます。
　　マイロータリー登録推進はクラブにおいて目標を設定していただき、その達成を支援
する、そして豊富な情報の活用事例について発信していきます。

２．委員会事業計画
　①　ロータリーデーにメディアを巻き込み公共イメージアップを図る
　②　マイロータリー登録推進を更に進める、100％達成クラブを増やす
　③　奉仕活動を広く発信するためにホームページを充実、そして広報動画を作成する
　④　クラブのホームページ充実の為に地区として統一規格のテンプレートを用意する
　⑤　マスメディアへの情報提供窓口として地区各委員会・各クラブと連携する

３．事業予算書
収入の部 支出の部

公共イメージ振興基金 1,440,000円 ヤフースマホPR広告 660,000円
委員会費 100,000円 上毛新聞PR広告 440,000円

奉仕活動PRページ作成 88,000円
PR動画作成 275,000円
クラブ用テンプレート 55,000円
活動予備費 22,000円

合計 1,540,000円 合計 1,540,000円
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国際大会推進委員会
委員長 小森谷　剛（高崎北RC） 委　員 清水　雄至（高崎シンフォニー RC）
委　員 栗原　智久（伊勢崎中央RC） 委　員 横手　誠二（渋川RC）
委　員 新野　宏之（高崎北RC） 担当副幹事 西田俊太郎（沼田RC）

１．委員会活動の現状認識
　　ロータリー国際大会は、各クラブ所属のロータリアンが直接参加できる唯一のRIの
事業であります。しかし、現状では地区全体としても、各クラブにおいても参加の機運
は余り盛り上がっているとは言えない。
　　新型コロナによる入国の制限が世界的に緩和されている中にあって再度、直接交流の
機会が得られつつある。

２．委員会事業計画
　　国際大会参加のメリット
　　・著名な講演者や分科会を通じて、新しいアイデアや違った視点を学び、新しいスキ

ルを身につける。
　　・友愛の家で、ロータリーが世界中で行っている活動を学びながら、旧友と再会し、

新しい友人をつくる。
　　・ロータリーの最新情報、新しいアイデア、活動方法について学ぶ。
　　・シンガポールの文化に直接触れ、地区やクラブの仲間と共に日常とは違った刺激を

得る。
　　等を地区会員に理解していただくよう、広報活動を行う。

３．目　　標
　　クラブ単独で国際大会参加の企画が困難なクラブの受け皿として、地区主催の国際大
会参加ツアーを企画する。また、地区ナイトのみの参加、観光のみの参加などが可能な
オプションの準備も検討する。
　　国際大会登録、地区ナイト参加者数50名を目標とする。

４．タイムスケジュール
６月 ８月 ９月 12月 ２月 ３月 ５月 ６月

国際大会登録
　特別プロモーション割引 ●
　早期登録による割引 ●
　特別割引料金が適用される最終日 ● ●
　事前登録による割引の最終日 ●
　オンライン登録の最終日 ●
地区ツアー計画の策定 ○
ガバナー月信へ地区ツアー計画の告知 ○
ガバナー月信へ過年度参加者の報告記事掲載 ○ ○ ○
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６月 ８月 ９月 12月 ２月 ３月 ５月 ６月
各クラブへの参加要請 ○
参加予定者の集計、再依頼 ○
参加予定者への説明会開催 ○
参加報告会の開催 ○
※委員会開催（６月、７月、９月、12月、２月、４月）
※●は詳細未定

５．計画と参加実績
年　　度 開催都市 目　標 実　績

2018-19 宮内年度 ハンブルグ 50 45
2019-20 森田年度 ホノルル 50 バーチャル開催
2020-21 山田年度 台北 50 バーチャル開催
2021-22 足立年度 ヒューストン 50 バーチャル開催
2022-23 中野年度 メルボルン 50 計画中
2023-24 保坂年度 シンガポール 50
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職業奉仕・国際奉仕・地域社会奉仕委員会
委員長 春山　和久（渋川みどりRC） 委　員 淡島　信二（高崎セントラルRC）
副委員長 内藤　賢治（高崎北RC） 委　員 長　　克優（藤岡RC）
委　員 島田　　渉（前橋南RC） 担当副幹事 深津　卓也（沼田RC）
委　員 花井　好機（高崎南RC）

１．委員会活動方針
　　2023－2024年度地区活動指針は、奉仕プロジェクトの一翼を担う当委員会において
は次の通りです。

　　奉仕プロジェクト
　「職業奉仕・国際奉仕・地域社会奉仕委員会」と「青少年奉仕部門」で構成されていま
す。これら委員会はロータリー財団委員会の「地区補助金委員会」・「グローバル補助
金委員会」との連携を深め、ロータリーの原点である奉仕活動を更に大きく発展させ
るために仕組みづくりを進めます。職業奉仕ではロータリーにおける職業奉仕につい
て、会員がその歴史や意義・価値を認識できるよう支援します。社会奉仕では各クラ
ブの各種奉仕事業を支え、情報交換や情報発信を行います。国際奉仕ではクラブや地
区が多様な奉仕活動が出来るよう支援を行います。

　　上記の通りとなりますが、その中でガバナーの意向を踏まえ、よりテーマに集中した
活動を効果的に行います。

２．委員会事業計画
　⑴　クラブ活性化ワークショップ
　　　前年度に引き続きクラブ活性化ワークショップが実施され、奉仕部門がテーマとさ

れた場合、動員があれば当委員会も参加、協力して行きます。
　⑵　ロータリーデー
　　　2024年２月23日の創立記念日をロータリーデーとし、全クラブが一体となった「環

境保全」を目的とした活動が計画されおり、その様子を後日地区としてとりまとめ
ることが予定されています。

　　　そこで、当委員会においても上記活動への参加、協力を行います。
　　　また、当日その一環として講師をお招きして、「環境保全」と「平和」をテーマに講

演会を計画しています。
　⑶　アンケートの実施
　　　各クラブ過去３年間の奉仕実績のアンケートを取り公開します。ロータリーの原点

である奉仕活動を更に発展させるため、自クラブはもとより他クラブの奉仕活動へ
の良い刺激となるよう発信します。

　⑷　その他、ガバナーの方針を踏まえた活動
　　　当委員会の事業は、当該年度ガバナーの方針を踏まえて計画されています。そこで

上記の他、ガバナーの方針、意向を元に適宜事業計画を検討していきます。
３．目　　標
　　ガバナーの意向を踏まえ、地区幹事や他委員会と連携し、ロータリーの原点である奉
仕活動の更なる発展のため、当委員会にできることを検討していきます。
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青少年交換委員会
委員長 吉井　宏文（高崎RC） 委　員 原　　精一（館林ミレニアムRC）
副委員長 樋口　哲雄（高崎北RC） 委　員 櫻井　正晴（安中RC）
委　員 岸　　慈音（伊勢崎RC） 担当副幹事 南雲　達也（沼田RC）
委　員 石原　慎二（伊勢崎中央RC）

　コロナウイルス感染症の扱いが５類と季節性インフルエンザと同様になり、海外渡航も
ようやくコロナ前に戻ろうとしております。
　2023年７月より派遣を再開する地区もありますが、2022年から募集し2023年７月から
活動を再開する地区が多いようです。
　当地区も昨年から、募集実績のある高校担当者と連絡を取り各学校の希望者や交換事業
へ対応可能状況を伺う等の準備を進めておりました。また、交換実績のあるオレゴン州と
テキサス州の青少年交換担当者からは2023年より事業再開する旨の連絡をいただいてい
ます。

　2023年７月保坂ガバナー年度より募集を再開すべく以下の活動を開始する予定です。
　・2023年５月に過去募集実績のある高校へ募集再開の挨拶。
　・2023年７月より青少年交換委員会の対面開催とROTEXへの連絡
　・2023年10月に応募者選考会
　・2024年７月より交換開始

　事業予算書

収入の部 支出の部

委員会活動費収入 100,000円 委員会活動費 100,000円
事業費収入 800,000円 募集活動費 800,000円

合計 900,000円 合計 900,000円
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※新型コロナウイルス感染症の世界的拡大により2020年３月早期帰国

※2020-2021年度より新型コロナウイルス感染症の世界的拡大により青少年交換事業は一時中止となっております。
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インターアクト委員会
委員長 河内　良範（桐生西RC） 委　員 関口　知義（前橋RC）
副委員長 横尾　通世（高崎東RC） 担当副幹事 天野　純一（沼田RC）

１．委員会活動の現状認識
　　インターアクトクラブとは、12歳から18歳の青少年が、ボランティア活動や海外の
インターアクト会員との交流を通じて視野を広げ、国際感覚を養っています。ロータリー
クラブの支援を受けて設立されるインターアクトクラブでは、仲間と一緒に活動しロー
タリーの「超我の奉仕」を学び、行動力を身につけます。インターアクターは、ロータリー
クラブからの指導と支援を受け、プロジェクトを実施し、リーダーシップを養います。
　　地区内にある16のインターアクトクラブに対し、適切な助言と支援を行い青少年の
健全育成に努めます。また、提唱クラブのロータリアンには学校側との関係性や連絡を
密にして頂き、今現在も活動の自粛や制限をされている中で躍動しているインターアク
ターに安全でより良い機会や環境の提供をお願いします。
　　５月以降、新型コロナウイルス感染症対策が緩和されます。これを機にインターアク
ターと共に新しい事業も考察していきたいと考えています。ご支援そしてご理解ご協力
をお願いいたします。

２．委員会事業計画
　①インターアクト年次大会
　　テーマ：日本の古典芸能から現代に活用できる会話術を学ぼう（仮）
　　日　時：７月23日（日）　９時開場
　　会　場：みどり市ながめ公園　ながめ余興場

　②国際交流事業
　　台湾研修　未定
　　台湾学生受入事業　未定
　　新潟2560地区と合同事業の為、要協議

３．目　　標
　　定款に掲げられた９の目標を理解し、世界中の若者とより広く理解及び親善を作り出
す機会の提供をするものとする。
　⑴　建設的な指導力を養成し、自己の完成を図ること。
　⑵　他人に対する思いやりと、他人の力になる心構えを奨励し、これを実践すること。
　⑶　家庭と家族の重要性に対する認識を涵養（かんよう）すること。
　⑷　個人の価値を認める考え方に立脚して、他人の権利を尊重する観念を養うこと。
　⑸ 　 個人的成功の為にも、地域社会の改善の為にも、更には団体としての業績を上げる

為にも、各人が責任を負うことがその基本であると強調すること。
　⑹　自己能力の開発、時間管理、個人の資金管理などの生活力を養うこと。
　⑺　 全ての有用な職業は社会に奉仕する機会であるとして、その品位と価値を認識する

こと。
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　⑻　地域社会、国家及び世界の問題についての知識と理解を深める機会を提供すること。
　⑼ 　 国際理解と全人類に対する善意を増進する為に、個人として、また団体として進む

べき道を切り開くこと。

４．タイムスケジュール
　2023年４月　委員会開催（顔合わせ・年次大会確認）
　2023年６月　委員会開催（年次大会確認・台湾研修確認）
　2023年11月　第2560地区合同台湾研修打合せ
　2024年２月　台湾研修オリエンテーション

５．事業予算書
収入の部 支出の部

インターアクト振興資金 2,600,000円 年次大会開催費 750,000円
インターアクト年次大会協力金 150,000円 台湾研修訪問費 940,000円
　 　 台湾研修受入費 970,000円
　 　 予備費 90,000円

合計 2,750,000円 合計 2,750,000円

６．提唱クラブ及び学校名
提唱クラブ 学　　　校　　　名

１ 前橋RC 前橋育英高等学校 
２ 前橋西RC 群馬県立前橋商業高等学校
３ 前橋東RC 共愛学園高等学校
４ 前橋南RC クラーク記念国際高校前橋キャンパス 
５ 桐生RC 桐生第一高等学校
６ 桐生南RC 明照学園樹徳高等学校
７ 桐生西RC 群馬県立大間々高等学校
８ 伊勢崎南RC 伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校
９ 高崎南RC 高崎商科大学附属高等学校
10 高崎東RC 高崎健康福祉大学高崎高等学校
11 高崎RC 高崎市立高崎経済大学附属高等学校
12 太田RC 太田市立太田高等学校
13 新田RC 群馬県立新田暁高等学校
14 館林RC 群馬県立館林高等学校
15 沼田RC 利根沼田学校組合立利根商業高等学校
16 安中RC 新島学園中学校高等学校
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ＲＹＬＡ・学友委員会
委員長 薄井　正幸（渋川RC） 委　員 小澤　健一（高崎RC）
副委員長 小口　有高（前橋RC） 担当副幹事 西田俊太郎（沼田RC）

１．RYLA及び学友とは
　⑴　RYLAについて
　　　Rotary Youth Leadership Award（RYLA）とは、14歳から30歳までの青少年を対象とし

た集中的な指導力育成プログラムのことをいいます。日本語では「ロータリー指導者
育成プログラム」と訳されています。

　　　このプログラムは、ロータリーが、青少年に対してリーダーシップスキルを開発す
る研鑽の場を提供し、地域社会に良い変化をもたらす人材を育成することを目的とし
ます。また、プログラムを通して青少年にロータリーの奉仕の精神を浸透させ、生涯
にわたって奉仕の取り組みを行うようになるきっかけにもなります。

　　　さらに、青少年に未来を切り開く力を与えるプログラムを行うことは、ロータリー
の青少年奉仕の実践となります。

　　　当地区の近年の実施プログラムの内容は、第３項のとおりです。
　⑵　学友について
　　　2015―2016年度にRIの学友の定義が拡がり、ロータリーの学友には、インターア

クト、ローターアクト、青少年交換、国際親善奨学生、米山奨学生、グローバル補
助金による奨学生、GSE、職業研修チーム、RYLA、ロータリー平和フェローを含む、
すべてのロータリープログラム参加者が含まれるようになりました。

　　　当委員会は、学友情報の収集、関係構築と維持を行っております。

２．委員会事業計画
　⑴　RYLAプログラムについて
　　　ホストクラブは渋川ロータリークラブとなります。
　　　本年度のRYLAセミナーは、防災と被災者サポートをテーマに講演とパネルディス

カッションを行いたいと計画しております。
　　　本年は関東大震災から100年の節目の年であり、又地球温暖化の影響もありかつて

経験したことのないような豪雨、土砂崩れ、山火事などの激甚災害が発生する確率が
高くなってきております。さらに自然災害だけでなく人的災害つまり社会の分断や格
差の拡大などの要因による強盗、窃盗、テロなどの増加にも備えなければなりません。
アメリカではすでに暴徒による発電所に対する銃撃事件が発生しております。

　　　RYLAセミナーの参加者は若い人たちですので、これからの人生でいろいろな災害
に遭遇することが考えられます。災害に備えること、さらには被災者になってしまっ
た人たちへのサポートをいかにすべきか、被災地では何が必要とされるのか、私たち
に何ができるのかを考えなければなりません。危機に備えることはリーダーの最も重
要な責務です。次世代リーダーの育成に少しでも役に立つプログラムにしたいと考え
ています。

　　　RYLA研修セミナーの実施日は2024年３月10日（日）、会場は金島ふれあいセンター
（渋川）を予定しております。　新型コロナ感染症の問題も考慮し昨年度同様宿泊のな
い一日セミナーといたします。
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　⑵　学友関係
　　　友情と親睦を奉仕の促進を目的とした、学友会名簿の作成を継続していきます。学

友同士、学友とロータリアンのコミュニケーションを深めて行ければと思います。
　
３．事業予算書

収入の部 支出の部

RYLA活動資金 1,240,000円 研修費 1,240,000円
参加対象者：（ローターアクト、ロータ
リー青少年交換、職業研修チーム、地区
補助金奨学生、米山奨学生、ロータリア
ン、ロータリアンの属する企業の若手社
員、他）

合　　　計 1,240,000円 合　　計 1,240,000円

４．RYLAプログラム実績データ

年度・回数 開催日 会場・ホストRC テーマ

2013-14年度
第13回

（通算33回）

2013年
11月３日㈰
11月４日㈪

赤羽公民館・普済寺
つつじが丘パークイン
館林RC

希望を語ろう
水の問題から見えてくる日本の
事、世界の事

2014-15年度
第14回

（通算34回）

2014年
10月11日㈯
10月12日㈰

はまゆう山荘
高崎セントラルRC 自然の恵みに感謝して生きる

2015-16年度
第15回

（通算35回）

2015年
10月24日㈯
10月25日㈰

赤城青少年自然の家
伊勢崎中央RC

大自然とふれあおう青少年・
IN Mt．赤城

2016-17年度
第16回

（通算36回）

2016年
10月１日㈯
10月２日㈰

川場村文化会館
なかのビレッジ
沼田中央RC

共に学ぼう、語ろう、今を未来
を世界にin星降る山紫水明の地
利根沼田

2017-18年度
第17回

（通算37回）

2017年
10月28日㈯
10月29日㈰

妙義グリーンホテル
安中RC

神秘的な妙義山の麓で、自然を
感じ・考え・そして歩こう

2018-19年度
第18回

（通算38回）

2018年
11月３日㈯
11月４日㈰

サンコー 72カントリー
クラブ
高崎RC

ゴルフを学び、大自然を感じ、
生きる力を考え、そして共生
を！

2019-20年度
第19回

（通算39回）

2019年
10月19日㈯
10月20日㈰

上州醐誌神社
鬼石観光ホテル　八塩館
藤岡南RC

Innovation make it happen!
～夢を叶える会議ファシリテー
ター講座～

※2020-21年度及び2021-22年度はコロナによる開催リスクを踏まえ中止
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ローターアクト委員会
委員長 堤　　謙治（高崎北RC） 委　員 今井　朱里（沼田ローターアクトクラブ）
副委員長 唐沢かおり（伊勢崎RC） 担当副幹事 小倉　　仁（沼田 RC）
委　員 荻原　靖規（太田RC）

１．ローターアクトとは
　　現在RID2840内のロータリークラブの中で８クラブがローターアクトクラブを提唱し
ております。
　　「世界に46000以上のクラブと140万人の会員を持ち、様々な奉仕活動を展開するロー
タリー。その中で18歳以上の青年がリーダーシップと専門的なスキルを育みながら楽
しく奉仕活動を行う団体、いわば「ロータリーの青年部」がローターアクトクラブです。
私たち第2840地区ローターアクトは群馬県内に８クラブ合計60余名を擁しロータリア
ンの皆様と共に様々な奉仕活動に取り組んでいます。
　　2022-2023年度地区代表　「片桐正人」　彼の説明がよくわかると思います。

２．委員会事業計画
　　例年のローターアクト会長幹事会に参加し、その後必要があれば随時その方向性を検
討したいです。また昨年度より５年の中期計画を策定しているので、その計画に沿って
行動します。具体的には各ローターアクトクラブの例会に１年に１度委員が参加し、双
方向の意見交換を行い今後クラブが地区行事としてどのように行うかを話し合いたいと
思います。

３．目　　標
　　会員増強として現在の目標は各クラブの人数の１割会員増を目指します。また１月に
行ったウクライナ支援チャリティー講演会などの積極的な奉仕活動を後押ししたいと思
います。
　　またまだ未定ですが３年後に全国ローターアクト研修会が群馬主催で行う可能性があ
ります。
　　（千葉かどちらか）それに対する体制、予算も考えていきたいです。

４．活動予定
　　ローターアクト会長、幹事会（年間５回開催予定）後の開催を目指します。
　　ローターアクトの行事予定　2023-2024年度
　①　会長、幹事会     年間５回
　②　アクトの日     2023年９月　各クラブにて活動
　③　2840地区ロータリークラブ地区大会参加 2023年10月22日（日）
　④　群馬新潟合同行事    群馬主催予定
　⑤　RYLA研修会     2024年３月10日（日）
　⑥　北関東３県合同事業　　　　　
　⑦　第７回地区研修会　　　　　　
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　⑧　第24回地区年次大会　　　　　
　⑨　第36回全国RA研修会     開催地　2024年３月山形
　⑩　地区奉仕プロジェクト
　⑪　関東ブロック研修会     開催地　千葉予定

５．事業予算書

収入の部 支出の部

委員会予算より 負担金 100,000円
ローターアクト振興資金 1,140,000円 （関東ブロック・全国RA）
ローターアクト年次大会協力金 175,000円 地区行事開催費 600,000円
委員会活動費 50,000円 （年次大会・合同例会等）

研修会開催費 100,000円
地区役員活動費 140,000円
会議費 50,000円
印刷費（年次報告書等） 80,000円
役務費 27,000円
年次大会登録料 175,000円
委員会会議費 50,000円
予備費 43,000円

合　　計 1,365,000円 合　　計 1,365,000円

６．実績データ
（2840地区2023年２月１日現在の状況）

クラブ名 提唱RC 会員数 創立年月日

桐生RAC 桐生RC ６名 1969年６月23日

桐生西RAC 桐生西RC ８名 1990年３月２日

太田RAC 太田RC ３名 1971年７月１日

前橋RAC 前橋RC 13名 1970年８月４日

前橋南RAC 前橋南RC ３名 1995年３月10日

伊勢崎RAC 伊勢崎RC ８名 1970年８月６日

高崎北RAC 高崎北RC 11名 1972年６月７日

沼田RAC 沼田RC 11名 1971年10月21日

合　　　計 63名
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米山記念奨学委員会
アドバイザー 竹内　正幸（太田RC） 委　員 島田　光貴（太田RC）
委員長 高沢　克治（伊勢崎中央RC） 委　員 中島　幸彦（太田南RC）
副委員長 川嶋　　潤（前橋東RC） 委　員 矢島　孝昭（館林RC）
副委員長 石井　嘉一（高 崎RC） 委　員 柴﨑　源喜（渋川RC）
委　員 荒川　　優（前橋西RC） 委　員 古賀　直樹（安中RC）
委　員 横山　幸男（前橋中央RC） 委　員 森岡　敦史（富岡中央RC）
委　員 由井　政喜（伊勢崎RC） 委　員 靜　　朋人（碓氷安中RC）
委　員 矢内　良春（伊勢崎南RC） 担当副幹事 西田俊太郎（沼田RC）
委　員 大木　孝之（伊勢崎東RC）

１．委員会活動の現状認識
　　米山記念奨学事業は、国際ロータリーに認められた日本独自の34地区合同の奉仕事業
です。この事業は、ロータリアンから寄せられる寄付金を財源としており、日本で学ぶ
外国人留学生の中から優秀な学生を選考し、奨学金を支給するという事業です。
　　その目的は、単に奨学金を支給するというだけではなく、各クラブに所属してもらい、
ロータリーの奉仕の精神を学び、将来、日本と母国との架け橋となり、また、ロータリー
の良き理解者を育成するということにあります。
　　当地区においては、ここ数年、特別寄付率が全国第一位・二位という優秀な結果であ
り、それは誇るべき実績といえます。お陰様で本年は過去最多の28名の奨学生を支援す
ることができます。
　　今後とも、会員皆様には米山記念奨学事業にご理解とご協力をよろしくお願いいたし
ます。

２．委員会事業計画
　　年間スケジュールに沿って委員会活動を実行する。

３．目　　標
　⑴　米山記念奨学会の活動を通じて、世界の平和、国際理解、社会奉仕を理解する。
　⑵　奨学生を支援しつつ、グローバル的視野で自らも成長してゆく。
　⑶　米山奨学生を過去に受け入れたことのないクラブを一つでも少なくする。
　⑷　地区（米山委員）と各クラブ（米山委員長）との情報交換
　⑸　米山寄付目標額一人当たり16,000円以上
　⑹　地区の特別寄付率90％以上

４．タイムスケジュール
　2023年８月23日（水）　米山指定校説明会
　2023年10月１日（日）　米山記念奨学生カウンセラー研修会
　　　　　　　　　　　 地区米山研修セミナー
　2023年10月22日（日）　地区大会
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　2023年12月２日（土）　米山記念奨学生選考会面接官オリエンテーション
　　　　　　　　　　　米山学友会忘年会
　2024年１月21日（日）　米山記念奨学生選考会
　2024年３月２日（土）　米山記念奨学生終了式・奨学生歓送会
　2024年４月14日（日）　新規米山記念奨学生カウンセラオリエンテーション
　　　　　　　　　　　新規米山記念奨学生オリエンテーション
　　　　　　　　　　　継続米山記念奨学生資格審査面談
　2024年６月15日（土）　米山学友会総会
　　　　　　　　　　　米山記念奨学生指定校選定会議

５．実績データ
　米山記念奨生の受入れ人数　　2021学年度　　26名（新規15名、継続11名）
　　　（2840地区）　　　　　　　2022学年度　　26名（新規19名、継続７名）
　　　　　　　　　　　　　　　2023学年度　　28名（新規18名、継続10名）

　事業予算
収入の部 支出の部
米山記念奨学生振興資金 300,000円 米山梅吉記念館視察研修

バス代、昼食代、保険代
300,000円

合計 300,000円 300,000円
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第2840地区　米山記念奨学生世話クラブ実績一覧
2019学年度 2020学年度 2021学年度 2022学年度 2023学年度

クラブ名 大学名 性別 国名 大学名 性別 国名 大学名 性別 国名 大学名 性別 国名 大学名 性別 国名

前橋 東京福祉大学 女 中　国 群馬大学 女 モンゴル 前橋工科大学 男 モンゴル 群馬大学 女 モンゴル 共愛学園
前橋国際大学 男 インドネシア

前橋西 上武大学 女 ベトナム 上武大学 女 ベトナム 共愛学園
前橋国際大学 男 ベトナム 共愛学園

前橋国際大学 男 ベトナム 群馬大学 女 モンゴル

前橋東 前橋工科大学 男 ベトナム 前橋工科大学 男 ベトナム 群馬大学 女 モンゴル 群馬大学 女 モンゴル 群馬大学 男 エジプト

前橋北 群馬大学 女 中　国 共愛学園
前橋国際大学 女 ベトナム

前橋南 共愛学園
前橋国際大学 男 スウェーデン 群馬大学 女 中　国

前橋中央 中　国 男 カンボジア 高崎経済大学 男 中　国 上武大学 男 バングラデ
シュ 関東学園大学 女 ベトナム

桐生 群馬大学 男 中　国 群馬大学 女 中　国 群馬大学 女 中　国 群馬大学 女 中　国 群馬大学 女 中　国

桐生南 群馬大学 女 モンゴル 群馬大学 男 モンゴル 群馬大学 男 ベトナム 群馬大学 男 ベトナム

桐生西
群馬大学 男 ベトナム 群馬大学 女 モンゴル 群馬大学 女 モンゴル 群馬大学 男 ベトナム 群馬大学 女 ベトナム

桐生赤城
群馬大学 女 カンボジア 群馬大学 女 カンボジア 群馬大学 男 カンボジア 群馬大学 男 中　国 群馬大学 男 中　国

群馬大学 男 ベトナム

伊勢崎 東京福祉大学 女 ガーナ 共愛学園
前橋国際大学 女 中　国 上武大学 女 ベトナム 上武大学 女 ベトナム 共愛学園

前橋国際大学 男 ネパール

群馬境 関東学園大学 男 インドネシア 上武大学 男 ベトナム 上武大学 男 ベトナム 共愛学園
前橋国際大学 男 ブラジル 共愛学園

前橋国際大学 男 ブラジル

伊勢崎中央 関東学園大学 男 ネパール 上武大学 女 ベトナム 上武大学 女 ベトナム 関東学園大学 男 スリランカ 関東学園大学 女 ベトナム

伊勢崎南 群馬大学 男 コートジボ
ワール 群馬大学 男 コートジボ

ワール 関東学園大学 女 ベトナム 関東学園大学 女 ベトナム

伊勢崎東 群馬大学 男 ベトナム 群馬大学 男 ベトナム 群馬大学 男 インドネシア 群馬大学 男 インドネシア

高崎 群馬大学 女 中　国 高崎経済大学 女 中　国 高崎経済大学 女 中　国 上武大学 女 中　国

高崎南

高崎北 高崎経済大学 女 ベトナム 高崎経済大学 女 ベトナム 東洋大学 女 中　国 高崎経済大学 男 中　国 高崎経済大学 男 中　国

高崎東 高崎経済大学 女 ベトナム 高崎経済大学 女 ミャンマー 高崎経済大学 女 ミャンマー 高崎経済大学 女 中　国 高崎経済大学 女 中　国

高崎シンフォニー 東京福祉大学 女 中　国 東京福祉大学 女 中　国 高崎商科大学 女 中　国 高崎経済大学 女 中　国 高崎経済大学 女 中　国

高崎セントラル 高崎商科大学 女 マレーシア

太田 関東学園大学 女 ネパール 関東学園大学 女 ネパール 群馬大学 女 モンゴル 関東学園大学 男 モンゴル 関東学園大学 男 モンゴル

太田西 関東学園大学 男 モンゴル

太田南

新田

太田中央 関東学園大学 男 インドネシア 関東学園大学 男 インドネシア

館林 東洋大学 女 中　国 東洋大学 男 中　国 東洋大学 男 中　国 関東学園大学 女 モンゴル

大泉 関東学園大学 女 スリランカ

館林西 東洋大学 女 インドネシア 東洋大学 女 インドネシア

館林東

館林ミレニアム 関東学園大学 女 インドネシア 関東学園大学 女 インドネシア

渋川

沼田 高崎経済大学 女 中　国

草津

中之条

沼田中央 高崎経済大学 男 マレーシア

渋川みどり 高崎経済大学 女 ベトナム 高崎商科大学 女 中　国 上武大学 男 ベトナム

富岡 高崎商科大学 女 ベトナム 高崎経済大学 女 ベトナム 高崎経済大学 女 ベトナム 高崎経済大学 男 韓　国 高崎経済大学 男 韓　国

藤岡 高崎商科大学 女 中　国 高崎経済大学 女 中　国 高崎経済大学 男 中　国 上武大学 女 中　国

安中 高崎経済大学 男 カンボジア 高崎経済大学 男 カンボジア 高崎経済大学 男 韓　国 高崎経済大学 男 韓　国 上武大学 女 ベトナム

藤岡北 高崎経済大学 女 韓　国

富岡中央 高崎経済大学 女 台　湾 高崎経済大学 女 ベトナム 高崎経済大学 女 ベトナム 上武大学 女 ベトナム 上武大学 女 ベトナム

碓氷安中

藤岡南

富岡かぶら 高崎経済大学 女 ベトナム 高崎経済大学 女 ベトナム 高崎経済大学 女 中　国 高崎経済大学 女 中　国 高崎経済大学 女 中　国
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2023-2024年度　地区主要行事予定表

日　　付 時 間 帯 項　　　　　　　目 場　　　所

2022年 10月 17（月） 17 ～ 第１回ガバナー補佐会議 田園プラザホテル

11月 15（火） 19 ～ 第２回ガバナー補佐会議 Zoom

30（水） 19 ～ 第３回ガバナー補佐会議 Zoom

12月 11（日） 13 ～ 第１回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議 前橋商工会議所会館

17（土） 17 ～ 保坂ガバナーエレクト激励会（中野年度主催） ロイヤルチェスター前橋

2023年1月 8（日）~12（木） 国際協議会 オーランド（フロリダ州）

2月   1（水） 国際ロータリー研修会 国際ロータリー日本事務局

  8（水） 15 ～ 第１回地区研修・管理運営委員会 前橋問屋センター会館

18（土） 第３回ガバナー諮問委員会・GE報告（中野年度主催） 前橋商工会議所会館

18（土） 13 ～ 地区チーム研修セミナー 前橋商工会議所会館

3月 11（土） 10 ～ 会長エレクト・次年度幹事研修セミナー（PETS・SETＳ） 前橋商工会議所会館

4月   9（日） 13 ～ 第２回地区研修・管理運営委員会 前橋問屋センター会館

  9（日） 14 ～ 第２回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋問屋センター会館

5月 16（火） 14:30 ～ クラブ管理運営セミナー 前橋問屋センター会館

21（日） 終日 地区研修・協議会　式典 ホテルベラヴィータ

27（土）~31（水） 国際大会　 メルボルン

6月 17（土） 午後 第４回ガバナー諮問委員会（中野年度主催） ロイヤルチェスター前橋

17（土） 午後 現新地区役員合同連絡会議（中野年度主催） ロイヤルチェスター前橋

20（火） 15 ～ 第３回地区研修・管理運営委員会 前橋問屋センター会館

7月   1（土） 保坂ガバナー事務所開設

16（日） 10:30 ～ 第１回ガバナー諮問委員会 音羽倶楽部

23（日） インターアクト年次大会 ながめ余興場

8月   6（日） 13 ～ ＲＬＩディスカッションリーダー研修会 前橋問屋センター会館

23（水） 13 ～ 米山指定校説明会 前橋問屋センター会館

26（土） ロータリー野球大会　開会式　 前橋桃ノ木川グランド

27（日） 13:30 ～ クラブ活性化ワークショップ 前橋商工会議所会館

9月   3（日） 地区大会記念ゴルフ大会 伊香保国際カンツリークラブ

10（日） 午前 第２回ガバナー諮問委員会 前橋商工会議所会館

10（日） 午後 第３回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋商工会議所会館

17（日） 午前 ロータリー財団補助金管理セミナー Gメッセ群馬

23（土・祝） ロータリー野球大会　第２日目　 前橋桃ノ木川グランド

24（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅠ 前橋問屋センター会館

30（土） ロータリー野球大会　予備日　 前橋桃ノ木川グランド

10月   1（日） 午前 米山記念奨学生カウンセラー研修会 前橋問屋センター会館

  1（日） 午後 地区米山研修セミナー 前橋問屋センター会館

  8（日） 青少年交換派遣学生選考会 前橋問屋センター会館

15（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅡ 前橋問屋センター会館
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日　　付 時 間 帯 項　　　　　　　目 場　　　所

10月 21（土） 午後 地区リーダーシップセミナー ホテルベラヴィータ

21（土） 夜 ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 ホテルベラヴィータ

22（日） 終日 地区大会　式典 利根沼田文化会館

22（日） 夜 地区大会　懇親会 ホテルベラヴィータ

11月   4（土） ロータリー野球大会　閉会式　 前橋桃ノ木川グランド

19（日） 青少年交換第１回派遣候補生オリエンテーション

25（土） ＤＥＩフォーラム

26（日） 終日 ＲＬＩセミナー　PartⅢ 前橋問屋センター会館

12月   2（土） 午後 米山記念奨学生選考会面接官オリエンテーション ホテルメトロポリタン高崎

  2（土） 夕方 米山学友会忘年会 ホテルメトロポリタン高崎

  9（土） 森ガバナーエレクト壮行会 ロイヤルチェスター前橋

2024年1月 7（日）～ 11（木） 国際協議会（森ガバナーエレクト参加） オーランド（フロリダ州）

21（日） 終日 米山記念奨学生選考会 前橋問屋センター会館

2月 17（土） 第３回ガバナー諮問委員会・GE報告会 前橋商工会議所会館

23（金･祝） 午後 ロータリーデー　

3月   2（土） 午後 米山記念奨学生修了式・歓送会 ホテルメトロポリタン高崎

10（日） RYLA研修セミナー 金島ふれあいセンター

16（土） 終日 会長エレクト・次年度幹事研修セミナー（森年度） 桐生商工会議所

23（土） 午後 新会員セミナー 前橋問屋センター会館

インターアクト海外研修４日間

4月 13（土） 地区補助金最終審査会

14（日） 午前 新規米山記念奨学生カウンセラーセミナー・オリエンテーション 前橋問屋センター会館

14（日） 午後 新規米山記念奨学生オリエンテーション 前橋問屋センター会館

14（日） 午後 米山記念奨学生資格面談 前橋問屋センター会館

インターアクト海外台湾受入れ２日間

青少年交換ホストクラブ第１回オリエンテーション

5月 19（日） 終日 地区研修・協議会（森年度） 桐生市民文化会館

25（土）～ 29（水） 国際大会 シンガポール

6月 15（土） 米山学友会総会 ホテルメトロポリタン高崎

15（土） 米山記念奨学生指定校選定会議 ホテルメトロポリタン高崎

22（土） 午後 第４回ガバナー諮問委員会 ロイヤルチェスター前橋

22（土） 午後 現新地区役員合同連絡会議 ロイヤルチェスター前橋

青少年交換受入学生歓迎会・夏季交換学生歓迎会

2023-2024年度　地区主要行事予定表
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2023-2024年度　周年行事予定クラブ

年 月 日 曜日 周年 ク ラ ブ 名 場　　　　所
2023 11 11 土 70 前橋ＲＣ 前橋商工会議所会館

2024 3 9 土 30 富岡中央RC ホテルアミューズ富岡

2024 3 30 土 70 高崎RC 高崎芸術劇場・ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ高崎

2024 4 6 土 70 伊勢崎RC 伊勢崎プリオパレス

2024 4 6 土 25 高崎ｾﾝﾄﾗﾙRC ホテルグランビュー高崎

2024 4 13 土 30 前橋中央RC ロイヤルチェスター前橋

2024 4 20 土 60 藤岡RC みかぼみらい館

2024 4 29 祝･月 30 渋川みどりRC プレヴェール渋川

2024 5 18 土 60 前橋西RC 臨江閣

2024 5 40 館林東RC

2024 6 30 伊勢崎東RC 伊勢崎プリオパレス

2023-2024年度　ＩＭ開催予定表

年 月 日 曜日 分　　　区 場　　所
第１分区

第２分区Ａ

第２分区Ｂ

第３分区

第４分区Ａ

第４分区Ｂ

第５分区

第６分区
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国際ロータリー第2840地区　2023-2024年度
ガバナー公式訪問要領

１．訪問方式
　　単独クラブ訪問とします。訪問時はガバナー、ガバナー補佐、代表地区幹事または担
当副幹事の３～４名が訪問します。

２．公式訪問前のクラブ協議会
　　公式訪問の2週間前までに、ガバナー補佐が所管のクラブを訪問し、クラブ役員との
協議会を実施します。協議会では各クラブの現状や課題、地区運営に関する要望等につ
いて協議し、その結果を公式訪問実施までにガバナー事務所に報告をお願いいたします。

３．公式訪問の進め方
　⑴　クラブ役員・地区出向者との懇談会：例会開始前60 ～ 80分程度、会長・幹事・会

長エレクトなどのクラブ役員、各委員長、新会員、ローターアクト・インターアク
ト提唱クラブの場合はクラブ会長（IACの場合は顧問教師も）を交えて懇談会を実施
します。会員増強やクラブ運営、公共イメージなどについて懇談します。

　⑵　例会：ガバナースピーチに25分程度の時間を頂くようお願いします。プロジェク
ターやスクリーンのご用意をお願いします。

４．その他
　　各クラブは現況報告書（５部）を８月31日までにガバナー事務所に提出してください。
9月10日以前に訪問が予定されているクラブは仮報告書で結構ですので、訪問2週間前
までに提出をお願いします。
　　なお対面方式を原則としますが新型コロナウイルス感染症の状況などにより、オンラ
イン等のバーチャルで行う場合もありますのでご了承ください。
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第2840地区　2023̶2024年度　ガバナー公式訪問日程表
2023年８月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
太田
（第4分区A）

20 21 22 23 24 25 26
前橋
（第1分区）

前橋東
（第1分区）

27 28 29 30 31
安中
（第6分区）

2023年９月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2

3 4 5 6 7 8 9
伊勢崎東
（第2分区B）

館林ミレニアム
（第4分区B）

10 11 12 13 14 15 16
桐生南
（第２分区A)

沼田中央
（第５分区）

藤岡南
（第6分区）

17 18 19 20 21 22 23
館林西
（第４分区B）

藤岡
（第6分区）

24 25 26 27 28 29 30
桐生
（第2分区A）

渋川みどり
（第5分区）

富岡
（第６分区）
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2023年10月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5 6 7
群馬境
（第2分区B)

8 9 10 11 12 13 14
中之条
（第5分区）

渋川
（第5分区）

桐生西
（第2分区A）

15 16 17 18 19 20 21
高崎
（第3分区）

伊勢崎
（第2分区B）

22 23 24 25 26 27 28
高崎セントラル
（第3分区）

伊勢崎中央
（第2分区B）

29 30 31
富岡かぶら
（第6分区）

2023年11月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4
前橋中央
（第1分区）

5 6 7 8 9 10 11
前橋南
（第1分区）

高崎シンフォニー
（第3分区）

12 13 14 15 16 17 18
桐生赤城
（第2分区A）

草津温泉
（第5分区）

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30
館林東
（第4分区B）

高崎東
（第3分区）
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2023年12月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2

3 4 5 6 7 8 9
伊勢崎南
（第2分区B）

大泉
（第4分区B）

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

2024年１月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
富岡中央
（第6分区）

21 22 23 24 25 26 27
太田南
（第4分区A）

高崎北
（第3分区）

前橋西
（第1分区）

28 29 30 31
新田
（第4分区A）
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2024年２月

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3
館林
（第４分区B）

4 5 6 7 8 9 10
藤岡北
（第6分区）

太田西
（第4分区A）

太田中央
（第4分区A）

11 12 13 14 15 16 17
高崎南
（第3分区）

18 19 20 21 22 23 24
前橋北
（第1分区）

碓氷安中
（第6分区）

25 26 27 28 29
沼田
（第5分区）
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歴代国際ロータリー会長・テーマ一覧
年　度 Ｒ Ｉ 会 長 出 身 地 テ　　ー　　マ 国際大会

開 催 地

2000-01 フランク J. デプリン メ キ シ コ 意識を喚起し─進んで行動を ア メ リ カ
サンアントニオ

2001̶02 リチャード D. キング ア メ リ カ 人類が私たちの仕事 ス ペ イ ン
バ ル セ ロ ナ

2002̶03 ビチャイ・ラタクル タ イ 慈愛の種を播きましょう オーストラリア
ブリスベーン

2003̶04 ジョナサン B. マジィアベ ナイジェリア 手を貸そう 日 本
大 阪

2004̶05 グレン E. エステス・シニア ア メ リ カ ロータリーを祝おう ア メ リ カ
シ カ ゴ

2005̶06 カール・ヴィルヘルム・
ステンハマー スウェーデン 超我の奉仕

デ ン マ ー ク
コペンハーゲン
スウェーデン
マ ル メ

2006̶07 ウィリアム B. ボイド ニュージーランド 率先しよう ア メ リ カ
ソルトレークシティー

2007̶08 ウィルフリッド･ J. ウィルキンソン カ ナ ダ ロータリーは分かちあいの心 ア メ リ カ
ロサンゼルス

2008̶09 李東建（ディー・ケー・リー）韓 国 夢をかたちに イ ギ リ ス
バーミンガム

2009̶10 ジョン・ケニー スコットランド ロータリーの未来はあなたの手の中に
カ ナ ダ
モントリオール

2010̶11 レイ・クリンギンスミス ア メ リ カ 地域を育み、大陸をつなぐ ア メ リ カ
ニューオリンズ

2011̶12 カルヤン・バネルジー イ ン ド こころの中を見つめよう
博愛を広げるために

タ イ
バ ン コ ク

2012̶13 田　中　作　次 日 本 奉仕を通じて平和を ポ ル ト ガ ル
リ ス ボ ン

2013̶14 ロンＤ．バートン ア メ リ カ ロータリーを実践し
みんなに豊かな人生を

オーストラリア
シ ド ニ ー

2014̶15 ゲイリー C.K．ホァン 台 湾 ロータリーに輝きを ブ ラ ジ ル
サ ン パ ウ ロ

2015̶16 K.R．“ラビ”ラビンドラン ス リ ラ ン カ 世界への
プレゼントになろう

韓 国
ソ ウ ル

2016̶17 ジョンＦ．ジャーム ア メ リ カ 人類に奉仕するロータリー ア メ リ カ
ア ト ラ ン タ

2017̶18 イアン・HS. ライズリー オーストラリア ロータリー：変化をもたらす カ ナ ダ
ト ロ ン ト

2018̶19 バリー・ラシン バ ハ マ インスピレーションになろう ド イ ツ
ハ ン ブ ル グ

2019̶20 マーク・ダニエル・マローニー ア メ リ カ ロータリーは世界をつなぐ ア メ リ カ
ハ ワ イ

2020̶21 ホルガー・クナーク ド イ ツ ロータリーは機会の扉を開く 台 湾
台 北

2021̶22 シェカール・メータ イ ン ド 奉仕しよう　みんなの人生を
豊かにするために

ア メ リ カ
ヒューストン

2022̶23 ジェニファー E. ジョーンズ カ ナ ダ イマジン　ロータリー オーストラリア
メ ル ボ ル ン

2023̶24 ゴードンR.マッキナリー スコットランド 世界に希望を生み出そう シ ン ガ ポ ー ル
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歴代ガバナー・ガバナー補佐・地区研修·協議会・地区大会一覧
2000̶2001　　　ガバナー アシスタントガバナー

関　口　　　隆（前橋西） 第１分区 柳　岡　　　勤（前橋南）
第２分区 小須田　寿太郎（群馬境）

楽しくて有意義なクラブライフを目指して 第３分区 藤　木　行　芳（高崎東）
第４分区 北　村　　　彪（太田）

　　　地区協議会　2000.５.28　グランドベルズ前橋 第５分区 塩　野　栄　一（沼田中央）
　　　地区大会　　2001.４.14 ～ 15　群馬県民会館
2001̶2002　　　ガバナー アシスタントガバナー

清　　　章　司（藤岡） 第１分区 曽　我　孝　之（前橋）
第２分区 樋　口　一　枝（桐生中央）

奉仕こそステータス！ 第３分区 一　柳　一　男（藤岡北）
第４分区 柳　瀬　　　浩（館林西）

　　　地区協議会　2001.５.28　ホテルメトロポリタン高崎 第５分区 池　原　　　透（中之条）
　　　地区大会　　2001.10.20 ～ 21　藤岡市みかぼみらい館
2002-2003　　　ガバナー アシスタントガバナー

矢　野　　　亨（桐生西） 第１分区 福　田　一　良（前橋西）
第２分区 加　久　裕　士（伊勢崎中央）

慈愛の心で行動を 第３分区 小　林　　　弘（高崎シンフォニー）
第４分区 須　永　武　兵（新田）

　　　地区協議会　2002.４.21　桐生市市民文化会館 第５分区 船　曳　　　甫（渋川）
　　　地区大会　　2002.10.19 ～ 20　桐生市市民文化会館
2003-2004　　　ガバナー アシスタントガバナー

森　田　　　均（渋川） 第１分区 神　山　　　健（前橋東）
第２分区 金　井　栄　則（桐生赤城）

思いやりの心で「手を貸そう」 第３分区 吉　田　宗　夫（高崎南）
第４分区 佐　藤　珠　夫（館林東）

　　　地区協議会　2003.５.18　渋川市民会館 第５分区 阿　形　登　氏（沼田）
　　　地区大会　　2003.10.18 ～ 19　渋川市民会館 第６分区 田　島　正　夫（富岡中央）
2004-2005　　　ガバナー アシスタントガバナー

山　崎　　　學（高崎南） 第１分区 田　村　榮　一（前橋北）
第２分区 猪　俣　　　健（伊勢崎南）

新たなる100年に向けて……基本に戻ろう！ 第３分区 吉　井　孝　夫（高崎）
第４分区 蛭　田　義　徳（太田中央）

　　　地区協議会　2004.５.８　グランドパティオ高崎 第５分区 塚　越　裕　子（渋川みどり）
　　　地区大会　　2004.10.23 ～ 24　群馬音楽センター 第６分区 大　手　雅　晶（碓氷安中）
2005-2006　　　ガバナー ガバナー補佐

曽　我　隆　一（前橋）
第１分区 神　山　　　健（前橋東）
第２分区Ａ 森　　　喜美男（桐生）
第２分区Ｂ 猪　俣　　　健（伊勢崎南）

「超越の奉仕」を誓約しましょう！
第３分区 広　田　誠四郎（高崎東）
第４分区Ａ 岩　井　雄二郎（太田南）
第４分区Ｂ 川　生　　　宏（館林ミレニアム）

　　　地区協議会　2005.４.16　グランドパティオ高崎 第５分区 直　井　宏　司（草津）
　　　地区大会　　2005.10.14 ～ 15　マーキュリーホテル 第６分区 松　倉　紘　洋（富岡）
2006-2007　　　ガバナー ガバナー補佐

津久井　義　孝（太田）
第１分区 竹　内　洋　光（前橋南）
第２分区Ａ 大　友　昭　久（桐生南）
第２分区Ｂ 松　本　好　夫（伊勢崎東）

率先しよう
第３分区 金　井　　　功（高崎セントラル）
第４分区Ａ 梶　塚　喜　作（新田）
第４分区Ｂ 野　辺　昌　弘（館林）

　　　地区協議会　2006.４.23　ティアラグリーンパレス 第５分区 北　野　浩司郎（沼田中央）
　　　地区大会　　2006.10.13 ～ 14　ティアラグリーンパレス 第６分区 赤　尾　佳　泰（藤岡）
2007-2008　　　ガバナー ガバナー補佐

横　山　公　一（沼田）
第１分区 井　上　芙美子（前橋中央）
第２分区Ａ 笠　原　康　利（桐生中央）
第２分区Ｂ 菊　池　榮　作（伊勢崎）

ロータリーは分かちあいの心
第３分区 安　藤　震太郎（高崎北）
第４分区Ａ 中　村　康　夫（太田西）
第４分区Ｂ 野　間　政　弘（大泉）

　　　地区協議会　2007.５.12　利根沼田文化会館 第５分区 新　井　尚　文（中之条）
　　　地区大会　　2007.10.13 ～ 14　利根沼田文化会館 第６分区 須　永　　　勝（安中）
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2008-2009　　　ガバナー ガバナー補佐

松　倉　紘　洋（富岡）
第１分区 山　田　美　光（前橋）
第２分区Ａ 町　田　裕　一（桐生赤城）
第２分区Ｂ 小　澤　昭　次（群馬境）

世界中の子供達の夢をかたちに
第３分区 佐　藤　昭　一（高崎シンフォニー）
第４分区Ａ 松　本　　　博（太田）
第４分区Ｂ 新　井　武　夫（館林西）

　　　地区協議会　2008.５.10　富岡市生涯学習センター 第５分区 永　井　　　勇（渋川）
　　　地区大会　　2008.11.７～８　富岡市かぶら文化ホール 第６分区 一　柳　一　男（藤岡北）
2009-2010　　　ガバナー ガバナー補佐

牛久保　哲　男（伊勢崎）
第１分区 千木良　芳　明（前橋西）
第２分区Ａ 八木橋　祥　价（桐生）
第２分区Ｂ 山　崎　泰　男（伊勢崎中央）

ロータリーの未来はあなたの手の中に
第３分区 田　島　五　郎（高崎南）
第４分区Ａ 石　塚　　　栄（太田中央）
第４分区Ｂ 石　井　信　義（館林東）

　　　地区協議会　2009.５.16　伊勢崎市文化会館 第５分区 阿　形　登　氏（沼田）
　　　地区大会　　2009.10.17 ～ 18　伊勢崎市文化会館 第６分区 伊　原　喜久雄（富岡中央）
2010-2011　　　ガバナー ガバナー補佐

福　田　一　良（前橋西）
第１分区 相　澤　克　也（前橋東）
第２分区Ａ 川　堀　良　治（桐生南）
第２分区Ｂ 是　澤　久　正（伊勢崎南）

世の中の役に立とう
第３分区 羽　鳥　修　司（高崎）
第４分区Ａ 清　水　親　男（太田南）
第４分区Ｂ 川　生　　　宏（館林ミレニアム）

　　　地区協議会　2010.５.９　ロイヤルチェスター前橋 第５分区 佐　藤　徳　三（渋川みどり）
　　　地区大会　　2010.10.９～ 10　ベイシア文化ホール 第６分区 大　手　雅　晶（碓氷安中）
2011-2012　　　ガバナー ガバナー補佐

安　藤　震太郎（高崎北）
第１分区 廣　山　武　雄（前橋北）
第２分区Ａ 家　住　慧　路（桐生西）
第２分区Ｂ 谷　　　彰　良（伊勢崎東）

こころの中を見つめよう　博愛を広げるために
第３分区 山　本　　　豊（高崎東）
第４分区Ａ 荻　原　　　泉（新田）
第４分区Ｂ 齊　藤　　　要（館林）

　　　地区協議会　2011.５.14　高崎経済大学 第５分区 飯　島　啓　一（草津）
　　　地区大会　　2011.10.８～９　群馬音楽センター 第６分区 豊　川　一　男（藤岡南）
2012-2013　　　ガバナー ガバナー補佐

疋　田　博　之（桐生）
第１分区 永　井　　　豊（前橋南）
第２分区Ａ 森　下　正　教（桐生中央）
第２分区Ｂ 藤　生　政　雄（伊勢崎）

次代を担うこども達に向けて
第３分区 三井田　賢　一（高崎セントラル）
第４分区Ａ 竹　内　正　幸（太田）
第４分区Ｂ 星　野　　　薫（大泉）

　　　地区協議会　2012.４.22　桐生市市民文化会館 第５分区 浅　川　忠　良（沼田中央）
　　　地区大会　　2012.10.13 ～ 14　桐生市市民文化会館 第６分区 野　村　義　祐（富岡かぶら）
2013-2014　　　ガバナー ガバナー補佐

本　田　博　己（前橋）
第１分区 北　爪　國　平（前橋中央）
第２分区Ａ 星　野　榮　助（桐生赤城）
第２分区Ｂ 久　保　　　勲（伊勢崎中央）

希望を語ろう！
第３分区 浅　田　千　秋（高崎北）
第４分区Ａ 五十嵐　敏　明（太田西）
第４分区Ｂ 大　越　正　禎（館林西）

　　　地区協議会　2013.５.12　前橋商工会議所 第５分区 町　田　　　久（渋川）
　　　地区大会　　2013.10.26 ～ 27　ベイシア文化ホール 第６分区 荻　野　勝　美（富岡）
2014-2015　　　ガバナー ガバナー補佐

竹　内　正　幸（太田）
第１分区 山　田　邦　子（前橋）
第２分区Ａ 竹　内　靖　博（桐生）
第２分区Ｂ 布　施　光　一（群馬境）

「異体同心」友情と奉仕の心
築き上げよう「46のロータリー物語」

第３分区 𠮷　本　賢　二（高崎シンフォニー）
第４分区Ａ 荒　牧　功　二（太田中央）
第４分区Ｂ 佐　藤　珠　夫（館林東）

　　　地区研修・協議会　2014.４.19　ティアラグリーンパレス 第５分区 松　野　正　一（沼田）
　　　地区大会　　　　　2014.８.９～ 10　太田市新田文化会館エアリスホール 第６分区 岩　﨑　敏　夫（藤岡）
2015-2016　　　ガバナー ガバナー補佐

生　方　　　彰（沼田中央）
第１分区 平　田　育　夫（前橋西）
第２分区Ａ 薊勝・船山克人（桐生南）
第２分区Ｂ 下　田　　　進（伊勢崎南）

奉仕・真実・喜び
第３分区 佐　藤　　　修（高崎南）
第４分区Ａ 山　田　邦　夫（太田南）
第４分区Ｂ 関　口　亮　二（館林ミレニアム）

　　　地区研修・協議会　2015.５.17　利根沼田文化会館 第５分区 松　野　正　一（沼田）
　　　地区大会　　　2015.10.17～18　利根沼田文化会館 第６分区 堀　口　正　孝（安中）
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2016-2017　　　ガバナー ガバナー補佐

豊　川　一　男（藤岡南）
第１分区 佐　藤　信　一（前橋東）
第２分区Ａ 阿左美　　　博（桐生西）
第２分区Ｂ 赤　堀　賢　二（伊勢崎東）

点から面へ　さらに世界へ
― 広げよう〈友情と奉仕の〉和・輪 ―

第３分区 市　川　豊　行（高崎）
第４分区Ａ 星　野　正　義（新田）
第４分区Ｂ 宮　内　敦　夫（館林）

　　　地区研修・協議会　2016.５.22　藤岡市みかぼみらい館 第５分区 岸　　　権三郎（渋川みどり）
　　　地区大会　　　　　2017.４.15 ～ 16　ベイシア文化ホール 第６分区 大　塚　慶　甫（藤岡北）
2017-2018　　　ガバナー ガバナー補佐

田　中　久　夫（高崎）
第１分区 大　島　秀　夫（前橋北）
第２分区Ａ 遠　藤　二三男（桐生中央）
第２分区Ｂ 森　田　高　史（伊勢崎）

ロータリーのある人生を誇りにしよう
第３分区 永　井　乙　彦（高崎東）
第４分区Ａ 中　野　正　美（太田）
第４分区Ｂ 槻　岡　行　支（大泉）

　　　地区研修・協議会　2017.５.14　群馬音楽センター 第５分区 山　田　　　晃（沼田中央）
　　　地区大会　　　　　2017.11.18 ～ 19　高崎アリーナ 第６分区 岡　田　　　稔（富岡中央）
2018-2019　　　ガバナー ガバナー補佐

宮　内　敦　夫（館林）
第１分区 中　島　　　博（前橋南）
第２分区Ａ 瀬　谷　　　源（桐生赤城）
第２分区Ｂ 原　　　邦　昭（群馬境）

クラブを元気に、世界に奉仕を、
みんなで回そうロータリーの輪

第３分区 橋　爪　良　真（高崎セントラル）
第４分区Ａ 金　谷　光　明（太田西）
第４分区Ｂ 土　屋　孝　夫（館林西）

　　　地区研修・協議会　2018.５.13　東洋大学板倉キャンパス 第５分区 佐　藤　秀　樹（渋川）
　　　地区大会　　　　　2018.10.６～７　館林市文化会館 第６分区 靜　　　朋　人（碓氷安中）
2019-2020　　　ガバナー ガバナー補佐

森　田　高　史（伊勢崎）
第１分区 石　川　直　美（前橋中央）
第２分区Ａ 坪　井　良　廣（桐生）
第２分区Ｂ 北　原　康　男（伊勢崎中央）

「クラブ イノベーション」
～クラブの将来像を明確にし、クラブ改革を実践しよう～

第３分区 梅　山　　　哲（高崎北）
第４分区Ａ 赤　石　光　雄（太田中央）
第４分区Ｂ 鑓　田　貴一郎（館林東）

　　　地区研修・協議会　2019.５.12　伊勢崎市境総合文化センター ･伊勢崎商工会議所･伊勢崎プリオパレス 第５分区 保　坂　充　勇（沼田）
　　　地区大会　　　　　2019.10.26 ～ 27　太田市新田文化会館 第６分区 神子田　　　遙（藤岡南）
2020-2021　　　ガバナー ガバナー補佐

山　田　邦　子（前橋）
第１分区 福　島　英　人（前　橋）
第２分区Ａ 和　田　洋　一（桐生南）
第２分区Ｂ 福　島　敬　仁（伊勢崎南）

奉仕の喜び　Happiness to Serve
より多く奉仕して、より多くの喜びを分かち合いましょう

第３分区 君　島　准　逸（高崎シンフォニー）
第４分区Ａ 小　暮　正　男（太田南）
第４分区Ｂ 中　山　　　勉（館林ミレニアム）

　　　地区研修・協議会　2020.６　YouTube配信・DVD郵送 第５分区 小見山　健　次（渋川みどり）
　　　地区大会　　　　　2021.４.25　ベイシア文化ホール 第６分区 新　井　嘉　之（富岡かぶら）
2021-2022　　　ガバナー ガバナー補佐

足　立　　　進（前橋東）
第１分区 黒　岩　千　春（前橋西）
第２分区Ａ 坪　井　良　行（桐生西）
第２分区Ｂ 栗　原　成　次（伊勢崎東）

奉仕の理念を掲げ、新たな旅に出よう
第３分区 川　口　修　平（高崎南）
第４分区Ａ 松　本　貴　之（新　田）
第４分区Ｂ 小　暮　高　史（館　林）

　　　地区研修・協議会　2021.５.23　前橋商工会議所会館 第５分区 堤　　　康喜智（沼田中央）
　　　地区大会　　　　　2022.４.24　ベイシア文化ホール 第６分区 村　上　明　男（富　岡）
2022-2023　　　ガバナー ガバナー補佐

中　野　正　美（太田）
第１分区 木　村　清　高（前橋東）
第２分区Ａ 山　崎　倫　義（桐生赤城）
第２分区Ｂ 久保木　雅　彦（伊勢崎）

みんなのロータリー、みんなでロータリー、
さあ！奉仕に出かけよう

第３分区 関　口　俊　介（高　崎）
第４分区Ａ 田部井　丑　松（太　田）
第４分区Ｂ 飯　田　知　義（大　泉）

　　　地区研修・協議会　2022.５.21　ティアラグリーンパレス第５分区 狩　野　要　一（渋　川）
　　　地区大会　　　　　2022.10.22 ～ 23　太田市民会館 第６分区 小　暮　　　満（藤　岡）
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国際ロータリー第2840地区

ガバナー事務所管理運営規定及びマニュアル
管理運営委員長　　森田　高史

副委員長　　中野　正美
委　員　　栁田　秀男
委　員　　関　　真一
委　員　　後藤　圭一
委　員　　後藤　圭一

１．当事務所の管理運営責任者は当年度のガバナーとする。
　　ガバナーは当事務所の運営について、適切な判断のもとで当該年度の事業を地区幹事、
副幹事及び事務局員とともに実施せねばならない。
　　⑴　ガバナーは、事務局員について１年間の労働契約書を７月１日付にて締結せねば

ならない。

２．管理運営委員会は事務所運営についての諸問題を解決して、効率の良い事務所の運営
が実施できるようにガバナーに提言する。また、当委員会のメンバー構成、及び任期は
諮問委員会にて決定する。
　　⑴　メンバー構成：管理運営委員長ほか５名以内
　　⑵　任期：３年

３．事務所就業時間
　　⑴　午前９時30分より午後５時00分とする。但し休憩は12時より１時迄の１時間と

する。また、フレックスタイムを採用することもある。
　　⑵　事務所との連絡・問い合わせ等は、基本はメールとする。
　　　　但し、重要案件並びに緊急を要するものは電話にて対応し、午前10時から午後５

時までとする。
　　⑶　事務所を会議所として使用するときは午後４時30分までに終了する。
　　⑷　事務局員が有給休暇を取る時は、事前に地区幹事の許可を取ること。但し、緊急

な場合は事後報告すれば良い。
　　⑸　土・日・祝日に出勤した場合には、当月中に振替休日を取ること。但し振替休日

を取れない場合は、休日出勤とみなし支給する。

４．事業実施での地区幹事、副幹事及び各委員長の役割分担については別途役割分担表を
参考にしてください。

５．当事務所の運用システム（特にIT関連システム）、並びに印刷物関係等は当委員会に
よる決定業者に限定する。

６．ガバナー年度終了後、全ての書類はデジタル化して保存し、３年経過後は、書類は全
て廃棄処分する。但し、ロータリー財団関係の書類は５年間保管する。

７．上記事務所の重要な規定及びシステムの変更等は委員会の決議を経てガバナー諮問委
員会の承認を得ることとする。

８．この規定は2017年12月１日より実施される。
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クラブ現況報告書記載要領

　規格はＡ４判よこ組み左とじ、表紙には「2023-24年度現況報告書・クラブ名」を記入し、可
能であれば、RI会長テーマ・ロゴ、地区ガバナースローガン・ロゴ等を表記してください。

　１．目次
◆RI会長
　２．国際ロータリーテーマ
　３．国際ロータリー会長プロフィール
　４．国際ロータリー会長メッセージ
　５．ロータリー賞
◆地区ガバナー
　６．地区ガバナープロフィール
　７．地区ガバナーメッセージ
　８．地区運営方針・地区目標
◆クラブ会長
　９．クラブ戦略計画（必ずご記入下さい）
　10．クラブ会長の方針及び目標・数値目標（写真）
　11．歴代会長・幹事・会員数・出席率／歴代国際ロータリー会長・歴代地区ガバナー　テーマ等
◆クラブ報告
　12．クラブ略歴
　13．会員数
　14．会員の種類
　15．会員年齢（最年長者名、最年少者名、平均年齢、年齢構成、通算在籍年数）
　16．その他（事務所、例会場、例会日、例会時間、取引銀行）
　17．地区役員、地区委員、クラブ役員、理事、会計監査と委員会編成
　18．委員会名簿（組織表）
　19．会員名簿（アルファベット順に記載、ABC等の見出し文字を付け難読文字にはルビを、住

所には郵便番号記載）（可能な限り写真をご掲載ください）
　20．クラブ出席状況（月別）・個人出席状況、100％出席者年数別表
　21．会員の異動（入会、退会）
　22．決算及び予算、特別会計報告（ニコニコボックス、その他）、貸借対照表
　　　なお、公式訪問の日程で決算が間に合わない場合は、後日ガバナー事務所へ
　23．クラブの運営状況
　　　　⑴　理事会、役員会　　　　　⑷　クラブフォーラム
　　　　⑵　総会　　　　　　　　　　⑸　家庭集会（情報集会・炉辺会合）
　　　　⑶　クラブ協議会　　　　　　⑹　クラブ間友好グループ
　24．例会と主な奉仕活動
　25．年間行事予定
　26．クラブ事業計画（委員会事業計画）
　27．過去の主な奉仕活動
　　　⑴　各種大会のホスト及びコ・ホスト　　　　　　　　　　　　⑷　地域社会奉仕活動
　　　⑵　財団奨学生、GSE、青少年交換、米山奨学生等の派遣受入　⑸　その他の奉仕活動
　　　⑶　新クラブ設立のスポンサー　　　　　　　　　　　　　　　⑹　顕著な業績
　28．ロータリー財団寄付実績（クラブ・個人別）
　29．米山記念奨学寄付実績（クラブ・個人別）
　30．クラブ定款・細則の全文、慶弔・見舞規程など（抜粋記載可）
　31．歴代の地区役員、委員名簿
　32．国際ロータリー、地区及び地方公共団体等よりの受賞、被表彰記録（年月日と内容）
 　
 　　　　※28、29の個人別実績はクラブのご判断にお任せします。
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My Rotary 米山世話
クラブ

2022.7.1 2012.7.1 2022.7.1 2021.7 2022.6 2023.1.1 純増減 2021.7 2022.6 2021.7 2022.6 2021.7 2022.6 過去10年

10年前 ％ ％ 減は△ 150 30 16000 回

前橋 60.78 60.45 240,000   126 116 10 7

前橋西 61.77 63.68 200,000   53 43 10 － 6

前橋東 60.46 63.50 210,000   33 62 ▲29 7

前橋北 56.50 58.00 200,000   64 53 11 － 4

前橋南 55.12 59.75 200,000   43 23 20 － 3

前橋中央 63.20 58.60 180,000   26 34 ▲8 － 6

桐生 59.88 61.00 210,000   50 51 ▲1 10

桐生南 63.19 65.00 200,000   26 31 ▲5 － 5

桐生西 62.50 60.67 210,000   45 41 4 10

桐生赤城 59.50 54.50 200,000   27 25 2 － 7

伊勢崎 61.50 58.42 240,000   51 50 1 7

群馬境 61.00 67.51 200,000   26 32 ▲6 － 5

伊勢崎中央 58.10 64.00 200,000   69 41 28 － 6

伊勢崎南 57.00 53.00 200,000   24 21 3 － 2

伊勢崎東 62.76 57.38 200,000   24 16 8 － 4

高崎 58.00 59.00 240,000   161 94 67 －

高崎南 62.00 60.00 220,000   60 50 10 － 3

高崎北 62.70 61.43 240,000   62 56 6 8

高崎東 62.00 65.00 220,000   28 31 ▲3 9

高崎ｼﾝﾌｫﾆｰ 65.90 61.00 240,000   30 21 9 5

高崎ｾﾝﾄﾗﾙ 64.40 57.60 220,000   19 19 0 － 3

太田 64.40 59.30 200,000   75 70 5 10

太田西 65.00 60.00 200,000   5 8 ▲3 － 3

太田南 60.53 61.42 170,000   32 27 5 － 1

新田 61.00 65.50 200,000   32 33 ▲1 － 0

太田中央 60.00 54.40 180,000   30 28 2 － 1

館林 60.00 59.00 220,000   43 33 10 － 7

大泉 67.00 59.00 220,000   24 19 5 3

館林西 65.18 64.76 170,000   11 14 ▲3 － 1

館林東 71.45 66.60 180,000   8 23 ▲15 －

館林ﾐﾚﾆｱﾑ 61.68 56.79 180,000   16 11 5 － 1

渋川 60.00 62.00 200,000   64 63 1 － 1

沼田 57.75 54.00 200,000   39 33 6 1

草津温泉 54.00 59.00 156,000   23 26 ▲3 － 0

中之条 66.70 65.26 220,000   1 1 0 － 0

沼田中央 61.80 58.60 200,000   42 57 ▲15 0

渋川みどり 56.50 56.50 194,000   26 27 ▲1 － 3

富岡 63.00 62.50 180,000   32 39 ▲7 － 10

藤岡 59.77 62.02 200,000   51 44 7 4

安中 58.27 60.06 200,000   53 21 32 － 6

藤岡北 73.00 67.00 160,000   5 10 ▲5 － 0

富岡中央 64.60 62.50 180,000   19 22 ▲3 6

碓氷安中 63.75 58.36 240,000   7 13 ▲6 － 1

藤岡南 53.95 60.18 150,000   22 14 8 － 1

富岡かぶら 58.50 57.40 170,000   19 20 ▲1 6

61.47 60.48 200,889   1726 1566 160 45 15 190

出席率 会員増減　過去10年

2012.7 2022.6
財団寄付

3

入会 退会
2021.7
2022.6

2012.7
2022.6

分
区 クラブ名

2022.7.1

1

2

2

B

6

4

A

4

B

5

クラブ現況指標
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クラブ インターアクト ローターアクト 姉妹クラブ 友好クラブ
戦略計画 クラブ クラブ HP 実績 実績 実績

過去10年 過去10年 受賞歴 スポンサー スポンサー

回 回 有無 有無 有無 過去10年 有無 有無 有無 クラブ名 クラブ名 クラブ名 年

0 0 － 31 69 1 8

2 2 － － 5 59 5 10

3 0 － － 12 45 1 5

0 2 － － － 8 42 1 5

0 0 － － 8 37 7 7

0 0 － － － － 8 29 3 3

2 3 21 70 2 2

1 1 － 8 57 3 3

0 0 － 12 51 2 2

1 10 － － － 11 25 1 1

8 0 － 24 69 5 10

0 0 － － － － 5 52 2 2

2 1 － － － － 21 47 5 7

0 0 － － 6 43 3 3

0 1 － － － 4 29 1 1

1 0 － － 33 69 10 10

3 0 － － － 9 60 3 3

1 0 － － 17 55 1 3

0 － － 11 42 5 5

1 1 － － － 10 27 1 2

0 0 － － － － 7 24 3 3

2 0 － 23 65 2 5

0 0 － － － － 3 50 6 6

3 0 － － － － 10 45 0 1

1 1 － － － 6 40 3 3

0 1 － － － － 3 30 1 2

1 1 － － 8 65 5 5

0 0 － － － － － 8 56 1 1

0 0 － － － － － 4 41 2 2

0 － － － 2 39 1 1

0 0 － － － 5 22 1 1

0 0 － － － 13 65 2 2

0 0 － 11 64 3 3

0 0 － － － － － 0 58

0 0 － － － － 1 54 1 1

0 0 － － － 19 36 2 2

0 0 － － － 10 29 1 1

1 0 － － － － 10 60 3 3

0 0 － － 15 59 2 5

5 0 － 7 58 2 2

1 0 － － － － 2 47 1 1

0 0 － － － － 6 29 1 2

0 0 － － － － 2 25 2 2

0 0 － － － － 10 22 4 5

0 0 － － － － 6 20 1 1

41 24 45 44 26 8 16 8 38 455 46.22 112 152

過去10年
(除同一人物)
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世界のロータリー

世界中の
ロータリアンの数

1,170,994

ロータリアンがボランティアに
費やした時間

約年間4,700万時間

ロータリアンが財団に
寄付／募金した額

4億3,400万ドル

これまでに授与された
ロータリー平和フェローシップ

1,600件

37,521
世界中のロータリークラブの数

10,698 
ローターアクトクラブの数
（ローターアクター数：推定203,298人）

18,414
インターアクトクラブの数
（インターアクター数：推定400,000人）

中南米
90,422

RIBI
43,219

オーストラリア、
ニュージーランド、
太平洋諸島
34,634

アジア
387,663

米国、カナダ、
カリブ海地域
337,842 ヨーロッパ、

アフリカ、中東
295,099

（2022年7月1日現在）

授与されたグローバル補助金

1,199口（総額7,300万ドル）

基本的教育と識字率向上

104（620万ドル）

地域社会の経済発展

148 （830万ドル）

母子の健康

90 （540万ドル）

平和構築と紛争予防

67 （340万ドル）

水と衛生

187 （1,370万ドル）

疾病予防と治療

1,570 （3,800万ドル）

*ロータリアンとローターアクターを含む、2022年７月１日現在の数

環境

67 （190万ドル）
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IT・運営・管理業務$19.22

国際ロータリー
収支報告
2021年会計年度と2022年会計年度（6月期、単位1000米ドル）

会計年度累計
収入 2021年実績 2022年実績

会費 $ 81,794 $ 82,207
投資純益 2,989 (2,395)
支援業務その他の活動 20,894 26,465

収入合計 $ 105,677 $ 106,277

支出

運営費 $  67,378 $ 80,655

支援業務その他の活動 26,174 24,935

戦略的準備金 1,794 1,633

支出合計 $ 95,346 $ 107,233

為替差損 $ 540 $ (436)

純資産の増加 10,873 (1,382)

純資産（期首） 149,765 160,638

純資産（期末） 160,638 159,256

ロータリー財団
収支報告
2021年会計年度と2022年会計年度（6月期、単位1000米ドル）

会計年度累計
収入 2021年実績 2022年実績

寄付２ $ 354,750 $ 373,014
投資純益 182,304 (63,498)
補助金とその他の活動 8,231 (5,570)

収入合計 $ 545,285 $ 303,946

支出

プログラム補助金 $ 332,792 $ 273,460
プログラム運営費 19,543 20,634
寄付推進 18,050 21,264
一般管理運営 13,254 15,076

支出合計 $ 383,639 $ 330,434

為替差損 $ 3,342 $ (6,667)

誓約未収入金のための予備費 $ (1,259) $ (1,586)

純資産の増加 163,729$

$ $

$ $

$ (34,741)

純資産（期首） 1,126,582 1,290,311

純資産（期末） 1,290,311 1,255,570

ロータリー財団の支出会費はどのように使われるか

89%

プログラム補助金

91%

プログラム補助金と運営費

*返金その他調整後

$70
2021-22年度
年会費

コミュニケーション

人事・法務・監査

国際業務

$11.09

財務関連$5.20

ガバナンスと役員$3.75

$2.59

$2.53

プログラムと会員への支援$26.52

*１　返金その他調整後
 ２　新たな誓約5,090万ドル、およびポリオプラス基金への繰入金1,760万ドルは含まれない　

2021-2022年度のRI財務報告

（単位：ドル）

$ $

$

$

$

$

ポリオプラス
1億5,000万 7,300万

グローバル補助金1

地区補助金
2,700万

ロータリー平和センター
400万

大規模プログラム補助金
200万

災害救援補助金
800万
その他の補助金
900万

プログラム運営
2,100万

寄付推進
2,100万

一般管理運営
1,500万
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Rotary International. One Rotary Center

1560 Sherman Ave, Evanston, Illinois 60201-3698 U.S.A

http://www.rotary.org/

〒108-0073 港区三田1-4-28 三田国際ビル24F

業務時間　9:30～17:30（12:30～13:30昼休）

※土日祝祭日はお休みとなります。

【クラブ・地区支援室】

定款・細則、クラブ・地区運営 TEL 03-5439-5800　FAX 03-5439-0405

My Rotaryアカウント登録 E-mail　rijapan@rotary.org

【財団室】

財団への寄付、認証、補助金 TEL 03-5439-5805　FAX 03-5439-0405

E-mail　rijpntrf@rotary.org

【経理室】

人頭分担金・寄付等の入出金管理 TEL 03-5439-5803　FAX 03-5439-0405

E-mail　rijpnfs@rotary.org

【業務推進・IT室】

認証品発送、電子資料案内、システム関連 TEL 03-5439-5802　FAX 03-5439-0405

E-mail　rijpnpi@rotary.org

〒105-0011 港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3Ｆ

TEL 03-3434-8681　FAX 03-3578-8281

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

〒105-0011 港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル4Ｆ

TEL 03-3436-6651　FAX 03-3436-5956

http://www.rotary.or.jp/

〒105-0011 港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3Ｆ

TEL 03-3433-6456　FAX 03-3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp/

〒105-0011 港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル4Ｆ

TEL 03-3433-6497　FAX 03-3433-7395

〒105-0011 港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル4Ｆ

国際ロータリー第2750地区事務所内

E-mail：rlijapan.mainoffice@gmail.com

https://rli-japan.org/

国際ロータリー第2840地区ガバナー事務所

国際ロータリー（R.I）世界本部

公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会

一般社団法人 ロータリーの友事務所

ロータリー文庫

ガバナー会

ロータリー・リーダーシップ研究会

（RLI)日本支部

国際ロータリー日本事務局

〒371-0855 群馬県前橋市問屋町2-2
前橋問屋センター会館１F 

TEL 027-212-2840　FAX 027-212-2841 

E-mail：hosaka@rid2840.jp

ロータリー関係事務所一覧
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2023̶2024年度　第2840地区　クラブ事務局 一覧
分区 クラブ名 住　　　　　　所 ＴＥＬ番号 FAX番号

第
１
分
区

前橋 〒371-0846 前橋市元総社町194　群馬銀行本店内 027-252-0532 027-254-0612
前橋西 〒371-0855 前橋市問屋町1-10-5　TAGビル3F 027-288-0355 027-288-0047
前橋東 〒371-0847 前橋市大友町1-2-11　ロイヤルチェスター前橋内 027-252-7907 027-252-7926
前橋北 〒371-0017 前橋市日吉町1-8-1　前橋商工会議所４階 027-219-2080 027-219-2081
前橋南 〒371-0017 前橋市日吉町1-8-1　前橋商工会議所４階 027-232-9228 027-289-5584
前橋中央 〒371-0847 前橋市大友町1-2-11　ロイヤルチェスター前橋内 027-255-2207 027-255-2230

第
２
分
区
Ａ

桐生 〒376-0035 桐生市仲町2-9-36　桐生倶楽部内 0277-45-1513 0277-45-1514
桐生南 〒376-0013 桐生市広沢町1-2752 0277-52-5088 0277-52-5087
桐生西 〒376-0013 桐生市広沢町1-2689　日本料理　うおせん内 0277-47-7061 0277-47-7062
桐生赤城 〒376-0011 桐生市相生町3-560-7 0277-47-8251 0277-47-8252

第
２
分
区
Ｂ

伊勢崎 〒372-0014 伊勢崎市昭和町3827　伊勢崎プリオパレス内 0270-24-9966 0270-24-9968
群馬境 〒370-0124 伊勢崎市境309　群馬銀行境支店２階 0270-74-4099 0270-74-4099
伊勢崎中央 〒372-0031 伊勢崎市今泉町1-9-7　ニューいづみ内 0270-20-6000 0270-20-6001
伊勢崎南 〒372-0042 伊勢崎市中央町20-17　アイオー信用金庫本店内 0270-30-5033 0270-21-9000
伊勢崎東 〒372-0014 伊勢崎市昭和町3827　伊勢崎プリオパレス内 0270-30-3344 0270-30-3345

第
３
分
区

高崎 〒370-0815 高崎市柳川町70　ホテルグランビュー高崎内 027-327-2888 027-327-2887
高崎南 〒370-0849 高崎市八島町222　ホテルメトロポリタン高崎６階 027-327-7711 027-325-3730
高崎北 〒370-0815 高崎市柳川町70　ホテルグランビュー高崎内 027-330-6060 027-330-6061
高崎東 〒370-0015 高崎市栄町22-30　エテルナ高崎内 027-386-4763 027-386-4766
高崎ｼﾝﾌｫﾆｰ 〒370-0813 高崎市本町144-1　光明不動産第7テナントビル2-202 027-328-3371 027-328-3372
高崎ｾﾝﾄﾗﾙ 〒370-0815 高崎市柳川町70　ホテルグランビュー高崎内 027-310-7722 027-310-7733

第
４
分
区
Ａ

太田 〒373-0851 太田市飯田町584　群馬銀行太田支店内 0276-46-5400 0276-46-5401
太田西 〒373-0842 太田市細谷町1　ティアラグリーンパレス３階 0276-32-5552 0276-32-5552
太田南 〒373-0851 太田市飯田町753 　1階　(株)レゾンデートル内 0276-55-2019 0276-49-5801
新田 〒370-0341 太田市新田金井町607　新田商工会内 0276-57-4499 0276-57-4459
太田中央 〒373-0853 太田市浜町3-6　太田商工会議所会館4階 0276-48-8231 0276-48-8232

第
４
分
区
Ｂ

館林 〒374-8608 館林市本町1-6-32　館林信用金庫本店内 0276-72-8181 0276-72-8181
大泉 〒370-0533 邑楽郡大泉町仙石2-26-1 仙石第一ビル2階 0276-63-2169 0276-63-2169
館林西 〒370-0603 邑楽郡邑楽町中野1910-1　フォトスペース内 0276-70-2305 0276-70-2305
館林東 〒374-0065 館林市西本町2-50　応声寺内 0276-76-7700 0276-76-7701
館林ﾐﾚﾆｱﾑ 〒374-0029 館林市仲町5-38　NTT館林ビル３階 0276-71-2222 0276-71-2223

第
５
分
区

渋川 〒377-0008 渋川市渋川1695-10　群馬銀行渋川支店内 0279-23-7766 0279-23-7080
沼田 〒378-0044 沼田市下之町888  テラス沼田7F 0278-24-1177 0278-24-0070
草津温泉 〒377-1711 吾妻郡草津町草津272-117　草津戦略研究所内 080-6931-8741 ―
中之条 〒377-0424 吾妻郡中之条町908-1　群馬銀行中之条支店内 0279-75-4418 0279-75-4418
沼田中央 〒378-0045 沼田市材木町178-1　ホテルベラヴィータ内 0278-22-2100 ―
渋川みどり 〒377-0027 渋川市金井402-1　ゴルフプラザ渋川内 0279-24-8844 0279-24-9797

第
６
分
区

富岡 〒370-2316 富岡市富岡245-1　ホテルアミューズ富岡２階 0274-63-0484 0274-62-5533
藤岡 〒375-8506 藤岡市藤岡853-1　藤岡商工会議所２階 0274-22-6135 0274-22-6135
安中 〒379-0133 安中市原市587-1　㈱並木２階 027-382-2000 027-382-6160
藤岡北 〒370-1301 高崎市新町2270-12　高崎市新町商工会館内 0274-42-0930 0274-42-5413
富岡中央 〒370-2316 富岡市富岡245-1　ホテルアミューズ富岡内 0274-62-5588 0274-62-5722
碓氷安中 〒379-0133 安中市原市587-1　㈱並木２階 027-380-1322 027-380-1323
藤岡南 〒375-8506 藤岡市藤岡853-1　藤岡商工会議所２階 0274-22-6135 0274-22-6135
富岡かぶら 〒370-2316 富岡市富岡245-1　ホテルアミューズ富岡内 0274-62-3625 0274-62-3697

※草津温泉RC　2023年3月クラブ事務局移転の為、住所・TELが上記へ変更となりました。（FAXの使用は無くなりました）
※沼田中央RC　「FAX」の使用が無くなりました。
※渋川みどりRC　住所内の「建物名」が変更になりました。
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2023̶2024年度　第2840地区　クラブ例会一覧
曜日 例会開始時間 ク ラ ブ 名 例　　会　　場 備　　　　　考

月曜日

12:10 高崎 ホテルグランビュー高崎

12:30
前橋北 前橋商工会議所
桐生 桐生倶楽部
伊勢崎東 伊勢崎プリオパレス

火曜日

12:10
前橋 群馬銀行本店　営業棟３階 月の最終週　ロイヤルチェスター前橋
館林西 しのづか陣屋
中之条 群馬銀行中之条支店 月の最終週　19:00

12:15 富岡かぶら ホテルアミューズ富岡
12:20 渋川みどり プレヴェール渋川

12:30

桐生赤城 桐生地場産業振興センター
伊勢崎南 プラザ・アリア
高崎南 ホテルメトロポリタン高崎
太田南 太田グランドホテル
沼田 ホテルベラヴィータ
安中 並木苑
藤岡北 高崎市新町商工会館2階

18:30 高崎セントラル ホテルグランビュー高崎

水曜日 12:10

前橋南 前橋商工会議所
前橋中央 ロイヤルチェスター前橋２階
伊勢崎 伊勢崎プリオパレス
富岡 ホテルアミューズ富岡
桐生南 美喜仁館　桐生店
高崎北 ホテルグランビュー高崎
太田西 ティアラグリーンパレス
新田 太田市新田商工会館２階
大泉 仙石第一ビル２階
館林東 つかさ本店 第4週は18:00/第5週は休会

木曜日

12:10

群馬境 群馬銀行境支店２階
伊勢崎中央 ニューいづみ
館林ミレニアム つかさ本店
渋川 プレヴェール渋川

12:15 富岡中央 ホテルアミューズ富岡
12:20 前橋東 ロイヤルチェスター前橋２階

12:30

高崎東 エテルナ高崎
太田 ロイヤルチェスター太田
草津温泉 ホテルニュー高松
沼田中央 ホテルべラヴィータ
藤岡 藤岡商工会議所
碓氷安中 並木苑

金曜日

12:10 前橋西 ホテルサンダーソン
館林 ニューミヤコホテル館林 第1･第3例会　18:30

12:30

桐生西 日本料理　うおせん
高崎シンフォニー マリエール高崎
太田中央 ダニエルハウス
藤岡南 藤岡商工会議所

※前橋中央RC　例会開始時間が上記へ変更となりました。
※館林ミレニアムRC　例会場が上記へ変更となりました。
※太田中央RC　例会場が2023年7月1日より上記へ変更となります。
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2023-2024年度　国際ロータリー第2840地区

保坂充勇ガバナー事務所

所 在 地：〒371-0855　群馬県前橋市問屋町2-2
　　　　　　　　　　　前橋問屋センター会館１階
　　　　　TEL：027-212-2840　FAX：027-212-2841
　　　　　Ｅ-mail：hosaka@rid2840.jp

開所時間：午前10時～午後５時（土・日・祝日は休み）
　　　　　事務局員　入山　こず江
　　　　　事務局員　佐藤　由紀恵

※お車でお越の際は、前橋問屋センター会館西側（しののめ信用金庫ATM目印）駐車場の
「スワン駐車場」の札が設置されていない場所にご駐車下さい。


